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調査の概要調査の概要調査の概要調査の概要 
 

 

１．調査の目的 １．調査の目的 １．調査の目的 １．調査の目的 

第 3 次大分市男女共同参画推進プランの策定にあたり、市民のニーズを的確に把握し、時代に即し

た計画づくりに資することを目的とする。 

 

 

２．調査対象者 ２．調査対象者 ２．調査対象者 ２．調査対象者 

住民票登録状況より無作為抽出した大分市内在住の男女各 1,500 人 

 

 

３．調査方法 ３．調査方法 ３．調査方法 ３．調査方法 

郵送調査 

 

 

４．調査期間 ４．調査期間 ４．調査期間 ４．調査期間 

平成 28 年 4 月 3 日～平成 28年 4月 25 日 

 

 

５．回収状況 ５．回収状況 ５．回収状況 ５．回収状況 

発送数  3,000 件 

回収数（有効回答）  910 件 

回収率   30.3％ 
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１.あなたの性別を教えてください。 １.あなたの性別を教えてください。 １.あなたの性別を教えてください。 １.あなたの性別を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

性別についてみると、「男性」が 45.5％、「女性」が 

54.0％となっている。 

年代別にみると、18・19 歳と 70 歳以上では「男性」 

が半数以上となっているが、その他の年代においては「女性」が半数以上を占めている。 

職業別にみると、パート・アルバイトと家事専業では大半が「女性」となっており、自営・家族従業

では男女が半数ずつ、それ以外の職業では「男性」が過半数となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5 

59.1 

42.7 

38.3 

38.6 

43.5 

45.5 

57.9 

50.0 

61.6 

64.8 

15.5 

53.1 

1.1 

56.6 

54.0 

40.9 

57.3 

61.7 

60.6 

56.5 

54.5 

41.5 

50.0 

38.4 

33.3 

84.5 

46.9 

98.9 

43.0 

0.4 

0.8 

0.5 

1.9 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

男性 女性 無回答

職

業

別

年

代

別

あなたご自身のことについてあなたご自身のことについてあなたご自身のことについてあなたご自身のことについて 

回答数 割合

男性 414 45.5%

女性 491 54.0%

無回答 4 0.4%

総計 909 100.0%
男性

45.5%
女性

54.0%

無回答

0.4%
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２.２.２.２. あなたの年齢は次のどれにあたりますか。 あなたの年齢は次のどれにあたりますか。 あなたの年齢は次のどれにあたりますか。 あなたの年齢は次のどれにあたりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢についてみると、「50～59 歳」が 20.2％で最も高く、次いで「70 歳以上」（20.1％）、「60～69 歳」

（18.4％）となっている。 

性別にみると、男性は「70 歳以上」が 25.6％で最も高く、次いで「50～59 歳」（19.3％）、「60～69 歳」

（18.4％）となっている。女性は「50～59 歳」が 21.2％で最も高く、次いで「60～69 歳」（18.5％）、「40

～49 歳」（15.7％）となっている。 

職業別にみると、自営・家族従業と家事専業では「60～69 歳」、その他の非正社員では「30～39 歳」、

働いていないでは「70 歳以上」が最も高くなっている。それ以外の職業においては、「50～59 歳」が最

も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

18、19歳 22 2.4%

20～29歳 103 11.3%

30～39歳 120 13.2%

40～49歳 127 14.0%

50～59歳 184 20.2%

60～69歳 167 18.4%

70歳以上 183 20.1%

無回答 3 0.3%

総計 909 100.0%

18、19歳

2.4%

20～29歳

11.3%

30～39歳

13.2%

40～49歳

14.0%

50～59歳

20.2%

60～69歳

18.4%

70歳以上

20.1%

無回答

0.3%

2.4 

3.1 

1.8 

1.8 

1.6 

7.2 

11.3 

10.6 

12.0 

5.4 

20.8 

11.1 

11.6 

16.3 

2.2 

6.4 

13.2 

11.1 

15.1 

8.9 

19.6 

20.4 

12.4 

26.5 

16.7 

3.6 

14.0 

11.8 

15.7 

10.7 

24.8 

22.2 

18.6 

12.2 

11.1 

2.0 

20.2 

19.3 

21.2 

25.0 

26.4 

40.7 

30.2 

20.4 

21.1 

5.2 

18.4 

18.4 

18.5 

33.9 

6.8 

5.6 

22.5 

20.4 

26.7 

23.5 

20.1 

25.6 

15.5 

14.3 

1.6 

3.1 

4.1 

22.2 

52.2 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

18、19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

職

業

別

性
別
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３.３.３.３. あなたは現在結婚されていますか。（結婚には、入籍していない事実婚も含みます。） あなたは現在結婚されていますか。（結婚には、入籍していない事実婚も含みます。） あなたは現在結婚されていますか。（結婚には、入籍していない事実婚も含みます。） あなたは現在結婚されていますか。（結婚には、入籍していない事実婚も含みます。） 

 

 

 

 

 

 

結婚についてみると、「結婚している」が 59.8％、 

「結婚していない」が 26.2％、「離(死)別した」が 

13.6％となっている。 

性別にみると、男性は「結婚している」が 65.9％、 

「結婚していない」が 27.1％、「離(死)別した」が 7.0％となっている。女性は「結婚している」が 55.0％、

「結婚していない」が 25.7％、「離(死)別した」が男性より高く、19.1％となっている。 

年代別にみると、30 歳以上において「結婚している」が半数以上となっている。 

職業別にみると、その他の非正社員を除く全ての職業で「結婚している」が半数以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

結婚している 544 59.8%

結婚していない 238 26.2%

離（死）別した 124 13.6%

無回答 3 0.3%

総計 909 100.0%

結婚している

59.8%

結婚して

いない

26.2%

離（死）別した

13.6%

無回答

0.3%

59.8 

65.9 

55.0 

18.4 

56.7 

66.9 

76.1 

74.9 

58.5 

67.9 

53.2 

74.1 

65.9 

44.9 

87.8 

54.6 

26.2 

27.1 

25.7 

100.0 

80.6 

38.3 

24.4 

16.3 

10.2 

4.9 

16.1 

40.0 

25.9 

20.9 

44.9 

1.1 

23.5 

13.6 

7.0 

19.1 

1.0 

5.0 

8.7 

7.6 

15.0 

36.1 

16.1 

6.8 

13.2 

10.2 

11.1 

21.5 

0.3 

0.2 

0.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

結婚している 結婚していない 離（死）別した 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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４.４.４.４. ３．で「１．結婚している」を選んだ方にお聞きします。あなたは共働きされていますか。 ３．で「１．結婚している」を選んだ方にお聞きします。あなたは共働きされていますか。 ３．で「１．結婚している」を選んだ方にお聞きします。あなたは共働きされていますか。 ３．で「１．結婚している」を選んだ方にお聞きします。あなたは共働きされていますか。 

（パート・アルバイトなどを含む。） （パート・アルバイトなどを含む。） （パート・アルバイトなどを含む。） （パート・アルバイトなどを含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

共働きについてみると、「共働きである」が 45.6％、 

「共働きでない」が 30.5％、「夫婦共に働いていない」 

が 21.9％となっている。 

 性別にみると、男性は「共働きである」が 40.3％、 

「共働きでない」が 26.7％、「夫婦共に働いていない」が 31.5％となっている。女性は「共働きである」

が 50.7％で半数以上を占め、「共働きでない」が 34.4％、「夫婦共に働いていない」が 12.2％となってい

る。 

年代別にみると、「共働きである」が最も高いのは 20～29 歳で 84.2％を占めており、次いで 40～49 歳

（69.4％）、50～59 歳（65.0％）となっている。 

 職業別にみると、家事専業では 7割以上が「共働きでない」、働いていないでは 7 割以上が「夫婦共に

働いていない」となっている。それ以外の職業においては「共働きである」が過半数を占めている。 

回答数 割合

共働きである 248 45.6%

共働きでない 166 30.5%

夫婦共に働いていない 119 21.9%

無回答 11 2.0%

総計 544 100.0%

共働きである

45.6%

共働きでない

30.5%

夫婦共に

働いていない

21.9%

無回答

2.0%
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45.6 

40.3 

50.7 

84.2 

57.4 

69.4 

65.0 

29.6 

5.6 

84.2 

72.9 

67.5 

90.6 

63.6 

30.5 

26.7 

34.4 

15.8 

41.2 

29.4 

32.9 

36.8 

16.8 

15.8 

27.1 

32.5 

9.4 

31.8 

70.9 

26.3 

21.9 

31.5 

12.2 

2.1 

32.8 

70.1 

24.1 

70.1 

2.0 

1.5 

2.6 

1.5 

1.2 

0.8 

7.5 

4.5 

5.1 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

共働きである 共働きでない 夫婦共に働いていない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別



7 

 

５．あなたのお仕事を教えてください。 ５．あなたのお仕事を教えてください。 ５．あなたのお仕事を教えてください。 ５．あなたのお仕事を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事についてみると、「働いていない」が 27.6％ 

で最も高く、次いで「正社員」（27.5％）、「パート・アルバイト」（14.2％）となっている。 

性別にみると、男性は「正社員」が 37.2％で最も高く、女性は「パート・アルバイト」が 22.2％で最

も高くなっている。 

年代別にみると、20～29 歳では「正社員」が 5割以上を占めて最も高くなっている。また、30～39 歳

は「その他の非正社員」が約 1割、40～49 歳と 50～59 歳は「パート・アルバイト」が 2 割前後を占めて

おり、比較的高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

自営・家族従業 56 6.2%

正社員 250 27.5%

公務員 54 5.9%

パート・アルバイト 129 14.2%

その他の非正社員 49 5.4%

家事専業 90 9.9%

働いていない 251 27.6%

無回答 30 3.3%

総計 909 100.0%

自営・家族従業

6.2%

正社員

27.5%

公務員

5.9%

パート・

アルバイト

14.2%

その他の

非正社員

5.4%

家事専業

9.9%

働いていない

27.6%

無回答

3.3%

6.2 

6.8 

5.7 

4.5 

2.9 

4.2 

4.7 

7.6 

11.4 

4.4 

27.5 

37.2 

19.6 

50.5 

40.8 

48.8 

35.9 

10.2 

2.2 

5.9 

8.5 

3.7 

5.8 

9.2 

9.4 

12.0 

1.8 

14.2 

4.8 

22.2 

9.1 

14.6 

13.3 

18.9 

21.2 

17.4 

2.2 

5.4 

6.3 

4.7 

7.8 

10.8 

4.7 

5.4 

6.0 

1.1 

9.9 

0.2 

18.1 

1.9 

12.5 

7.9 

10.3 

14.4 

10.9 

27.6 

34.3 

22.0 

81.8 

15.5 

7.5 

3.9 

7.1 

35.3 

71.6 

3.3 

1.9 

4.1 

4.5 

1.0 

1.7 

1.6 

0.5 

3.6 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業 正社員 公務員 パート・アルバイト

その他の非正社員 家事専業 働いていない 無回答

性
別

年

代

別
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６．５．で、(１)～(６)を選んだ方にお聞きします。 ６．５．で、(１)～(６)を選んだ方にお聞きします。 ６．５．で、(１)～(６)を選んだ方にお聞きします。 ６．５．で、(１)～(６)を選んだ方にお聞きします。 

①５．で、(１)～(５)を選んだ方①５．で、(１)～(５)を選んだ方①５．で、(１)～(５)を選んだ方①５．で、(１)～(５)を選んだ方 

あなたの１日の平均労働時間（家事労働を除いた時間）は何時間ですか。 あなたの１日の平均労働時間（家事労働を除いた時間）は何時間ですか。 あなたの１日の平均労働時間（家事労働を除いた時間）は何時間ですか。 あなたの１日の平均労働時間（家事労働を除いた時間）は何時間ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日の平均労働時間についてみると、「8～10 時間 

未満」が 42.2％で最も高く、次いで「6～8時間未満」 

（21.4％）、「4～6時間未満」（13.2％）となっている。 

性別にみると、男女とも「8～10 時間未満」が最 

も高く（男性 49.8％、女性 34.7％）、次いで「6～8 時間未満」となっている。なお、女性は「4～6時間

未満」が 22.3％となっており、男性（3.8％）に比べて高くなっている。 

年代別にみると、60～69 歳は「6～8 時間未満」、70 歳以上は「4 時間未満」が最も高くなっている。

その他の年代では「8～10 時間未満」が最も高くなっている（18・19 歳においては「4～6 時間未満」と

「6～8 時間未満」と「8～10時間未満」が同率）。 

職業別にみると、正社員と公務員は「8～10 時間未満」、自営・家族従業とその他の非正社員は「6～8

時間未満」、パート・アルバイトは「4～6 時間未満」が最も高くなっている。 

回答数 割合

4時間未満 30 5.6%

4～6時間未満 71 13.2%

6～8時間未満 115 21.4%

8～10時間未満 227 42.2%

10～12時間未満 58 10.8%

12～14時間未満 19 3.5%

14時間以上 6 1.1%

無回答 12 2.2%

総計 538 100.0%

4時間未満

5.6%

4～6時間未満

13.2%

6～8時間未満

21.4%

8～10時間未満

42.2%

10～12時間未満

10.8%

12～14時間未満

3.5%

14時間以上

1.1%
無回答

2.2%
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5.6 

3.0 

8.0 

2.4 

5.3 

1.8 

3.3 

12.8 

33.3 

12.5 

0.4 

17.1 

13.2 

3.8 

22.3 

33.3 

7.1 

7.4 

17.3 

13.9 

16.7 

22.2 

12.5 

1.6 

44.2 

6.1 

21.4 

20.2 

22.6 

33.3 

21.4 

20.2 

16.4 

19.9 

32.1 

22.2 

26.8 

20.4 

1.9 

20.2 

44.9 

42.2 

49.8 

34.7 

33.3 

57.1 

44.7 

47.3 

42.4 

23.1 

11.1 

25.0 

58.0 

66.7 

10.1 

38.8 

10.8 

14.4 

7.3 

8.3 

13.8 

8.2 

14.6 

7.7 

5.6 

12.5 

12.4 

22.2 

3.9 

6.1 

3.5 

5.7 

1.5 

2.4 

3.2 

8.2 

2.6 

1.3 

5.4 

5.6 

3.7 

1.1 

1.5 

0.7 

3.2 

0.7 

2.6 

3.6 

0.4 

3.7 

2.0 

2.2 

1.5 

2.9 

1.2 

2.1 

0.9 

2.6 

3.8 

5.6 

1.8 

1.2 

1.9 

4.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=538）

男性（n=263）

女性（n=274）

18、19歳（n=3）

20～29歳（n=84）

30～39歳（n=94）

40～49歳（n=110）

50～59歳（n=151）

60～69歳（n=78）

70歳以上（n=18）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

4時間未満 4～6時間未満 6～8時間未満 8～10時間未満

10～12時間未満 12～14時間未満 14時間以上 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別



10 

 

    

②５．で、(６)を選んだ方 ②５．で、(６)を選んだ方 ②５．で、(６)を選んだ方 ②５．で、(６)を選んだ方 

あなたの１日の平均家事労働は何時間ですか。 あなたの１日の平均家事労働は何時間ですか。 あなたの１日の平均家事労働は何時間ですか。 あなたの１日の平均家事労働は何時間ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日の平均家事労働時間についてみると、「4～ 

6 時間未満」が 35.6％で最も高く、次いで「4 時 

間未満」（20.0％）、「6～8 時間未満」（16.7％）と 

なっている。 

年代別にみると、70 歳以上では「4時間未満」、その他の年代では「4～6時間未満」が最も高くなって

いる（20～29 歳においては「4～6時間未満」と「6～8 時間未満」が同率、50～59 歳においては「4時間

未満」と「4～6 時間未満」と「6～8 時間未満」が同率）。 

 

 

 

 

 

 

4時間未満

20.0%

4～6時間未満

35.6%

6～8時間未満

16.7%

8～10時間未満

2.2%

10～12時間未満

3.3%

12～14時間未満

4.4%

14時間以上

6.7% 無回答

11.1%

回答数 割合

4時間未満 18 20.0%

4～6時間未満 32 35.6%

6～8時間未満 15 16.7%

8～10時間未満 2 2.2%

10～12時間未満 3 3.3%

12～14時間未満 4 4.4%

14時間以上 6 6.7%

無回答 10 11.1%

総計 90 100.0%

20.0 

100.0 

19.1 

6.7 

10.0 

21.1 

20.8 

35.0 

35.6 

36.0 

50.0 

40.0 

60.0 

21.1 

45.8 

20.0 

16.7 

16.9 

50.0 

20.0 

21.1 

25.0 

5.0 

2.2 

2.2 

10.0 

4.2 

3.3 

3.4 

20.0 

4.4 

4.5 

6.7 

15.8 

6.7 

6.7 

10.0 

5.3 

20.0 

11.1 

11.2 

6.7 

10.0 

15.8 

4.2 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=90）

男性（n=1）

女性（n=89）

20～29歳（n=2）

30～39歳（n=15）

40～49歳（n=10）

50～59歳（n=19）

60～69歳（n=24）

70歳以上（n=20）

4時間未満 4～6時間未満 6～8時間未満 8～10時間未満

10～12時間未満 12～14時間未満 14時間以上 無回答

性
別

年

代

別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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７．現在、あなたと同居している家族の構成は次のどれにあたりますか。 ７．現在、あなたと同居している家族の構成は次のどれにあたりますか。 ７．現在、あなたと同居している家族の構成は次のどれにあたりますか。 ７．現在、あなたと同居している家族の構成は次のどれにあたりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族についてみると、「夫婦のみ」が 28.6％ 

で最も高く、次いで「二世代（あなたの世代と子）」 

（25.7％）、「一人暮らし」（19.3％）となっている。 

性別にみると、男性は「夫婦のみ」が 37.9％で最も 

高く、次いで「二世代（あなたの世代と子）」（23.4％）、「二世代（あなたの世代と親）」（16.4％）とな

っている。女性は「二世代（あなたの世代と子）」が 27.7％で最も高く、次いで「一人暮らし」（23.0％）、

「夫婦のみ」（20.8％）となっている。 

年代別にみると、18・19 歳と 20～29 歳では「二世代（あなたの世代と親）」、30～39 歳と 40～49 歳で

は「二世代（あなたの世代と子）」、50 歳以上の年代では「夫婦のみ」が最も高くなっている。また、70、

歳以上においては「一人暮らし」が 28.4％を占め、比較的高くなっている。 

職業別にみると、正社員とパート・アルバイトでは「二世代（あなたの世代と子）」、その他の非正社

員では「二世代（あなたの世代と親）」、それ以外の職業では「夫婦のみ」が最も高くなっている。 

一人暮らし

19.3%

二世代 (あなたの

世代と親)

15.4%

二世代 (あなたの

世代と子)

25.7%

夫婦のみ

28.6%

三世代

(親と子と孫)

5.6%

その他

4.7% 無回答

0.7%

回答数 割合

一人暮らし 175 19.3%

二世代 (あなたの世代と親) 140 15.4%

二世代 (あなたの世代と子) 234 25.7%

夫婦のみ 260 28.6%

三世代 (親と子と孫) 51 5.6%

その他 43 4.7%

無回答 6 0.7%

総計 909 100.0%
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19.3 

15.0 

23.0 

22.7 

31.1 

13.3 

12.6 

14.1 

16.2 

28.4 

14.3 

21.6 

22.2 

16.3 

18.4 

8.9 

20.3 

15.4 

16.4 

14.7 

54.5 

37.9 

26.7 

18.1 

11.4 

5.4 

2.2 

21.4 

20.0 

9.3 

16.3 

28.6 

5.6 

11.6 

25.7 

23.4 

27.7 

9.7 

41.7 

44.9 

30.4 

16.8 

18.0 

19.6 

28.0 

31.5 

35.7 

16.3 

35.6 

17.9 

28.6 

37.9 

20.8 

4.5 

6.8 

9.2 

14.2 

32.6 

50.3 

43.2 

33.9 

20.8 

33.3 

19.4 

24.5 

38.9 

37.1 

5.6 

3.1 

7.7 

18.2 

5.8 

5.0 

7.9 

6.5 

4.8 

2.7 

3.6 

6.4 

1.9 

7.0 

4.1 

7.8 

5.6 

4.7 

3.9 

5.5 

8.7 

3.3 

2.4 

4.9 

6.0 

4.4 

5.4 

3.2 

1.9 

5.4 

8.2 

1.1 

7.2 

0.7 

0.2 

0.6 

0.8 

0.6 

1.1 

1.8 

2.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

一人暮らし 二世代 (あなたの世代と親) 二世代 (あなたの世代と子)

夫婦のみ 三世代 (親と子と孫) その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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８．この設問は、結婚している（事実婚含む）男性の方で、６歳未満の子どもがいる方のみ ８．この設問は、結婚している（事実婚含む）男性の方で、６歳未満の子どもがいる方のみ ８．この設問は、結婚している（事実婚含む）男性の方で、６歳未満の子どもがいる方のみ ８．この設問は、結婚している（事実婚含む）男性の方で、６歳未満の子どもがいる方のみ 

お答えください。 お答えください。 お答えください。 お答えください。 

あなたは、一日平均どのくらい家事・育児をおこなっていますか。 あなたは、一日平均どのくらい家事・育児をおこなっていますか。 あなたは、一日平均どのくらい家事・育児をおこなっていますか。 あなたは、一日平均どのくらい家事・育児をおこなっていますか。 

 

（１）家事時間 （１）家事時間 （１）家事時間 （１）家事時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 歳未満の子どもをもつ既婚男性の家事時間についてみると、「30 分未満」が 30.8％で最も高く、次い

で「30 分～1 時間未満」、「1～2 時間未満」、「2 時間以上」が 23.1％となっている。 

 

 

 

（２）育児時間 （２）育児時間 （２）育児時間 （２）育児時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 歳未満の子どもをもつ既婚男性の育児時間についてみると、「1～2 時間未満」が 40.0％で最も高く、

次いで「30 分～1 時間未満」（33.3％）、「30分未満」（20.0％）となっている。 

 

 

 

30.8%

23.1%

23.1%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

30分未満

30分～1時間未満

1～2時間未満

2時間以上

回答数 割合
30分未満 4 30.8%

30分～1時間未満 3 23.1%

1～2時間未満 3 23.1%
2時間以上 3 23.1%

総計 13 100.0%

20.0%

33.3%

40.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

30分未満

30分～1時間未満

1～2時間未満

2時間以上

回答数 割合
30分未満 3 20.0%

30分～1時間未満 5 33.3%
1～2時間未満 6 40.0%

2時間以上 1 6.7%
総計 15 100.0%
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９．あなたの現在の暮らしの状況はどうですか。（○は１つだけ） ９．あなたの現在の暮らしの状況はどうですか。（○は１つだけ） ９．あなたの現在の暮らしの状況はどうですか。（○は１つだけ） ９．あなたの現在の暮らしの状況はどうですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしの状況についてみると、「普通」が 48.2 

％で最も高く、次いで「やや苦しい」（28.4％）、 

「ややゆとりがある」（11.1％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「普通」が最も高くなっているが、20～29 歳と 40～49 歳では「やや苦

しい」が 3 割以上となっており、20～29 歳においては「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせると半

数以上を占めている。なお、70 歳以上でも「大変苦しい」が 13.7％で、比較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「普通」が最も高くなっており、公務員においては 6 割以

上を占めている。また、パート・アルバイトでは「やや苦しい」が 38.0％と比較的高く、自営・家族従

業と公務員では「ややゆとりがある」が比較的高くなっている。 

回答数 割合

大変苦しい 98 10.8%

やや苦しい 258 28.4%

普通 438 48.2%

ややゆとりがある 101 11.1%

大変ゆとりがある 7 0.8%

無回答 7 0.8%

総計 909 100.0%

大変苦しい

10.8%

やや苦しい

28.4%

普通

48.2%

ややゆとりがある

11.1%

大変ゆとりがある

0.8%

無回答

0.8%
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10.8 

12.6 

9.4 

9.1 

12.6 

9.2 

7.9 

12.0 

9.0 

13.7 

8.9 

9.6 

3.7 

9.3 

10.2 

4.4 

15.5 

28.4 

26.1 

30.1 

18.2 

39.8 

23.3 

32.3 

27.7 

25.7 

27.3 

25.0 

31.2 

16.7 

38.0 

30.6 

23.3 

25.5 

48.2 

50.5 

46.6 

63.6 

42.7 

58.3 

42.5 

46.7 

50.9 

45.9 

48.2 

46.8 

61.1 

45.0 

51.0 

52.2 

48.6 

11.1 

10.4 

11.8 

4.5 

3.9 

9.2 

14.2 

12.5 

13.8 

11.5 

17.9 

12.0 

16.7 

7.0 

6.1 

13.3 

10.0 

0.8 

0.2 

1.2 

1.0 

3.1 

0.5 

0.5 

1.9 

0.8 

2.0 

3.3 

0.8 

0.2 

0.8 

4.5 

0.5 

0.6 

1.1 

0.4 

3.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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１０．あなたは現在、地域・サークル活動等に取組んでいますか。（○はいくつでも） １０．あなたは現在、地域・サークル活動等に取組んでいますか。（○はいくつでも） １０．あなたは現在、地域・サークル活動等に取組んでいますか。（○はいくつでも） １０．あなたは現在、地域・サークル活動等に取組んでいますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・サークル活動等についてみると、「地域・サークル活動等はしていない」が 36.3％で最も高く、

次いで「仲間とする学習、スポーツ、趣味や娯楽など」（24.6％）、「一人でする学習、スポーツ、趣味や

娯楽など」（17.4％）となっている。 

 性別にみると、男女とも全体結果と同様に「地域・サークル活動等はしていない」が最も高く（男性

37.4％、女性 35.4％）、次いで「仲間とする学習、スポーツ、趣味や娯楽など」、「一人でする学習、スポ

ーツ、趣味や娯楽など」となっている。 

 年代別にみると、70 歳以上は「仲間とする学習、スポーツ、趣味や娯楽など」が 31.7％で最も高くな

っているが、その他の年代では「地域・サークル活動等はしていない」が最も高くなっている。また、

50～59 歳と 70歳以上においては、「自治会や町内会の活動」が 2割前後を占めて比較的高くなっている。 

 職業別にみると、家事専業では「仲間とする学習、スポーツ、趣味や娯楽など」が 38.9％で最も高く、

「自治会や町内会の活動」も 22.2％と比較的高い割合を占めている。それ以外の職業では、「地域・サー

クル活動等はしていない」が最も高くなっている。 

回答数 割合

自治会や町内会の活動 140 15.4%

ボランティア活動 49 5.4%

ＮＰＯ活動 6 0.7%

一人でする学習、スポーツ、趣味や娯楽など 158 17.4%

仲間とする学習、スポーツ、趣味や娯楽など 224 24.6%

地域・サークル活動等はしていない 330 36.3%

その他 31 3.4%

無回答 137 15.1%

総計 909 100.0%

15.4%

5.4%

0.7%

17.4%

24.6%

36.3%

3.4%

15.1%

0% 10% 20% 30% 40%

自治会や町内会の活動

ボランティア活動

ＮＰＯ活動

一人でする学習、スポーツ、趣味や娯楽など

仲間とする学習、スポーツ、趣味や娯楽など

地域・サークル活動等はしていない

その他

無回答
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※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

自

治

会

や

町

内

会

の

活

動

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

Ｎ

Ｐ

Ｏ

活

動

一

人

で

す

る

学

習

、

ス

ポー

ツ

、

趣

味

や

娯

楽

な

ど

仲

間

と

す

る

学

習

、

ス

ポー
ツ

、

趣

味

や

娯

楽

な

ど

地

域

・

サー

ク

ル

活

動

等

は

し

て

い

な

い

そ

の

他

無

回

答

909 15.4 5.4 0.7 17.4 24.6 36.3 3.4 15.1

　男性 414 17.1 6.0 0.7 18.8 23.7 37.4 4.1 12.1

　女性 491 14.1 4.9 0.6 16.3 25.5 35.4 2.9 17.3

　18、19歳 22 － － － 27.3 27.3 45.5 － 9.1

　20～29歳 103 3.9 4.9 － 20.4 23.3 39.8 1.9 18.4

　30～39歳 120 11.7 3.3 0.8 21.7 23.3 35.0 0.8 18.3

　40～49歳 127 15.7 1.6 － 13.4 18.1 44.9 0.8 15.7

　50～59歳 184 19.6 4.9 1.1 15.8 17.4 40.2 2.7 14.1

　60～69歳 167 15.0 9.0 0.6 17.4 31.1 31.7 2.4 13.8

　70歳以上 183 22.4 7.7 1.1 16.4 31.7 29.0 9.8 12.6

　自営・家族従業 56 19.6 7.1 1.8 17.9 23.2 41.1 1.8 10.7

　正社員 250 12.0 3.2 － 20.0 18.8 40.0 0.4 17.6

　公務員 54 16.7 7.4 1.9 14.8 22.2 42.6 － 11.1

　パート・アルバイト 129 14.0 5.4 － 12.4 20.9 37.2 2.3 19.4

　その他の非正社員 49 12.2 4.1 2.0 14.3 22.4 53.1 2.0 8.2

　家事専業 90 22.2 5.6 1.1 17.8 38.9 24.4 4.4 15.6

　働いていない 251 17.1 7.6 0.8 19.1 27.5 31.9 6.8 12.0

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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１１．あなたは、あなた自身の時間を持つことができていますか。（○は１つだけ） １１．あなたは、あなた自身の時間を持つことができていますか。（○は１つだけ） １１．あなたは、あなた自身の時間を持つことができていますか。（○は１つだけ） １１．あなたは、あなた自身の時間を持つことができていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の時間についてみると、「多少なりとも自分の時間をもつことができている」が 51.6％で最も高く、

次いで「自分の時間が充分ある」（41.5％）、「全く自分の時間がない」（5.8％）となっている。 

性別にみると、男女とも「多少なりとも自分の時間をもつことができている」が最も高く、次いで「自

分の時間が充分ある」となっているが、男性は「自分の時間が充分ある」が 44.2％となっており、女性

（39.3％）より高くなっている。 

年代別にみると、18 歳・19 歳と 70 歳以上では「自分の時間が充分ある」が最も高くなっているが、

その他の年代においては「多少なりとも自分の時間をもつことができている」が最も高くなっている。

なお、30～39 歳においては「全く自分の時間がない」が 13.3％と、比較的高くなっている。 

職業別にみると、働いていないでは「自分の時間が充分ある」が最も高くなっているが、それ以外の

職業では「多少なりとも自分の時間をもつことができている」が最も高くなっている。公務員において

は「全く自分の時間がない」が 14.8％を占めて、比較的高くなっている。 

自分の時間が

充分ある

41.5%
多少なりとも

自分の時間を

もつことが

できている

51.6%

全く自分の

時間がない

5.8%

無回答

1.1%

回答数 割合

自分の時間が充分ある　 377 41.5%

多少なりとも自分の時間をもつことができている 469 51.6%

全く自分の時間がない 53 5.8%

無回答 10 1.1%

総計 909 100.0%
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41.5 

44.2 

39.3 

50.0 

44.7 

25.0 

26.0 

28.8 

45.5 

69.4 

28.6 

23.2 

22.2 

31.0 

42.9 

41.1 

69.7 

51.6 

49.5 

53.6 

45.5 

49.5 

61.7 

63.8 

66.8 

49.7 

25.7 

60.7 

68.4 

63.0 

63.6 

57.1 

52.2 

25.1 

5.8 

5.6 

6.1 

4.5 

5.8 

13.3 

9.4 

4.3 

4.2 

1.6 

10.7 

8.0 

14.8 

5.4 

4.4 

3.2 

1.1 

0.7 

1.0 

0.8 

0.6 

3.3 

0.4 

2.2 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

自分の時間が充分ある 多少なりとも自分の時間をもつことができている

全く自分の時間がない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１.問１.問１.問１. あなたは、「男は仕事、女は家庭」、「男だから･･･、女だから･･･」といった性別によって役割を固あなたは、「男は仕事、女は家庭」、「男だから･･･、女だから･･･」といった性別によって役割を固あなたは、「男は仕事、女は家庭」、「男だから･･･、女だから･･･」といった性別によって役割を固あなたは、「男は仕事、女は家庭」、「男だから･･･、女だから･･･」といった性別によって役割を固

定した考え方についてどう思いますか。（○は１つだけ）定した考え方についてどう思いますか。（○は１つだけ）定した考え方についてどう思いますか。（○は１つだけ）定した考え方についてどう思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別によって役割を固定した考え方についてみると、「どちらかといえば反対」が 47.3％で最も高く、

次いで「反対」（31.2％）、「どちらかといえば賛成」（18.2％）となっている。 

性別にみると、男女とも「どちらかといえば反対」が最も高くなっているが、男性の 44.2％に対し、

女性は 49.9％と高くなっている。一方、「どちらかといえば賛成」は男性が 21.7％、女性が 15.1％で男

性が高くなっている。 

年代別にみると、全ての年代において「反対」は 3 割前後となっている。18・19 歳では「どちらかと

いえば反対」が 63.6％を占め、「どちらかといえば賛成」は 4.5％と低くなっている。一方 70 歳以上で

は、「どちらかといえば反対」が 38.8％、「どちらかといえば賛成」は 23.0％を占めている。60～69 歳と

70 歳以上においては「賛成」も比較的高くなっている。 

職業別にみると、公務員では「反対」が 38.9％と全ての職業の中で最も高く、「どちらかといえば反対」

と合わせると 9割近くを占めている。 

 

 

１．男女平等に関する意識について１．男女平等に関する意識について１．男女平等に関する意識について１．男女平等に関する意識について 

回答数 割合

反対 284 31.2%

どちらかといえば反対 430 47.3%

どちらかといえば賛成 165 18.2%

賛成 16 1.8%

無回答 14 1.5%

総計 909 100.0%

反対

31.2%

どちらかといえば

反対

47.3%

どちらかといえば

賛成

18.2%

賛成

1.8%

無回答

1.5%
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31.2 

30.2 

32.2 

31.8 

34.0 

28.3 

29.9 

31.5 

33.5 

30.6 

33.9 

29.6 

38.9 

27.9 

32.7 

31.1 

33.5 

47.3 

44.2 

49.9 

63.6 

47.6 

50.0 

52.8 

50.0 

45.5 

38.8 

44.6 

48.8 

51.9 

55.8 

44.9 

45.6 

42.6 

18.2 

21.7 

15.1 

4.5 

17.5 

20.0 

15.7 

17.4 

15.6 

23.0 

16.1 

20.0 

7.4 

15.5 

18.4 

20.0 

18.3 

1.8 

1.9 

1.6 

0.8 

0.5 

4.8 

3.3 

5.4 

0.8 

2.0 

3.3 

2.8 

1.5 

1.9 

1.2 

1.0 

0.8 

1.6 

0.5 

0.6 

4.4 

0.8 

1.9 

0.8 

2.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 賛成 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問２．あなたは、次のいろいろな分野で男女の意識や地位は平等になっていると思いますか。 問２．あなたは、次のいろいろな分野で男女の意識や地位は平等になっていると思いますか。 問２．あなたは、次のいろいろな分野で男女の意識や地位は平等になっていると思いますか。 問２．あなたは、次のいろいろな分野で男女の意識や地位は平等になっていると思いますか。 

（○はそれぞれ１つずつ）（○はそれぞれ１つずつ）（○はそれぞれ１つずつ）（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の意識や地位についてみると、学校教育の場、地域活動・社会活動の場、法律や制度のうえでは

「平等」が最も高くなっているが、その他の分野では「男性が優遇」が最も高くなっている。特に、政

治の場、社会の習慣やしきたりなどでは、「男性が非常に優遇」と「男性が優遇」を合わせると 7 割前後

を占めている。 

 

 

5.6

8.4

0.8

4.1

25.3

8.3

13.8

5.9

39.2

42.1

9.9

29.4

45.5

31.1

54.9

58.2

33.4

28.1

58.9

39.9

13.8

35.6

16.0

19.9

8.8 

5.6 

3.1 

5.9 

1.7 

4.6 

1.8 

3.0 

2.0 

0.2 

0.2 

0.1 

0.8 

0.6 

0.9 

9.1

11.2

22.6

16.6

10.8

16.7

10.5

9.8

1.9

4.4

4.6

4.0

3.0

2.9

2.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a.家庭生活では

b.職場では

c.学校教育の場では

d.地域活動・社会活動の場では

e.政治の場では

f.法律や制度のうえでは

g.社会の慣習やしきたりなどでは

h.社会全体では

男性が非常に優遇 男性が優遇 平等 女性が優遇 女性が非常に優遇 わからない 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合
男性が非常に優遇 51 5.6% 76 8.4% 7 0.8% 37 4.1% 230 25.3% 75 8.3% 125 13.8% 54 5.9%
男性が優遇 356 39.2% 383 42.1% 90 9.9% 267 29.4% 414 45.5% 283 31.1% 499 54.9% 529 58.2%
平等 304 33.4% 255 28.1% 535 58.9% 363 39.9% 125 13.8% 324 35.6% 145 16.0% 181 19.9%
女性が優遇 80 8.8% 51 5.6% 28 3.1% 54 5.9% 15 1.7% 42 4.6% 16 1.8% 27 3.0%
女性が非常に優遇 18 2.0% 2 0.2% 2 0.2% 1 0.1% 0 0.0% 7 0.8% 5 0.6% 8 0.9%
わからない 83 9.1% 102 11.2% 205 22.6% 151 16.6% 98 10.8% 152 16.7% 95 10.5% 89 9.8%
無回答 17 1.9% 40 4.4% 42 4.6% 36 4.0% 27 3.0% 26 2.9% 24 2.6% 21 2.3%
合計 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0%

f.法律や

制度のうえでは

g.社会の慣習や

しきたりなどでは
h.社会全体ではa.家庭生活では b.職場では

c.学校教育の

場では

d.地域活動・

社会活動の場では
e.政治の場では
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【a.家庭生活では】【a.家庭生活では】【a.家庭生活では】【a.家庭生活では】 

性別にみると、男性は「平等」が 42.8％で最も高く、次いで「男性が優遇」（32.9％）、「女性が優遇」

（11.4％）となっている。女性は「男性が優遇」が 44.6％で最も高く、次いで「平等」（25.7％）、「わか

らない」（10.2％）となっている。「男性が非常に優遇」と「男性が優遇」を合わせた割合は、男性では

34.3％となっているが、女性においては 53.8％を占めており、男女間での認識の差が伺える。 

年代別にみると、18・19 歳、20～29 歳、70 歳以上では「平等」が最も高くなっているが、その他の年

代では「男性が優遇」が最も高くなっている。 

職業別にみると、働いていないでは「平等」が最も高くなっているが、それ以外の職業では「男性が

優遇」が最も高くなっている。また、自営・家族従業においては、「男性が非常に優遇」が 12.5％と比較

的高く、「男性が優遇」と合わせると約 6割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6 

1.4 

9.2 

13.6 

1.9 

4.2 

7.9 

7.6 

6.6 

3.3 

12.5 

2.8 

5.6 

7.8 

4.1 

11.1 

3.6 

39.2 

32.9 

44.6 

13.6 

27.2 

39.2 

45.7 

42.4 

44.9 

35.5 

46.4 

38.8 

46.3 

45.7 

55.1 

38.9 

31.1 

33.4 

42.8 

25.7 

45.5 

32.0 

27.5 

29.9 

29.3 

38.3 

38.8 

28.6 

33.2 

25.9 

28.7 

28.6 

30.0 

41.4 

8.8 

11.4 

6.7 

9.1 

15.5 

10.0 

7.9 

10.3 

5.4 

6.6 

5.4 

10.4 

13.0 

7.0 

4.1 

11.1 

8.4 

2.0 

2.4 

1.6 

4.5 

6.8 

5.0 

0.8 

1.6 

2.8 

1.9 

2.3 

2.0 

2.2 

1.6 

9.1 

7.5 

10.2 

13.6 

16.5 

13.3 

7.1 

8.2 

4.2 

8.7 

7.1 

11.6 

7.4 

8.5 

4.1 

3.3 

11.2 

1.9 

1.7 

2.0 

0.8 

0.8 

0.5 

0.6 

7.1 

0.4 

2.0 

3.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

男性が非常に優遇 男性が優遇 平等 女性が優遇 女性が非常に優遇 わからない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【b.職場では】【b.職場では】【b.職場では】【b.職場では】 

性別にみると、男女とも「男性が優遇」が最も高くなっている（男性 43.0％、女性 41.3％）。次いで、

男性では「平等」が 31.9％、「わからない」が 9.4％、女性では「平等」が 24.8％、「男性が非常に優遇」

と「わからない」が 12.6％となっている。 

年代別にみると、18・19 歳、20～29 歳では「平等」が最も高くなっているが、それ以上の年代におい

ては「男性が優遇」が最も高くなっている。20～29 歳においては、「女性が優遇」が 15.5％と比較的高

くなっているのに対し、40～49 歳においては、「男性が非常に優遇」が 15.0％と比較的高い割合を占め

ている。 

職業別にみると、公務員は「平等」が 51.9％を占めて最も高くなっているが、それ以外の職業では「男

性が優遇」が最も高くなっている（その他の非正社員は「男性が優遇」と「平等」が同率）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.4 

3.4 

12.6 

9.7 

10.0 

15.0 

9.2 

7.2 

2.7 

8.9 

8.4 

1.9 

10.9 

10.2 

15.6 

5.2 

42.1 

43.0 

41.3 

22.7 

30.1 

48.3 

40.2 

43.5 

50.3 

39.9 

53.6 

46.0 

31.5 

37.2 

38.8 

37.8 

42.2 

28.1 

31.9 

24.8 

40.9 

35.9 

22.5 

33.9 

32.1 

22.8 

22.4 

28.6 

32.0 

51.9 

31.0 

38.8 

14.4 

21.5 

5.6 

7.2 

4.3 

4.5 

15.5 

9.2 

3.9 

6.0 

3.0 

1.1 

1.8 

9.2 

9.3 

8.5 

8.2 

3.3 

1.6 

0.2 

0.5 

0.8 

0.8 

0.4 

1.9 

11.2 

9.4 

12.6 

22.7 

7.8 

8.3 

5.5 

8.2 

12.0 

20.2 

7.1 

3.6 

3.7 

10.9 

2.0 

22.2 

19.5 

4.4 

4.6 

4.3 

9.1 

1.0 

0.8 

0.8 

1.1 

4.8 

13.7 

0.4 

1.6 

2.0 

6.7 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

男性が非常に優遇 男性が優遇 平等 女性が優遇 女性が非常に優遇 わからない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【c.学校教育の場では】 【c.学校教育の場では】 【c.学校教育の場では】 【c.学校教育の場では】 

性別にみると、男女とも「平等」が 6 割前後を占めて最も高く、次いで「わからない」、「男性が優遇」

となっている。なお、「男性が優遇」は男性に比べ女性が高くなっているが、「女性が優遇」は女性に比

べ男性が高くなっている。 

年代別にみると、全ての年代において「平等」が最も高くなっているが、18・19 歳では 77.3％、70歳

以上では 50.8％となっており、年代によって割合に差が見られる。 

職業別にみると、全ての職業において「平等」が最も高く、次いで「わからない」、「男性が優遇」と

なっている（自営・家族従業では「男性が優遇」と「わからない」が同率）。なお、自営・家族従業は「男

性が優遇」が 16.1％と、比較的高い割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8 

0.5 

1.0 

0.8 

1.1 

1.8 

0.5 

1.8 

0.8 

2.2 

1.2 

9.9 

8.5 

11.2 

7.8 

10.0 

10.2 

14.1 

10.8 

7.1 

16.1 

10.4 

11.1 

12.4 

10.2 

12.2 

6.4 

58.9 

60.6 

57.2 

77.3 

65.0 

57.5 

68.5 

59.8 

53.3 

50.8 

60.7 

59.6 

70.4 

55.8 

71.4 

57.8 

57.0 

3.1 

4.8 
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【d.地域活動・社会活動の場では】【d.地域活動・社会活動の場では】【d.地域活動・社会活動の場では】【d.地域活動・社会活動の場では】 

性別にみると、男性は「平等」が 49.3％で最も高く、次いで「男性が優遇」（22.7％）、「わからない」

（15.2％）となっている。一方、女性は「男性が優遇」が 35.0％で最も高く、次いで「平等」（32.0％）、

「わからない」（17.7％）となっている。 

年代別にみると、40～49 歳と 50～59 歳では「男性が優遇」が 4 割近くを占めて最も高く、次いで「平

等」、「わからない」となっている。その他の年代では「平等」が最も高く、次いで「男性が優遇」、「わ

からない」となっている（18・19 歳は「男性が優遇」と「わからない」が同率）。 

職業別にみると、自営・家族従業、公務員、パート・アルバイトでは「男性が優遇」と「平等」が同

率で最も高くなっている。家事専業では「男性が優遇」が 33.4％で最も高く、それ以外の職業において

は「平等」が最も高くなっている。 
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【e.政治の場では】【e.政治の場では】【e.政治の場では】【e.政治の場では】 

性別にみると、男女とも「男性が優遇」が最も高くなっている（男性 48.3％、女性 43.2％）。次いで、

男性は「平等」（21.5％）、「男性が非常に優遇」（15.9％）となっており、女性は「男性が非常に優遇」（33.4％）、

「わからない」（11.8％）となっている。男性は「平等」が女性の約 3倍となっているが、女性は「男性

が非常に優遇」が男性の 2倍以上となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「男性が優遇」が最も高くなっている。次いで、18・19 歳と 70歳以上

では「平等」、その他の年代では「男性が非常に優遇」が高くなっている。なお、30～39 歳、40～49 歳

においては「男性が非常に優遇」が 3 割を超えている。 

職業別にみると、全ての職業において「男性が優遇」が最も高く、次いで、働いていないでは「平等」、

それ以外の職業では「男性が非常に優遇」が高くなっている。 
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【f.法律や制度のうえでは】【f.法律や制度のうえでは】【f.法律や制度のうえでは】【f.法律や制度のうえでは】 

性別にみると、男性は「平等」が 50.0％で最も高く、次いで「男性が優遇」（25.1％）、「わからない」

（13.0％）となっている。女性は「男性が優遇」が 36.0％で最も高く、次いで「平等」（23.4％）、「わか

らない」（20.0％）となっている。 

年代別にみると、30～39 歳、40～49 歳、50～59 歳では「男性が優遇」が最も高く、次いで「平等」が

高くなっている。18・19 歳は「平等」が最も高く、次いで「わからない」が高くなっている。その他の

年代においては「平等」が最も高く、次いで「男性が優遇」が高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業では「男性が優遇」と「平等」が 35.7％で最も高く、次いで「男性

が非常に優遇」（14.3％）が高くなっている。パート・アルバイトでは「男性が優遇」が 40.3％を占めて

最も高く、次いで「わからない」（21.7％）、「平等」（19.4％）となっている。それ以外の職業において

は「平等」が最も高く、次いで「男性が優遇」、「わからない」となっている。 
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【g.社会の慣習やしきたりなどでは】【g.社会の慣習やしきたりなどでは】【g.社会の慣習やしきたりなどでは】【g.社会の慣習やしきたりなどでは】 

性別にみると、男性は「男性が優遇」が 54.3％で最も高く、次いで「平等」（22.2％）、「わからない」

（9.2％）となっている。女性は「男性が優遇」が 55.6％で最も高く、次いで「男性が非常に優遇」（18.1％）、

「わからない」（11.4％）となっている。 

年代別にみると、18・19 歳は「男性が優遇」、「平等」、「わからない」が 27.3％で最も高くなっている。

30～39 歳、40～49 歳、50～59 歳では「男性が優遇」が最も高く、次いで「男性が非常に優遇」が高くな

っている。その他の年代においては「男性が優遇」が最も高く、次いで「平等」が高くなっている。 

職業別にみると、正社員、その他の非正社員、働いていないでは「男性が優遇」が最も高く、次いで

「平等」が高くなっている。それ以外の職業では「男性が優遇」が最も高く、次いで「男性が非常に優

遇」が高くなっている。 
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【h.社会全体では】【h.社会全体では】【h.社会全体では】【h.社会全体では】 

性別にみると、男女とも「男性が優遇」が最も高く、次いで「平等」が高くなっているが、「男性が非

常に優遇」と「男性が優遇」を合わせた割合は、男性が 56.3％に対し、女性は 71.1％と高くなっている。 

年代別にみると、18・19 歳では「平等」が 36.4％で最も高く、次いで「男性が優遇」（31.8％）が高

くなっている。その他の年代においては「男性が優遇」が最も高く、次いで「平等」が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「男性が優遇」が最も高く、次いで、パート・アルバイト

では「わからない」、それ以外の職業では「平等」が高くなっている。また、公務員では「男性が優遇」

が 7 割を超え、全ての職業の中で最も高くなっている。 
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問３．この設問は、結婚されている方（事実婚含む）のみお答えください。 問３．この設問は、結婚されている方（事実婚含む）のみお答えください。 問３．この設問は、結婚されている方（事実婚含む）のみお答えください。 問３．この設問は、結婚されている方（事実婚含む）のみお答えください。 

あなたのご家庭で、次にあげる家事等はどなたが主にしていますか。（○はそれぞれ１つずつ） あなたのご家庭で、次にあげる家事等はどなたが主にしていますか。（○はそれぞれ１つずつ） あなたのご家庭で、次にあげる家事等はどなたが主にしていますか。（○はそれぞれ１つずつ） あなたのご家庭で、次にあげる家事等はどなたが主にしていますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での家事等についてみると、高齢者の世話・介護では「その他」が最も高く、次いで「主に妻」、

「主に妻で一部が夫」となっている。それ以外の家事等においては「主に妻」が最も高く、食事のした

くでは 7 割以上、家計の管理、食料品などの買い物、食事の片付け、掃除・洗濯では 6 割以上を占めて

いる。町内行事等への参加においては「主に夫」が比較的高くなっている。 
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24.4 

0.7

2.2

1.3

1.8

1.1

25.6

30.3

12.9

44.7

1.1

1.3

1.1

1.3

1.1

8.3

8.6

2.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a .家計の管理

b.食料品などの買い物

c.食事のしたく

d.食後の片付け

e.掃除・洗濯

f.育児、子どものしつけ

g.PTAへの出席

h.町内行事等への参加

i .高齢者の世話、介護

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

主に夫 39 7.2% 11 2.0% 7 1.3% 19 3.5% 12 2.2%

主に夫で一部が妻 36 6.6% 17 3.1% 7 1.3% 16 2.9% 10 1.8%

夫と妻が半々 64 11.8% 55 10.1% 30 5.5% 53 9.7% 52 9.6%

主に妻で一部が夫 65 11.9% 102 18.8% 65 11.9% 106 19.5% 122 22.4%

主に妻 330 60.7% 340 62.5% 422 77.6% 333 61.2% 336 61.8%

その他 4 0.7% 12 2.2% 7 1.3% 10 1.8% 6 1.1%

無回答 6 1.1% 7 1.3% 6 1.1% 7 1.3% 6 1.1%

合計 544 100.0% 544 100.0% 544 100.0% 544 100.0% 544 100.0%

a.家計の管理
b.食料品などの

買い物
c.食事のしたく d.食後の片付け e.掃除・洗濯

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

主に夫 0 0.0% 3 0.6% 69 12.7% 13 2.4%
主に夫で一部が妻 4 0.7% 3 0.6% 58 10.7% 10 1.8%
夫と妻が半々 75 13.8% 11 2.0% 78 14.3% 56 10.3%
主に妻で一部が夫 108 19.9% 49 9.0% 64 11.8% 60 11.0%
主に妻 173 31.8% 266 48.9% 189 34.7% 133 24.4%
その他 139 25.6% 165 30.3% 70 12.9% 243 44.7%
無回答 45 8.3% 47 8.6% 16 2.9% 29 5.3%
合計 544 100.0% 544 100.0% 544 100.0% 544 100.0%

f.育児、
子どものしつけ

g.PTAへの出席
i.高齢者の世話、

介護
h.町内行事等
への参加



32 

 

【a.家計の管理】【a.家計の管理】【a.家計の管理】【a.家計の管理】 

性別にみると、男女とも「主に妻」が6割前後を占めて最も高く、次いで、男性は「夫と妻が半々」（13.6％）、

「主に妻で一部が夫」（9.5％）、女性は「主に妻で一部が夫」（14.4％）、「夫と妻が半々」（10.0％）とな

っている。 

年代別にみると、全ての年代において「主に妻」が最も高く、6割前後となっている。次いで、70歳

以上では「主に夫」、20～29 歳、60～69 歳では「夫と妻が半々」、その他の年代では「主に妻で一部が夫」

が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業でも「主に妻」が最も高くなっている。次いで、その他の非正社員で

は「主に妻で一部が夫」（22.7％）、「夫と妻が半々」（18.2％）となっており、共にそれ以外の職業に比

べて高い割合となっている。 
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10.5 
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6.3 

6.6 

11.8 

13.6 

10.0 

15.8 

8.8 

10.6 

12.1 

14.4 

10.3 

5.3 

16.5 

12.5 

7.1 

18.2 

7.6 

13.9 

11.9 

9.5 

14.4 

5.3 

11.8 

17.6 

13.6 

12.0 

6.5 

21.1 

11.3 

12.5 

8.2 

22.7 

19.0 

6.6 

60.7 

61.5 

59.6 

63.2 

63.2 

58.8 

63.6 

56.8 

60.7 

52.6 

59.4 

72.5 

70.6 

59.1 

55.7 

57.7 

0.7 

0.4 

1.1 

5.3 

1.5 

1.2 

0.7 

2.3 

0.7 

1.1 

1.5 

0.7 

5.6 

2.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【b.食料品などの買い物】【b.食料品などの買い物】【b.食料品などの買い物】【b.食料品などの買い物】 

性別にみると、男女とも「主に妻」が最も高く（男性 54.2％、女性 71.1％）、次いで「主に妻で一部

が夫」、「夫と妻が半々」となっている。 

年代別にみると、全ての年代において「主に妻」が最も高く、次いで「主に妻で一部が夫」、「夫と妻

が半々」となっている（40～49 歳は「主に妻で一部が夫」と「夫と妻が半々」が同率）。 

職業別にみると、いずれの職業でも「主に妻」が最も高く、次いで「主に妻で一部が夫」、「夫と妻が

半々」となっている（家事専業では「夫と妻が半々」と「主に夫で一部が妻」が同率）。また、正社員、

その他の非正社員、働いていないでは「夫と妻が半々」が比較的高くなっている。 
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17.9 
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16.5 

19.7 
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71.1 
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56.1 
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65.0 

76.5 
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4.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【c.食事のしたく】【c.食事のしたく】【c.食事のしたく】【c.食事のしたく】 

性別にみると、男女とも「主に妻」が最も高く（男性 74.0％、女性 81.1％）、次いで「主に妻で一部

が夫」、「夫と妻が半々」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「主に妻」が最も高く、40～49 歳と 50～59 歳では 8 割以上を占めてい

る。次いで「主に妻で一部が夫」が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「主に妻」が最も高く、次いで、公務員を除く全ての職業

で「主に妻で一部が夫」、「夫と妻が半々」となっている。なお、公務員は「主に妻で一部が夫」が 22.5％

と比較的高くなっているが、「主に夫」、「主に夫で一部が妻」、「主に妻で一部が夫」は回答なしとなって

いる。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【d.食後の片付け】【d.食後の片付け】【d.食後の片付け】【d.食後の片付け】 

性別にみると、男女とも「主に妻」が最も高く（男性 48.7％、女性 73.7％）、次いで「主に妻で一部

が夫」、「夫と妻が半々」となっているが、「主に妻」の割合は男女間で大きな差が見られる。 

年代別にみると、全ての年代で「主に妻」が最も高くなっている。次いで、20～29 歳では「夫と妻が

半々」、「主に妻で一部が夫」、その他の年代では「主に妻で一部が夫」、「夫と妻が半々」となっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「主に妻」が最も高くなっており、その他の非正社員では 8

割以上、パート・アルバイト、家事専業では 7 割以上を占めている。次いで「主に妻で一部が夫」、「夫

と妻が半々」となっている（パート・アルバイトは「主に夫」と「夫と妻が半々」が同率、その他の非

正社員は「主に夫で一部が妻」と「夫と妻が半々」が同率）。 
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32.5 
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17.5 

61.2 

48.7 
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70.6 

62.9 
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56.1 

57.9 
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45.0 

76.5 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【e.掃除・洗濯】【e.掃除・洗濯】【e.掃除・洗濯】【e.掃除・洗濯】 

性別にみると、男女とも「主に妻」が最も高く（男性 52.4％、女性 71.1％）、次いで「主に妻で一部

が夫」、「夫と妻が半々」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「主に妻」が最も高く、次いで「主に妻で一部が夫」、「夫と妻が半々」

となっている。20～29 歳では「主に妻」が 42.1％と比較的低く、「主に妻で一部が夫」が 36.8％と比較

的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「主に妻」が最も高くなっており、パート・アルバイト、

その他の非正社員、家事専業では 7割以上を占めている。次いで、その他の非正社員では「主に妻で一

部が夫」と「主に夫で一部が妻」が共に 9.1％で高くなっており、「主に夫で一部が妻」が比較的高い割

合となっている。 
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30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【f.育児、子どものしつけ】【f.育児、子どものしつけ】【f.育児、子どものしつけ】【f.育児、子どものしつけ】 

性別にみると、男性は「その他」が 30.0％で最も高く、次いで「主に妻」（27.8％）、「主に妻で一部が

夫」（17.2％）となっている。女性は「主に妻」が 35.6％で最も高く、次いで「主に妻で一部が夫」（22.6％）、

「その他」（21.1％）となっている。 

年代別にみると、20～29 歳、40～49 歳、50～59 歳では「主に妻」、30～39 歳では「主に妻で一部が夫」、

60～69 歳、70歳以上では「その他」が最も高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業、働いていないでは「その他」、それ以外の職業では「主に妻」が最

も高くなっており、その他の非正社員では5割を占めている。公務員においては、「夫と妻が半々」が25.0％

と比較的高くなっている。 
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70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【g.PTA への出席】【g.PTA への出席】【g.PTA への出席】【g.PTA への出席】 

性別にみると、男女とも「主に妻」が最も高く（男性 40.3％、女性 57.4％）、次いで「その他」、「主

に妻で一部が夫」となっている（女性は「主に妻で一部が夫」と「無回答」が同率）。 

年代別にみると、20～29 歳、70 歳以上では「その他」が最も高く、次いで「主に妻」が高くなってい

る。その他の年代では「主に妻」が最も高く、次いで「その他」が高くなっている。 

職業別にみると、働いていないでは「その他」が最も高くなっている。それ以外の職業においては「主

に妻」が最も高くなっており、パート・アルバイトでは 6 割を超えている。公務員では「主に妻で一部

が夫」が 27.5％と比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6 

0.4 

0.7 

1.2 

1.6 

0.8 

2.4 

0.6 

1.1 

1.5 

1.2 

0.7 

2.6 

0.8 

1.2 

2.0 

2.2 

1.9 

5.3 

2.9 

2.9 

1.6 

1.9 

2.3 

5.0 

1.2 

4.5 

1.3 

2.2 

9.0 

11.4 

6.7 

11.8 

10.6 

14.3 

4.8 

5.6 

2.6 

11.3 

27.5 

7.1 

4.5 

6.3 

6.6 

48.9 

40.3 

57.4 

31.6 

45.6 

69.4 

58.6 

45.6 

29.0 

52.6 

55.6 

42.5 

61.2 

54.5 

53.2 

34.3 

30.3 

34.1 

26.7 

57.9 

35.3 

17.6 

20.7 

34.4 

40.2 

31.6 

26.3 

22.5 

22.4 

31.8 

34.2 

38.0 

8.6 

10.6 

6.7 

5.3 

2.9 

2.9 

12.0 

23.4 

10.5 

3.0 

2.5 

4.7 

4.5 

5.1 

19.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【h.町内行事等への参加】【h.町内行事等への参加】【h.町内行事等への参加】【h.町内行事等への参加】 

性別にみると、男性では「主に妻」が 25.3％で最も高く、次いで「主に夫」（17.6％）、「夫と妻が半々」

（17.2％）となっている。女性では「主に妻」が 44.4％で最も高く、次いで「その他」（14.4％）、「主に

妻で一部が夫」（12.2％）となっている。 

年代別にみると、20～29 歳では「その他」が最も高くなっているが、その他の年代においては「主に

妻」が最も高くなっている。70歳以上では「主に夫」が 21.5％となっており、比較的高い割合を占めて

いる。 

職業別にみると、公務員では「夫と妻が半々」が最も高く、次いで「主に夫で一部が妻」が高くなっ

ている。それ以外の職業では「主に妻」が最も高くなっており、パート・アルバイト、その他の非正社

員、家事専業では 45％前後を占めている。なお、公務員においては「主に妻」は 17.5％となっており、

比較的低くなっているのが特徴的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.7 

17.6 

7.8 

10.5 

8.8 

9.4 

9.3 

13.6 

21.5 

10.5 

12.8 

15.0 

9.4 

18.2 

5.1 

18.2 

10.7 

14.3 

7.0 

5.3 

8.8 

8.2 

12.9 

10.4 

12.1 

5.3 

15.0 

20.0 

4.7 

5.1 

14.6 

14.3 

17.2 

11.5 

17.6 

14.1 

15.7 

14.4 

13.1 

10.5 

16.5 

22.5 

11.8 

13.6 

10.1 

14.6 

11.8 

11.0 

12.2 

11.8 

9.4 

15.0 

13.6 

9.3 

13.2 

9.0 

7.5 

15.3 

13.6 

10.1 

14.6 

34.7 

25.3 

44.4 

26.3 

26.5 

42.4 

40.7 

34.4 

28.0 

39.5 

33.1 

17.5 

44.7 

45.5 

48.1 

22.6 

12.9 

11.4 

14.4 

52.6 

25.0 

16.5 

5.7 

11.2 

6.5 

18.4 

12.8 

17.5 

11.8 

4.5 

16.5 

10.2 

2.9 

3.3 

2.6 

5.3 

1.5 

0.7 

2.4 

9.3 

2.6 

0.8 

2.4 

4.5 

5.1 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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【i.高齢者の世話、介護】【i.高齢者の世話、介護】【i.高齢者の世話、介護】【i.高齢者の世話、介護】 

性別にみると、男女とも「その他」が 4割以上で最も高く、次いで「主に妻」、「主に妻で一部が夫」

となっている（男性は「主に妻で一部が夫」と「夫と妻が半々」が同率）。 

年代別にみると、50～59 歳では「主に妻」が 33.6％で最も高く、次いで「主に妻で一部が夫」と「夫

と妻が半々」が 17.9％で高くなっている。その他の年代では「その他」が最も高く、次いで「主に妻」

が高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業、その他の非正社員では「主に妻」が最も高く、次いで「その他」、

「夫と妻が半々」となっている。公務員では「その他」が最も高く、次いで「夫と妻が半々」が高くな

っており、それ以外の職業においては「その他」が最も高く、次いで「主に妻」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

3.7 

1.1 

2.9 

0.7 

2.4 

6.5 

2.6 

2.5 

1.2 

4.5 

1.3 

5.8 

1.8 

1.1 

2.6 

1.5 
1.2 

1.4 

3.2 

1.9 

2.3 

2.5 

2.5 

2.9 

10.3 

11.4 

9.3 

5.3 

4.4 

9.4 

17.9 

11.2 

4.7 

15.8 

12.0 

25.0 

3.5 

18.2 

10.1 

5.8 

11.0 

11.4 

10.7 

4.4 

7.1 

17.9 

12.0 

10.3 

10.5 

15.0 

5.0 

14.1 

4.5 

6.3 

11.7 

24.4 

19.8 

29.3 

10.5 

5.9 

23.5 

33.6 

28.8 

22.4 

36.8 

18.0 

15.0 

24.7 

36.4 

38.0 

19.7 

44.7 

46.5 

42.6 

78.9 

77.9 

55.3 

27.1 

37.6 

40.2 

31.6 

50.4 

45.0 

49.4 

31.8 

39.2 

44.5 

5.3 

6.2 

4.4 

5.3 

2.9 

3.5 

1.4 

4.8 

14.0 

2.6 

2.3 

5.0 

7.1 

4.5 

2.5 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=544）

男性（n=273）

女性（n=270）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=68）

40～49歳（n=85）

50～59歳（n=140）

60～69歳（n=125）

70歳以上（n=107）

自営・家族従業（n=38）

正社員（n=133）

公務員（n=40）

パート・アルバイト（n=85）

その他の非正社員（n=22）

家事専業（n=79）

働いていない（n=137）

主に夫 主に夫で一部が妻 夫と妻が半々 主に妻で一部が夫 主に妻 その他 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」は該当者なし
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問４．女性の社会進出は進んでいますが、職場、地域活動等の場において、女性の管理職や役員などは問４．女性の社会進出は進んでいますが、職場、地域活動等の場において、女性の管理職や役員などは問４．女性の社会進出は進んでいますが、職場、地域活動等の場において、女性の管理職や役員などは問４．女性の社会進出は進んでいますが、職場、地域活動等の場において、女性の管理職や役員などは

まだまだ少ないのが現状です。このように女性の管理職等が少ない理由は何だと思いますか。 まだまだ少ないのが現状です。このように女性の管理職等が少ない理由は何だと思いますか。 まだまだ少ないのが現状です。このように女性の管理職等が少ない理由は何だと思いますか。 まだまだ少ないのが現状です。このように女性の管理職等が少ない理由は何だと思いますか。 

（○は３つまで）（○は３つまで）（○は３つまで）（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の管理職等が少ない理由についてみると、「家事、育児、介護などで忙しいから」が 59.2％で最も

高く、次いで「男性優位の組織運営になっているから」（58.6％）、「性別による男女の役割分担意識が強

いから」（40.4％）となっている。 

性別にみると、男性は「男性優位の組織運営になっているから」が 57.2％で最も高く、次いで「家事、

育児、介護などで忙しいから」（52.7％）、「性別による男女の役割分担意識が強いから」（42.3％）とな

っている。女性は「家事、育児、介護などで忙しいから」が 65.0％で最も高く、次いで「男性優位の組

織運営になっているから」（59.7％）、「性別による男女の役割分担意識が強いから」（38.9％）となって

59.2%

58.6%

40.4%

32.3%

18.6%

16.3%

14.9%

3.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80%

家事、育児、介護などで忙しいから

男性優位の組織運営になっているから

性別による男女の役割分担意識が強いから

家族の支援、協力が得られないから

女性側の積極性が十分でないから

女性の活動を支援するための情報が少ないから

女性はリーダー学習などの経験が十分でないから

その他

無回答

２．政策・方針決定の場への女性の参画について２．政策・方針決定の場への女性の参画について２．政策・方針決定の場への女性の参画について２．政策・方針決定の場への女性の参画について 

回答数 割合

家事、育児、介護などで忙しいから 538 59.2%

男性優位の組織運営になっているから 533 58.6%

性別による男女の役割分担意識が強いから 367 40.4%

家族の支援、協力が得られないから 294 32.3%

女性側の積極性が十分でないから 169 18.6%

女性の活動を支援するための情報が少ないから 148 16.3%

女性はリーダー学習などの経験が十分でないから 135 14.9%

その他 35 3.9%

無回答 26 2.9%

総計 909 100.0%
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いる。なお、女性においては「家族の支援、協力が得られないから」が 38.7％を占めており、男性の 25.1％

と比べると高くなっている。 

年代別にみると、18・19 歳、20～29 歳、30～39 歳では「家事、育児、介護などで忙しいから」が最も

高く、次いで「男性優位の組織運営になっているから」、「性別による男女の役割分担意識が強いから」

となっている。それ以上の年代においては、「男性優位の組織運営になっているから」が最も高く、次い

で「家事、育児、介護などで忙しいから」、「性別による男女の役割分担意識が強いから」となっている。

また、70歳以上では「女性側の積極性が十分でないから」、「女性の活動を支援するための情報が少ない

から」、「女性はリーダー学習などの経験が十分でないから」がそれぞれ 2割以上を占めて比較的高くな

っている。 

職業別にみると、公務員、その他の非正社員、家事専業では「家事、育児、介護などで忙しいから」

が最も高く、公務員においては 7 割を占めている。次いで「男性優位の組織運営になっているから」が

高くなっている。それ以外の職業では「男性優位の組織運営になっているから」が最も高く、次いで「家

事、育児、介護などで忙しいから」が高くなっている。また、家事専業においては、「家族の支援、協力

が得られないから」が 44.4％と比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答

（％）
サ
ン

プ
ル

数

家
事

、

育

児

、

介

護
な
ど

で

忙
し

い
か

ら

男
性

優
位

の
組
織

運
営
に

な

っ

て
い

る
か
ら

性
別

に
よ

る
男
女

の
役
割

分
担

意
識

が
強

い
か
ら

家
族

の
支

援

、

協

力
が

得
ら

れ
な

い
か
ら

女
性

側
の

積
極
性

が

十
分

で
な

い
か
ら

女
性

の
活

動
を
支

援
す
る

た
め

の

情
報

が
少

な
い
か

ら

女
性

は
リー

ダー

学
習
な

ど
の

経
験

が
十

分
で
な

い
か
ら

そ
の

他

無
回

答

909 59.2 58.6 40.4 32.3 18.6 16.3 14.9 3.9 2.9

　男性 414 52.7 57.2 42.3 25.1 21.5 19.1 15.9 4.3 3.1

　女性 491 65.0 59.7 38.9 38.7 16.1 13.8 14.1 3.3 2.4

　18、19歳 22 86.4 54.5 45.5 18.2 9.1 13.6 － 9.1 －

　20～29歳 103 68.0 47.6 33.0 30.1 12.6 22.3 9.7 6.8 －

　30～39歳 120 67.5 60.8 40.0 32.5 13.3 14.2 11.7 5.0 0.8

　40～49歳 127 61.4 63.0 37.8 35.4 20.5 12.6 5.5 2.4 1.6

　50～59歳 184 57.1 63.0 44.6 39.1 18.5 12.5 14.1 6.0 1.1

　60～69歳 167 55.7 60.5 44.9 33.5 21.0 16.2 18.6 1.2 3.0

　70歳以上 183 49.7 55.2 38.3 25.1 22.4 20.8 25.7 2.2 8.2

　自営・家族従業 56 62.5 66.1 39.3 35.7 19.6 16.1 12.5 5.4 －

　正社員 250 57.6 58.4 42.8 30.8 17.2 14.8 12.8 4.4 0.8

　公務員 54 70.4 59.3 37.0 24.1 22.2 5.6 7.4 5.6 －

　パート・アルバイト 129 62.0 63.6 38.8 38.8 13.2 17.8 7.0 7.0 2.3

　その他の非正社員 49 63.3 53.1 40.8 34.7 16.3 20.4 16.3 2.0 2.0

　家事専業 90 67.8 60.0 40.0 44.4 20.0 11.1 16.7 1.1 3.3

　働いていない 251 55.0 57.4 41.0 26.7 20.3 20.3 21.1 2.4 4.8

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業

別
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問５．自治会活動の中での女性の参画について、あなたはどう思いますか。（○は３つまで）問５．自治会活動の中での女性の参画について、あなたはどう思いますか。（○は３つまで）問５．自治会活動の中での女性の参画について、あなたはどう思いますか。（○は３つまで）問５．自治会活動の中での女性の参画について、あなたはどう思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会活動の中での女性の参画についてみると、「会議や行事などで女性は飲食の世話や後かたづけな

ど補助的な役割が多い」が 49.2％で最も高く、次いで「役員に女性が出にくい、また選ばれにくい」

（28.6％）、「特に男女格差は感じない」（26.6％）となっている。 

性別にみると、男性は「会議や行事などで女性は飲食の世話や後かたづけなど補助的な役割が多い」

が 45.7％で最も高く、次いで「特に男女格差は感じない」（33.3％）、「役員に女性が出にくい、また選ば

れにくい」（31.2％）となっている。女性は「会議や行事などで女性は飲食の世話や後かたづけなど補助

的な役割が多い」が 52.3％で最も高く、次いで「役員に女性が出にくい、また選ばれにくい」（26.7％）、

「地域の役員が男性ばかりで女性が行事に参加しにくい」（23.6％）となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「会議や行事などで女性は飲食の世話や後かたづけなど補助的な役割

が多い」が最も高くなっている。次いで、20～29 歳、40～49 歳、70歳以上では「特に男女格差は感じな

い」、その他の年代では「役員に女性が出にくい、また選ばれにくい」が高くなっている（30～39 歳は「役

49.2%

28.6%

26.6%

24.0%

19.0%

16.1%

14.5%

6.8%

4.0%

0% 20% 40% 60%

会議や行事などで女性は飲食の世話や

後かたづけなど補助的な役割が多い

役員に女性が出にくい、また選ばれにくい

特に男女格差は感じない

地域の役員が男性ばかりで

女性が行事に参加しにくい

会議や行事などで

女性が意見を言いにくい雰囲気がある

地域の活動に女性は積極的に参加しない

地域の活動は女性の方が積極的で活発である

その他

無回答

回答数 割合

会議や行事などで女性は飲食の世話や後かたづけなど補助的な役割が多い 447 49.2%

役員に女性が出にくい、また選ばれにくい 260 28.6%

特に男女格差は感じない 242 26.6%

地域の役員が男性ばかりで女性が行事に参加しにくい 218 24.0%

会議や行事などで女性が意見を言いにくい雰囲気がある 173 19.0%

地域の活動に女性は積極的に参加しない 146 16.1%

地域の活動は女性の方が積極的で活発である 132 14.5%

その他 62 6.8%

無回答 36 4.0%

総計 909 100.0%
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員に女性が出にくい、また選ばれにくい」と「会議や行事などで女性が意見を言いにくい雰囲気がある」

が同率）。 

職業別にみると、いずれの職業においても「会議や行事などで女性は飲食の世話や後かたづけなど補

助的な役割が多い」が最も高くなっている。次いで、正社員、パート・アルバイト、その他の非正社員

では「特に男女格差は感じない」、それ以外の職業では「役員に女性が出にくい、また選ばれにくい」が

高くなっている（その他の非正社員は「特に男女格差は感じない」と「地域の役員が男性ばかりで女性

が行事に参加しにくい」が同率）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答

（％）
サ
ン

プ
ル
数

会
議

や
行
事

な
ど

で
女
性

は

飲
食

の
世
話

や
後

か
た
づ

け
な
ど

補
助

的
な
役

割
が

多
い

役
員

に
女
性

が
出

に
く
い

、

ま
た

選
ば
れ

に
く

い

特
に

男
女
格

差
は

感
じ
な

い

地
域

の
役
員

が
男

性
ば
か

り
で

女
性

が
行
事

に
参

加
し
に

く
い

会
議

や
行
事

な
ど

で
女
性

が
意
見

を

言
い

に
く
い

雰
囲

気
が
あ

る

地
域

の
活
動

に
女

性
は
積

極
的
に

参
加

し
な
い

地
域

の
活
動

は
女

性
の
方

が

積
極

的
で
活

発
で

あ
る

そ
の

他

無
回

答

909 49.2 28.6 26.6 24.0 19.0 16.1 14.5 6.8 4.0

　男性 414 45.7 31.2 33.3 24.6 15.5 15.5 15.9 4.8 4.1

　女性 491 52.3 26.7 20.6 23.6 22.2 16.5 13.4 8.6 3.7

　18、19歳 22 50.0 40.9 18.2 31.8 18.2 9.1 9.1 9.1 －

　20～29歳 103 47.6 17.5 21.4 19.4 15.5 10.7 11.7 10.7 6.8

　30～39歳 120 49.2 24.2 15.8 20.0 24.2 9.2 10.0 15.8 3.3

　40～49歳 127 46.5 22.0 30.7 24.4 18.9 9.4 11.0 3.9 0.8

　50～59歳 184 50.0 32.1 22.3 21.7 20.1 13.0 13.6 8.2 1.6

　60～69歳 167 54.5 33.5 29.9 26.3 18.0 21.0 20.4 2.4 3.0

　70歳以上 183 47.0 32.8 36.1 28.4 17.5 27.9 17.5 3.3 8.2

　自営・家族従業 56 51.8 25.0 23.2 19.6 21.4 10.7 8.9 10.7 5.4

　正社員 250 44.8 25.6 26.4 20.4 19.6 12.8 11.2 8.0 4.0

　公務員 54 51.9 33.3 24.1 24.1 22.2 11.1 9.3 7.4 －

　パート・アルバイト 129 51.9 23.3 24.0 20.9 19.4 13.2 19.4 5.4 2.3

　その他の非正社員 49 44.9 18.4 22.4 22.4 18.4 14.3 12.2 6.1 4.1

　家事専業 90 55.6 30.0 23.3 26.7 16.7 21.1 14.4 10.0 2.2

　働いていない 251 50.2 36.3 31.5 30.3 16.3 21.1 17.9 4.8 4.8

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業

別
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問６．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）への参画について、あなたはどう思いますか。問６．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）への参画について、あなたはどう思いますか。問６．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）への参画について、あなたはどう思いますか。問６．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）への参画について、あなたはどう思いますか。

（○は１つだけ）（○は１つだけ）（○は１つだけ）（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域や職場での防災活動への参画についてみると、「頼まれれば参画しても良い」が 59.0％で最も高く、

次いで「積極的に参画したい」（24.3％）、「できれば参画したくない」（13.3％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「頼まれれば参画しても良い」が最も高く、次いで「積極

的に参画したい」、「できれば参画したくない」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「頼まれれば参画しても良い」が最も高くなっているが、18・19 歳で

は 72.7％、70 歳以上では 47.0％と割合に差が見られる。次いで「積極的に参画したい」、「できれば参画

したくない」となっている。また、60～69 歳、70歳以上では「積極的に参画したい」が 3 割以上で比較

的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「頼まれれば参画しても良い」が最も高く、次いで「積極

的に参画したい」、「できれば参画したくない」となっている。なお、公務員と家事専業では「積極的に

参画したい」が 3 割を超えて比較的高くなっている。 

３．防災について３．防災について３．防災について３．防災について 

積極的に

参画したい

24.3%

頼まれれば

参画しても良い

59.0%

できれば

参画したくない

13.3%

頼まれても

参画したくない

2.6%
無回答

0.8%
回答数 割合

積極的に参画したい 221 24.3%

頼まれれば参画しても良い 536 59.0%

できれば参画したくない 121 13.3%

頼まれても参画したくない 24 2.6%

無回答 7 0.8%

総計 909 100.0%
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24.3 

25.8 

23.0 

13.6 

15.5 

18.3 

18.9 

19.6 

30.5 

37.2 

28.6 

15.6 

35.2 

20.9 

26.5 

33.3 

27.1 

59.0 

57.2 

60.3 

72.7 

60.2 

65.8 

60.6 

65.8 

55.7 

47.0 

55.4 

65.6 

46.3 

58.9 

55.1 

60.0 

57.0 

13.3 

14.0 

12.8 

13.6 

17.5 

14.2 

17.3 

12.5 

13.2 

8.7 

14.3 

15.2 

18.5 

17.1 

18.4 

5.6 

10.0 

2.6 

2.2 

3.1 

6.8 

1.7 

3.1 

1.1 

0.6 

4.4 

1.8 

3.2 

3.1 

1.1 

4.0 

0.8 

0.7 

0.8 

1.1 

2.7 

0.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

積極的に参画したい 頼まれれば参画しても良い できれば参画したくない

頼まれても参画したくない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問６の１．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）について、女性の意見が必要と思いますか。問６の１．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）について、女性の意見が必要と思いますか。問６の１．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）について、女性の意見が必要と思いますか。問６の１．地域や職場での防災活動（避難訓練や備蓄など）について、女性の意見が必要と思いますか。

（○は１つだけ）（○は１つだけ）（○は１つだけ）（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災活動で女性の意見が必要かどうかについてみると、「そう思う」が 65.3％で最も高く、次いで「や

やそう思う」（26.3％）、「あまりそう思わない」（6.5％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「そう思う」が 6割以上で最も高く、次いで「ややそう思

う」、「あまりそう思わない」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「そう思う」が最も高く、次いで「ややそう思う」、「あまりそう思わ

ない」となっている。20～29 歳においては「そう思う」が 53.4％と比較的低く、「あまりそう思わない」

が 12.6％と比較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「そう思う」が最も高く、自営・家族従業、公務員では 75％

を超えている。次いで「ややそう思う」、「あまりそう思わない」となっている。 

 

回答数 割合

そう思う 594 65.3%

ややそう思う 239 26.3%

あまりそう思わない 59 6.5%

全くそう思わない 10 1.1%

無回答 7 0.8%

総計 909 100.0%

そう思う

65.3%

ややそう思う

26.3%

あまりそう

思わない

6.5%

全くそう思わない

1.1% 無回答

0.8%
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65.3 

69.1 

62.3 

63.6 

53.4 

59.2 

64.6 

67.4 

72.5 

68.9 

75.0 

61.2 

75.9 

56.6 

57.1 

71.1 

70.5 

26.3 

24.6 

27.7 

31.8 

34.0 

27.5 

29.9 

25.0 

19.2 

25.7 

19.6 

30.0 

20.4 

31.0 

30.6 

24.4 

22.3 

6.5 

4.6 

7.9 

4.5 

12.6 

10.0 

5.5 

5.4 

7.2 

1.6 

5.4 

7.6 

3.7 

9.3 

12.2 

3.3 

4.4 

1.1 

0.7 

1.4 

3.3 

1.1 

0.6 

1.6 

0.8 

1.6 

1.1 

1.6 

0.8 

1.0 

0.6 

1.1 

0.6 

2.2 

0.4 

1.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問７．被災後の避難所運営への参画について、あなたはどう思いますか。（○は１つだけ）問７．被災後の避難所運営への参画について、あなたはどう思いますか。（○は１つだけ）問７．被災後の避難所運営への参画について、あなたはどう思いますか。（○は１つだけ）問７．被災後の避難所運営への参画について、あなたはどう思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災後の避難所運営への参画についてみると、「頼まれれば参画しても良い」が 60.2％で最も高く、次

いで「積極的に参画したい」（20.9％）、「できれば参画したくない」（14.5％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「頼まれれば参画しても良い」が最も高く、次いで「積極

的に参画したい」、「できれば参画したくない」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「頼まれれば参画しても良い」が最も高くなっている。次いで、20～

29 歳、30～39 歳、40～49 歳では「できれば参画したくない」、それ以外の年代では「積極的に参画した

い」が高くなっている。なお、18・19 歳では「積極的に参画したい」が 40.9％を占めており、40～49 歳

の12.6％と比べると大きな差が見られる。また、20～29歳においては「できれば参画したくない」が22.3％

で比較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「頼まれれば参画しても良い」が最も高くなっている。次

いで、その他の非正社員では「できれば参画したくない」、それ以外の職業では「積極的に参画したい」

が高くなっている。 

 

回答数 割合

積極的に参画したい 190 20.9%

頼まれれば参画しても良い 547 60.2%

できれば参画したくない 132 14.5%

頼まれても参画したくない 25 2.8%

無回答 15 1.7%

総計 909 100.0%

積極的に

参画したい

20.9%

頼まれれば

参画しても良い

60.2%

できれば

参画したくない

14.5%

頼まれても

参画したくない

2.8%

無回答

1.7%
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20.9 

23.2 

18.7 

40.9 

17.5 

17.5 

12.6 

21.7 

24.0 

24.6 

23.2 

17.2 

27.8 

17.1 

16.3 

20.0 

24.7 

60.2 

57.7 

62.3 

50.0 

57.3 

59.2 

65.4 

61.4 

64.7 

54.6 

55.4 

64.8 

50.0 

62.8 

59.2 

61.1 

58.2 

14.5 

16.2 

13.2 

9.1 

22.3 

18.3 

18.9 

15.8 

9.0 

9.3 

17.9 

15.6 

22.2 

16.3 

24.5 

13.3 

9.2 

2.8 

1.7 

3.7 

2.9 

3.3 

2.4 

1.1 

1.2 

6.0 

3.6 

1.2 

3.9 

3.3 

4.8 

1.7 

1.2 

2.0 

1.7 

0.8 

1.2 

5.5 

1.2 

2.2 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

積極的に参画したい 頼まれれば参画しても良い できれば参画したくない

頼まれても参画したくない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問７の１．被災後の避難所生活等について、女性の意見が必要と思いますか。（○は１つだけ）問７の１．被災後の避難所生活等について、女性の意見が必要と思いますか。（○は１つだけ）問７の１．被災後の避難所生活等について、女性の意見が必要と思いますか。（○は１つだけ）問７の１．被災後の避難所生活等について、女性の意見が必要と思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所生活等で女性の意見が必要かどうかについてみると、「そう思う」が 77.6％で最も高く、次いで

「ややそう思う」（18.2％）、「あまりそう思わない」（2.4％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「そう思う」が最も高く、次いで「ややそう思う」、「あま

りそう思わない」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「そう思う」が最も高く、50～59 歳と 60～69 歳では 8 割以上となって

おり、次いで「ややそう思う」が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「そう思う」が最も高くなっており、自営・家族従業では 9

割近くを占めており、公務員、家事専業、働いていないでも 8 割を超えている。 

 

 

回答数 割合

そう思う 705 77.6%

ややそう思う 165 18.2%

あまりそう思わない 22 2.4%

全くそう思わない 4 0.4%

無回答 13 1.4%

総計 909 100.0%

そう思う

77.6%

やや

そう思う

18.2%

あまりそう

思わない

2.4%

全くそう思わない

0.4%
無回答

1.4%
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77.6 

78.7 

76.8 

72.7 

65.0 

74.2 

74.0 

84.8 

81.4 

79.8 

89.3 

74.0 

83.3 

75.2 

71.4 

80.0 

80.5 

18.2 

17.4 

18.5 

27.3 

28.2 

20.8 

22.0 

14.1 

15.6 

12.6 

8.9 

22.0 

13.0 

23.3 

20.4 

15.6 

13.9 

2.4 

1.9 

2.9 

5.8 

3.3 

2.4 

0.5 

2.4 

2.2 

1.8 

3.2 

1.9 

0.8 

8.2 

2.8 

0.4 

0.2 

0.6 

0.8 

0.8 

0.5 

0.5 

0.4 

2.2 

0.4 

1.4 

1.7 

1.2 

1.0 

0.8 

0.8 

0.6 

4.9 

0.4 

1.9 

0.8 

2.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問８．あなたは、女性が仕事を持つことについて、どう思いますか。（○は１つだけ）問８．あなたは、女性が仕事を持つことについて、どう思いますか。（○は１つだけ）問８．あなたは、女性が仕事を持つことについて、どう思いますか。（○は１つだけ）問８．あなたは、女性が仕事を持つことについて、どう思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が仕事を持つことについてみると、「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」が

52.5％で最も高く、次いで「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」

（31.8％）、「その他」（5.8％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」が

5 割以上で最も高く、次いで「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」、

「その他」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」が最も高くな

っている。次いで、18・19 歳では「その他」、その他の年代では「子どもができたら仕事をやめ、大きく

なったら再び仕事をもつ方がよい」が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」が

最も高く、自営・家族従業では 64.3％、公務員では 72.2％を占めている。次いで「子どもができたら仕

事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」が高くなっており、パート・アルバイトでは 40.3％

と比較的高くなっている。 

４．仕事について４．仕事について４．仕事について４．仕事について 

回答数 割合

結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい 477 52.5%

結婚するまでは仕事をもつ方がよい 28 3.1%

子どもができるまでは、仕事をもつ方がよい 41 4.5%

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい 289 31.8%

仕事をもたない方がよい 5 0.6%

その他 53 5.8%

無回答 16 1.8%

総計 909 100.0%

結婚や出産にかか

わらず仕事をもち

続けた方がよい
52.5%

結婚するまでは仕

事をもつ方がよい
3.1%

子どもができるまで

は、仕事をもつ方

がよい
4.5%

子どもができたら仕

事をやめ、大きく

なったら再び仕事
をもつ方がよい

31.8%

仕事をもたない方

がよい
0.6%

その他
5.8%

無回答
1.8%
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52.5 

54.3 

50.9 

59.1 

50.5 

51.7 

52.0 

58.2 

55.7 

44.8 

64.3 

55.6 

72.2 

46.5 

51.0 

44.4 

51.0 

3.1 

3.4 

2.9 

4.5 

1.0 

5.0 

2.4 

1.6 

3.6 

4.4 

1.6 

2.3 

8.2 

2.2 

5.6 

4.5 

4.6 

4.5 

4.5 

4.9 

5.0 

3.1 

3.8 

4.8 

5.5 

5.4 

2.8 1.9 

5.4 

6.1 

4.4 

5.6 

31.8 

30.2 

33.2 

13.6 

37.9 

27.5 

32.3 

27.7 

32.3 

36.6 

25.0 

31.6 

22.2 

40.3 

28.6 

36.7 

28.3 

0.6 

0.7 

0.4 

0.5 

1.2 

1.1 

0.4 

2.0 

0.8 

5.8 

5.1 

6.3 

18.2 

5.8 

10.8 

9.4 

7.1 

0.6 

2.2 
3.6 

7.6 

3.7 

3.9 

4.1 

11.1 

4.8 

1.8 

1.7 

1.8 

0.8 

1.1 

1.8 

5.5 

1.8 

0.4 

1.6 

1.1 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい

結婚するまでは仕事をもつ方がよい

子どもができるまでは、仕事をもつ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

仕事をもたない方がよい

その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問９．あなたの今までの就職状況は次のどれにあたりますか。（○は１つだけ）問９．あなたの今までの就職状況は次のどれにあたりますか。（○は１つだけ）問９．あなたの今までの就職状況は次のどれにあたりますか。（○は１つだけ）問９．あなたの今までの就職状況は次のどれにあたりますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

今までの就職状況についてみると、「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」が 39.5％で最も高く、

次いで「定年退職等により現在働いていない」（16.1％）、「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・

子育てのため一時やめ、また働いている」（11.2％）となっている。 

性別にみると、男性は「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」が 55.3％で最も高く、次いで「定

年退職等により現在働いていない」（25.6％）、「卒業して働いていたが、その他の事情で一時やめ、また

働いている」（6.0％）となっている。女性は「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」が 26.3％で最

回答数 割合

卒業して以来、ほぼ継続して働いている 359 39.5%

卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている 102 11.2%

卒業して働いていたが、介護のため一時やめ、また働いている 4 0.4%

卒業して働いていたが、その他の事情で一時やめ、また働いている 52 5.7%

卒業して働いていなかったが、その後働いている 9 1.0%

卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた 82 9.0%

卒業して働いていたが、介護のため仕事をやめた 12 1.3%

卒業して働いていたが、その他の事情で仕事をやめた 48 5.3%

これまで働いたことはない 9 1.0%

定年退職等により現在働いていない 146 16.1%

現在、学生である 21 2.3%

その他 13 1.4%

無回答 52 5.7%

総計 909 100.0%

卒業して以来、

ほぼ継続して

働いている

39.5%

卒業して働いていたが、

結婚・育児（出産）・

子育てのため一時

やめ、また働いている

11.2%

卒業して働いていたが、

介護のため一時やめ、

また働いている

0.4%

卒業して働いていたが、

その他の事情で一時

やめ、また働いている

5.7%

卒業して働いていな

かったが、その後働いて

いる

1.0%

卒業して働いていたが、

結婚・育児（出産）・子育

てのため仕事をやめた

9.0%

卒業して働いていたが、

介護のため

仕事をやめた

1.3%

卒業して働いていたが、

その他の事情で仕事を

やめた

5.3%

これまで

働いたことはない

1.0%

定年退職等により現在

働いていない

16.1%

現在、学生である

2.3%

その他

1.4% 無回答

5.7%
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も高く、次いで「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」

（20.8％）、「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた」（16.7％）とな

っている。 

年代別にみると、30～39 歳では「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」（54.2％）に次いで、「卒

業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた」が 15.8％で高くなっている。40

～49 歳と 50～59 歳では、「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」が 5 割以上で最も高く、次いで「卒

業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」が 2 割以上で高く

なっている。 

職業別にみると、公務員では「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」が 100％、正社員では 84.4％、

自営・家族従業では 51.8％となっている。パート・アルバイトでは「卒業して働いていたが、結婚・育

児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」が 47.3％で最も高く、次いで「卒業して以来、ほ

ぼ継続して働いている」（25.6％）、「卒業して働いていたが、その他の事情で一時やめ、また働いている」

（14.7％）となっている。その他の非正社員では「卒業して以来、ほぼ継続して働いている」が 59.2％

で最も高く、次いで「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いて

いる」、「卒業して働いていたが、その他の事情で一時やめ、また働いている」が 18.4％となっている。



57 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

39.5 

55.3 

26.3 

9.1 

68.0 

54.2 

52.8 

53.3 

26.3 

7.1 

51.8 

84.4 

100.0 

25.6 

59.2 

11.2 

20.8 

1.9 

10.8 

24.4 

20.7 

9.6 

1.1 

21.4 

7.6 

47.3 

18.4 

0.4 

0.5 

0.4 

0.8 

0.8 

1.2 

1.8 
0.4 

1.6 

5.7 

6.0 

5.5 

8.7 

12.5 

6.3 

5.4 

6.0 

14.3 

6.0 

14.7 

18.4 

1.0 

0.5 

1.4 

2.9 

0.8 

0.8 

0.5 

1.8 

1.8 

0.4 

4.7 

2.0 

9.0 

16.7 

1.9 

15.8 

4.7 

10.3 

13.8 

7.1 

55.6 

10.8 

1.3 

0.7 
1.8 

0.8 

1.6 

3.0 

1.6 

6.7 

2.4 

5.3 

1.7 

8.1 

4.9 

2.5 

5.5 

3.3 

7.2 

7.7 

17.8 

10.8 

1.0 

1.4 

0.6 

13.6 

3.9 

0.8 

0.5 

2.2 

2.8 

16.1 

25.6 

7.7 

0.5 

23.4 

56.8 

12.2 

51.0 

2.3 

2.4 

2.2 

63.6 

5.8 

0.8 

8.0 

1.4 

1.0 

1.8 

4.5 

1.9 

2.2 

1.8 
1.6 

2.3 

3.6 

5.7 

4.8 

6.5 

9.1 

1.7 

3.1 

2.2 

6.0 

16.4 

8.9 

1.2 

3.9 

2.0 

5.6 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

卒業して以来、ほぼ継続して働いている

卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている

卒業して働いていたが、介護のため一時やめ、また働いている

卒業して働いていたが、その他の事情で一時やめ、また働いている

卒業して働いていなかったが、その後働いている

卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた

卒業して働いていたが、介護のため仕事をやめた

卒業して働いていたが、その他の事情で仕事をやめた

これまで働いたことはない

定年退職等により現在働いていない

現在、学生である

その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」を選◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」を選◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」を選◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため一時やめ、また働いている」を選

択した方の当時の年齢 択した方の当時の年齢 択した方の当時の年齢 択した方の当時の年齢 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

結婚・育児（出産）・子育てのため仕事を一時やめた年齢についてみると、「20～24 歳」が 39.2％で最

も高く、次いで「25～29 歳」（32.4％）、「30～34 歳」（14.7％）となっている。 

仕事を再度はじめた年齢についてみると、「35～39歳」が36.3％で最も高く、次いで「30～34歳」（21.6％）、

「40～44 歳」（14.7％）となっている。    

1.0%

39.2%

32.4%

14.7%

4.9%

0.0%

0.0%

0.0%

7.8%

0.0%

2.9%

10.8%

21.6%

36.3%

14.7%

4.9%

2.0%

6.9%

0% 20% 40% 60%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

無回答

やめた年齢 再度はじめた年齢

回答数 割合 回答数 割合

19歳以下 1 1.0% 0 0.0%

20～24歳 40 39.2% 3 2.9%

25～29歳 33 32.4% 11 10.8%

30～34歳 15 14.7% 22 21.6%

35～39歳 5 4.9% 37 36.3%

40～44歳 0 0.0% 15 14.7%

45～49歳 0 0.0% 5 4.9%

50歳以上 0 0.0% 2 2.0%

無回答 8 7.8% 7 6.9%

総計 102 100.0% 102 100.0%

やめた年齢 再度はじめた年齢
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◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため一時やめ、また働いている」を選択した方の当時の年齢 ◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため一時やめ、また働いている」を選択した方の当時の年齢 ◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため一時やめ、また働いている」を選択した方の当時の年齢 ◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため一時やめ、また働いている」を選択した方の当時の年齢 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

介護のため仕事を一時やめた年齢についてみると、全 4件の回答は「19歳以下」、「20～24 歳」、「45～

49 歳」に分かれ、仕事を再度はじめた年齢については、「25～29 歳」、「35～39 歳」、「45～49 歳」、「50歳

以上」に分かれている。    

    

回答数 割合 回答数 割合

19歳以下 1 25.0% 0 0.0%

20～24歳 1 25.0% 0 0.0%

25～29歳 0 0.0% 1 25.0%

30～34歳 0 0.0% 0 0.0%

35～39歳 0 0.0% 1 25.0%

40～44歳 0 0.0% 0 0.0%

45～49歳 2 50.0% 1 25.0%

50歳以上 0 0.0% 1 25.0%

総計 4 100.0% 4 100.0%

やめた年齢 再度はじめた年齢
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◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた」を選択した方の当◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた」を選択した方の当◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた」を選択した方の当◆問９で「卒業して働いていたが、結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた」を選択した方の当

時の年齢 時の年齢 時の年齢 時の年齢 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

結婚・育児（出産）・子育てのため仕事をやめた年齢についてみると、「20～24 歳」が 37.8％で最も高

く、次いで「25～29 歳」（30.5％）、「30～34 歳」（14.6％）となっている。 

    

    

◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため仕事をやめた」を選択した方の当時の年齢 ◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため仕事をやめた」を選択した方の当時の年齢 ◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため仕事をやめた」を選択した方の当時の年齢 ◆問９で「卒業して働いていたが、介護のため仕事をやめた」を選択した方の当時の年齢 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

介護のため仕事をやめた年齢についてみると、「50歳以上」が 58.3％で最も高く、次いで「40～44 歳」

と「45～49 歳」が 8.3％となっている。    

1.2%

37.8%

30.5%

14.6%

4.9%

0.0%

0.0%

1.2%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

無回答

回答数 割合

19歳以下 1 1.2%

20～24歳 31 37.8%

25～29歳 25 30.5%

30～34歳 12 14.6%

35～39歳 4 4.9%

40～44歳 0 0.0%

45～49歳 0 0.0%

50歳以上 1 1.2%

無回答 8 9.8%

総計 82 100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.3%

8.3%

58.3%

25.0%

0% 20% 40% 60%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

無回答

回答数 割合

19歳以下 0 0.0%

20～24歳 0 0.0%

25～29歳 0 0.0%

30～34歳 0 0.0%

35～39歳 0 0.0%

40～44歳 1 8.3%

45～49歳 1 8.3%

50歳以上 7 58.3%

無回答 3 25.0%

総計 12 100.0%



61 

 

問９の１．女性が仕事を持ち続けるために必要な支問９の１．女性が仕事を持ち続けるために必要な支問９の１．女性が仕事を持ち続けるために必要な支問９の１．女性が仕事を持ち続けるために必要な支援援援援や対や対や対や対策策策策は何だと思いますか。（○は３つまで）は何だと思いますか。（○は３つまで）は何だと思いますか。（○は３つまで）は何だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

女性が仕事を持ち続けるために必要な支援や対策についてみると、「女性が仕事を持つことに対し、家

族や周囲の理解と協力があること」が 66.9％で最も高く、次いで「育児や介護のための施設（保育所、

介護施設など）を充実すること」（63.0％）、「パート・アルバイトや契約社員・派遣社員などの労働条件

をよくすること」（29.8％）となっている。 

回答数 割合

女性が仕事を持つことに対し、家族や周囲の理解と協力があること 608 66.9%

育児や介護のための施設（保育所、介護施設など）を充実すること 573 63.0%

パート・アルバイトや契約社員・派遣社員などの労働条件をよくすること 271 29.8%

育児・介護休業利用者が不利な扱いを受けず、身分保障がされていること 262 28.8%

給与、昇格、昇進の面などで性別による格差をなくすこと 190 20.9%

男性の長時間労働の改善や、男性の育児・介護休業利用への理解と協力があること 189 20.8%

意欲や能力に応じた適材適所な配置や役員・管理職への登用などをすること 141 15.5%

在宅勤務やフレックスタイム制度（始業終業時刻を労働者の意思で決定）を導入すること 109 12.0%

勤務地や職種を選択する制度を導入すること 41 4.5%

起業（新しく事業を起こすこと）する人への支援を充実させること 14 1.5%

条件整備、支援や改善は特に必要ない 5 0.6%

その他 10 1.1%

無回答 16 1.8%

総計 909 100.0%

66.9%

63.0%

29.8%

28.8%

20.9%

20.8%

15.5%

12.0%

4.5%

1.5%

0.6%

1.1%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

女性が仕事を持つことに対し、家族や周囲の

理解と協力があること

育児や介護のための施設（保育所、介護施設など）を

充実すること

パート・アルバイトや契約社員・派遣社員などの

労働条件をよくすること

育児・介護休業利用者が不利な扱いを受けず、

身分保障がされていること

給与、昇格、昇進の面などで性別による格差をなくすこと

男性の長時間労働の改善や、男性の育児・介護休業利用への

理解と協力があること

意欲や能力に応じた適材適所な配置や役員・管理職への

登用などをすること

在宅勤務やフレックスタイム制度

（始業終業時刻を労働者の意思で決定）を導入すること

勤務地や職種を選択する制度を導入すること

起業（新しく事業を起こすこと）する人への支援を充実させること

条件整備、支援や改善は特に必要ない

その他

無回答
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性別にみると、男女とも「女性が仕事を持つことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が最

も高く（男性 65.7％、女性 68.0％）、次いで、男性は「育児や介護のための施設（保育所、介護施設な

ど）を充実すること」（65.5％）、「育児・介護休業利用者が不利な扱いを受けず、身分保障がされている

こと」（30.9％）となっており、女性は「育児や介護のための施設（保育所、介護施設など）を充実する

こと」（61.5％）、「パート・アルバイトや契約社員・派遣社員などの労働条件をよくすること」（34.4％）

となっている。 

年代別にみると、20～29 歳、30～39 歳、50～59 歳では「育児や介護のための施設（保育所、介護施設

など）を充実すること」が 7 割前後を占めて最も高くなっている。その他の年代では、「女性が仕事を持

つことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が最も高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「女性が仕事を持つことに対し、家族や周囲の理解と協力

があること」と「育児や介護のための施設（保育所、介護施設など）を充実すること」が上位を占めて

いる。また、パート・アルバイトでは「パート・アルバイトや契約社員・派遣社員などの労働条件をよ

くすること」が 51.9％と高くなっている。 

    

    ※複数回答
（％）

サ
ン
プ
ル
数

女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
に
対
し

、

家
族
や
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
あ
る
こ
と

育
児
や
介
護
の
た
め
の
施
設

（

保
育
所

、

介
護
施
設
な
ど

）

を
充
実
す
る
こ
と

パー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約
社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
の

労
働
条
件
を
よ
く
す
る
こ
と

育
児
・
介
護
休
業
利
用
者
が
不
利
な
扱
い
を

受
け
ず

、

身
分
保
障
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

給
与

、

昇
格

、

昇
進
の
面
な
ど
で
性
別
に
よ
る
格
差
を

な
く
す
こ
と

男
性
の
長
時
間
労
働
の
改
善
や

、

男
性
の
育
児
・
介
護
休
業

利
用
へ
の
理
解
と
協
力
が
あ
る
こ
と

意
欲
や
能
力
に
応
じ
た
適
材
適
所
な
配
置
や
役
員
・
管
理
職
へ
の

登
用
な
ど
を
す
る
こ
と

在
宅
勤
務
や
フ
レ

ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
度

（

始
業
終
業
時
刻
を

労
働
者
の
意
思
で
決
定

）

を
導
入
す
る
こ
と

勤
務
地
や
職
種
を
選
択
す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

起
業

（

新
し
く
事
業
を
起
こ
す
こ
と

）

す
る
人
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

条
件
整
備

、

支
援
や
改
善
は
特
に
必
要
な
い

そ
の
他

無
回
答

909 66.9 63.0 29.8 28.8 20.9 20.8 15.5 12.0 4.5 1.5 0.6 1.1 1.8

　男性 414 65.7 65.5 24.6 30.9 22.5 20.0 18.8 10.1 4.6 2.4 0.7 1.2 1.7

　女性 491 68.0 61.5 34.4 27.3 19.6 21.4 12.2 13.6 4.5 0.8 0.4 1.0 1.6

　18、19歳 22 54.5 50.0 22.7 31.8 31.8 18.2 9.1 4.5 4.5 4.5 － － 4.5

　20～29歳 103 48.5 74.8 24.3 33.0 29.1 32.0 14.6 13.6 3.9 1.0 1.9 1.9 －

　30～39歳 120 62.5 73.3 34.2 30.0 15.8 21.7 9.2 19.2 4.2 － － 0.8 0.8

　40～49歳 127 70.9 66.9 29.1 24.4 15.7 22.0 18.9 17.3 5.5 2.4 － 0.8 －

　50～59歳 184 66.8 67.9 27.2 29.9 23.9 18.5 13.6 14.7 2.7 2.2 － 2.2 0.5

　60～69歳 167 74.3 58.1 36.5 26.3 19.8 19.2 21.0 6.0 3.6 1.2 － － 0.6

　70歳以上 183 72.1 49.2 27.9 29.5 20.2 16.9 15.3 6.6 7.1 1.6 1.6 1.1 6.0

　自営・家族従業 56 66.1 67.9 25.0 19.6 23.2 21.4 17.9 17.9 5.4 － － － 1.8

　正社員 250 64.4 73.2 23.2 26.8 24.8 20.8 16.8 16.0 4.0 1.6 0.4 1.2 0.8

　公務員 54 75.9 70.4 14.8 37.0 18.5 24.1 24.1 5.6 1.9 － － 1.9 －

　パート・アルバイト 129 65.1 53.5 51.9 29.5 19.4 18.6 9.3 9.3 5.4 0.8 － 0.8 0.8

　その他の非正社員 49 59.2 69.4 34.7 24.5 16.3 22.4 12.2 16.3 4.1 2.0 2.0 － －

　家事専業 90 73.3 62.2 33.3 24.4 12.2 22.2 12.2 17.8 10.0 1.1 1.1 1.1 －

　働いていない 251 67.3 56.6 27.5 33.9 23.1 21.9 15.9 7.6 3.2 2.8 0.4 1.6 3.6

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業
別
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問９の２．この設問は、今、仕事を持ちたいと思っているのに実現してない女性の方のみお答えくださ問９の２．この設問は、今、仕事を持ちたいと思っているのに実現してない女性の方のみお答えくださ問９の２．この設問は、今、仕事を持ちたいと思っているのに実現してない女性の方のみお答えくださ問９の２．この設問は、今、仕事を持ちたいと思っているのに実現してない女性の方のみお答えくださ

い。その理由は何ですか。（○は３つまで） い。その理由は何ですか。（○は３つまで） い。その理由は何ですか。（○は３つまで） い。その理由は何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

今、仕事を持ちたいと思っているのに実現してない女性の理由についてみると、「希望する、またはや

りたい内容の仕事の募集がない」が 37.1％で最も高く、次いで「知識・能力に自信がない」と「希望す

る時間帯の仕事がない」が 29.0％となっている。 

年代別にみると、20～29 歳では「知識・能力に自信がない」、30～39 歳では「希望する時間帯の仕事

がない」、50～59 歳では「病気・けがのため仕事を持てない」が最も高くなっている。また、60～69 歳

と 70歳以上においては、「希望する、またはやりたい内容の仕事の募集がない」が最も高くなっている。 

    

回答数 割合

希望する、またはやりたい内容の仕事の募集がない 23 37.1%

知識・能力に自信がない 18 29.0%

希望する時間帯の仕事がない 18 29.0%

病気・けがのため仕事を持てない 17 27.4%

自分が何に向いているのかわからない 11 17.7%

家族の介護・看護を行っているため 10 16.1%

子どもの預け先がない 8 12.9%

進学や資格取得などの勉強をしているため 7 11.3%

家族の同意が得られていない 6 9.7%

その他 4 6.5%

総計 62 100.0%

37.1%

29.0%

29.0%

27.4%

17.7%

16.1%

12.9%

11.3%

9.7%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

希望する、またはやりたい内容の仕事の募集がない

知識・能力に自信がない

希望する時間帯の仕事がない

病気・けがのため仕事を持てない

自分が何に向いているのかわからない

家族の介護・看護を行っているため

子どもの預け先がない

進学や資格取得などの勉強をしているため

家族の同意が得られていない

その他
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※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数
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護
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行
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い

る

た
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子

ど

も

の

預

け

先

が
な

い

進

学

や

資

格

取

得

な
ど

の

勉

強

を

し

て

い

る

た
め

家

族

の

同

意

が

得

ら
れ

て

い

な

い

そ

の

他

62 37.1 29.0 29.0 27.4 17.7 16.1 12.9 11.3 9.7 6.5

　18、19歳 1 － － － － － － － 100.0 － －

　20～29歳 8 37.5 50.0 12.5 12.5 37.5 － 12.5 62.5 － －

　30～39歳 12 16.7 25.0 50.0 8.3 － 8.3 41.7 8.3 16.7 8.3

　40～49歳 6 － 33.3 50.0 － 16.7 50.0 33.3 － － －

　50～59歳 20 45.0 25.0 15.0 50.0 15.0 15.0 － － 15.0 10.0

　60～69歳 8 50.0 25.0 25.0 37.5 37.5 25.0 － － 12.5 －

　70歳以上 7 71.4 28.6 42.9 28.6 14.3 14.3 － － － 14.3

全　　　体

年

代

別
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問１０．この設問は、現在仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。 問１０．この設問は、現在仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。 問１０．この設問は、現在仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。 問１０．この設問は、現在仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。 

あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務する職場で男女する職場で男女する職場で男女する職場で男女差差差差別があると思いますか。（○は１つだけ）別があると思いますか。（○は１つだけ）別があると思いますか。（○は１つだけ）別があると思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務する職場での男女差別についてみると、「差別はないと思う」が 55.4％で過半数を占め、「差別が

あると思う」が 22.9％となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「差別はないと思う」が過半数を占め、「差別があると思

う」は 2 割程度となっている。 

年代別にみると、18・19 歳を除く全ての年代で、「差別はないと思う」が 5割前後で最も高くなってい

るが、40～49 歳では「差別があると思う」が 33.6％で比較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「差別はないと思う」が最も高く、公務員、パート・アル

バイト、その他の非正社員では 6 割以上となっている。正社員では「差別があると思う」が 29.2％で、

比較的高くなっている。    

回答数 割合

差別があると思う 123 22.9%

差別はないと思う 298 55.4%

わからない 70 13.0%

無回答 47 8.7%

総計 538 100.0%

差別が

あると思う

22.9%

差別はないと思う

55.4%

わからない

13.0%

無回答

8.7%
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22.9 

22.8 

23.0 

19.0 

20.2 

33.6 

20.5 

24.4 

5.6 

17.9 

29.2 

18.5 

16.3 

18.4 

55.4 

52.1 

58.4 

59.5 

57.4 

48.2 

58.9 

53.8 

55.6 

46.4 

50.8 

61.1 

63.6 

61.2 

13.0 

12.2 

13.9 

100.0 

14.3 

13.8 

12.7 

11.9 

11.5 

5.6 

14.3 

9.6 

11.1 

18.6 

16.3 

8.7 

12.9 

4.7 

7.1 

8.5 

5.5 

8.6 

10.3 

33.3 

21.4 

10.4 

9.3 

1.6 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=538）

男性（n=263）

女性（n=274）

18、19歳（n=3）

20～29歳（n=84）

30～39歳（n=94）

40～49歳（n=110）

50～59歳（n=151）

60～69歳（n=78）

70歳以上（n=18）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

差別があると思う 差別はないと思う わからない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１０の１．問１０で問１０の１．問１０で問１０の１．問１０で問１０の１．問１０で差差差差別があると思う方は、別があると思う方は、別があると思う方は、別があると思う方は、具具具具体的にどのような体的にどのような体的にどのような体的にどのような差差差差別を別を別を別を感じ感じ感じ感じますか。（○は３つまで）ますか。（○は３つまで）ますか。（○は３つまで）ますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な差別についてみると、「賃金に差がある」が 41.5％で最も高く、次いで「女性には補助的な仕

事、男性には責任ある仕事に従事させる傾向がある」（32.5％）、「能力を正当に評価しない」（30.1％）

となっている。 

性別にみると、男性は「賃金に差がある」が 45.0％で最も高く、次いで「女性には補助的な仕事、男

性には責任ある仕事に従事させる傾向がある」（40.0％）、「募集、採用の機会に差がある」（33.3％）と

なっている。女性は「賃金に差がある」が 38.1％で最も高く、次いで「能力を正当に評価しない」（34.9％）、

「結婚したり子どもが生まれたりすると勤め続けにくい雰囲気がある」（31.7％）となっている。 

回答数 割合

賃金に差がある 51 41.5%

女性には補助的な仕事、男性には責任ある仕事に従事させる傾向がある 40 32.5%

能力を正当に評価しない 37 30.1%

結婚したり子どもが生まれたりすると勤め続けにくい雰囲気がある 35 28.5%

昇進、昇格に差がある 33 26.8%

募集、採用の機会に差がある 30 24.4%

役員、管理職への登用に差がある 19 15.4%

女性は定年まで勤め続けにくい雰囲気がある 6 4.9%

教育・訓練を受ける機会に差がある 5 4.1%

その他 9 7.3%

総計 123 100.0%

41.5%

32.5%

30.1%

28.5%

26.8%

24.4%

15.4%

4.9%

4.1%

7.3%

0% 20% 40% 60%

賃金に差がある

女性には補助的な仕事、

男性には責任ある仕事に従事させる傾向がある

能力を正当に評価しない

結婚したり子どもが生まれたりすると

勤め続けにくい雰囲気がある

昇進、昇格に差がある

募集、採用の機会に差がある

役員、管理職への登用に差がある

女性は定年まで勤め続けにくい雰囲気がある

教育・訓練を受ける機会に差がある

その他
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年代別にみると、20～29 歳、30～39 歳では「結婚したり子どもが生まれたりすると勤め続けにくい雰

囲気がある」、それ以上の年代においては「賃金に差がある」が最も高くなっている。次いで 40～49 歳、

50～59 歳では「能力を正当に評価しない」が高くなっている。 

職業別にみると、正社員では「賃金に差がある」、公務員では「募集、採用の機会に差がある」、パー

ト・アルバイトでは「能力を正当に評価しない」が最も高くなっている。    

    

    

    

    

    

    

※複数回答
（％）

サ
ン
プ
ル
数

賃
金
に
差
が
あ
る

女
性
に
は
補
助
的
な
仕
事

、
男
性
に
は

責
任
あ
る
仕
事
に
従
事
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る

能
力
を
正
当
に
評
価
し
な
い

結
婚
し
た
り
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
す
る
と

勤
め
続
け
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る

昇
進

、
昇
格
に
差
が
あ
る

募
集

、

採
用
の
機
会
に
差
が
あ
る

役
員

、

管
理
職
へ
の
登
用
に

差
が
あ
る

女
性
は
定
年
ま
で
勤
め
続
け
に
く
い

雰
囲
気
が
あ
る

教
育
・
訓
練
を
受
け
る
機
会
に

差
が
あ
る

そ
の
他

123 41.5 32.5 30.1 28.5 26.8 24.4 15.4 4.9 4.1 7.3

　男性 60 45.0 40.0 25.0 25.0 28.3 33.3 15.0 5.0 6.7 5.0

　女性 63 38.1 25.4 34.9 31.7 25.4 15.9 15.9 4.8 1.6 9.5

　20～29歳 16 31.3 37.5 12.5 50.0 6.3 18.8 12.5 － 6.3 12.5

　30～39歳 19 10.5 26.3 10.5 36.8 31.6 26.3 31.6 10.5 10.5 15.8

　40～49歳 37 45.9 35.1 40.5 16.2 32.4 32.4 16.2 2.7 2.7 5.4

　50～59歳 31 41.9 35.5 38.7 32.3 19.4 19.4 9.7 9.7 － 3.2

　60～69歳 19 68.4 21.1 31.6 21.1 36.8 21.1 10.5 － 5.3 5.3

　70歳以上 1 100.0 100.0 － － 100.0 － － － － －

　自営・家族従業 10 40.0 30.0 40.0 10.0 10.0 30.0 10.0 － 10.0 10.0

　正社員 73 47.9 42.5 24.7 30.1 31.5 24.7 19.2 8.2 2.7 4.1

　公務員 10 － 20.0 30.0 30.0 20.0 40.0 － － 10.0 20.0

　パート・アルバイト 21 42.9 14.3 47.6 28.6 28.6 14.3 9.5 － 4.8 14.3

　その他の非正社員 9 33.3 11.1 22.2 33.3 11.1 22.2 22.2 － － －

 ※年齢別「18、19歳」は該当者なし

全　　　体

性
別

年
齢
別

職
業
別
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問１１．あなたは、男性の育児・介護問１１．あなたは、男性の育児・介護問１１．あなたは、男性の育児・介護問１１．あなたは、男性の育児・介護休休休休業制度の業制度の業制度の業制度の利用利用利用利用について、どう思いますか。（○は１つだけ）について、どう思いますか。（○は１つだけ）について、どう思いますか。（○は１つだけ）について、どう思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の育児・介護休業制度の利用についてみると、「男性も利用することは賛成だが、利用しづらいと

思う」が 68.5％で最も高く、次いで「男性も積極的に利用する方がいいと思う」（24.1％）、「育児・介護

は女性がするべきであり、男性が利用する必要はないと思う」（3.2％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「男性も利用することは賛成だが、利用しづらいと思う」

が最も高く（男性 70.0％、女性 67.0％）、次いで「男性も積極的に利用する方がいいと思う」、「育児・

介護は女性がするべきであり、男性が利用する必要はないと思う」となっている。 

年代別にみると、18・19 歳では「男性も積極的に利用する方がいいと思う」と「男性も利用すること

は賛成だが、利用しづらいと思う」が 50.0％で最も高くなっている。その他の年代においては「男性も

利用することは賛成だが、利用しづらいと思う」が最も高く、次いで「男性も積極的に利用する方がい

いと思う」が高くなっている。なお、20～29 歳では「男性も積極的に利用する方がいいと思う」が 34.0％

で、18・19 歳に次いで高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「男性も利用することは賛成だが、利用しづらいと思う」

が 6 割以上を占めて最も高く、次いで「男性も積極的に利用する方がいいと思う」が高くなっている。    

    

    

回答数 割合

男性も積極的に利用する方がいいと思う 219 24.1%

男性も利用することは賛成だが、利用しづらいと思う 623 68.5%

育児・介護は女性がするべきであり、男性が利用する必要はないと思う 29 3.2%

その他 18 2.0%

無回答 20 2.2%

総計 909 100.0%

男性も積極的に

利用する方が

いいと思う
24.1%

男性も利用すること

は賛成だが、

利用しづらいと思う
68.5%

育児・介護は女性

がするべきであり、

男性が利用する
必要はないと思う

3.2%

その他
2.0%

無回答
2.2%
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24.1 

23.4 

24.8 

50.0 

34.0 

25.8 

18.9 

20.1 

24.0 

22.4 

28.6 

21.2 

25.9 

20.9 

26.5 

28.9 

26.3 

68.5 

70.0 

67.0 

50.0 

63.1 

68.3 

76.4 

73.9 

68.9 

62.3 

60.7 

73.6 

70.4 

71.3 

67.3 

70.0 

64.1 

3.2 

3.1 

3.3 

1.0 

1.7 

0.8 

3.8 

4.8 

5.5 

5.4 

2.8 

1.9 

3.9 

4.1 

1.1 

3.2 

2.0 

1.2 

2.6 

1.0 

4.2 

3.1 

2.2 

1.2 
1.1 

2.4 

3.9 

2.0 

2.4 

2.2 

2.2 

2.2 

1.0 

0.8 

1.2 

8.7 

5.4 

1.9 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

男性も積極的に利用する方がいいと思う

男性も利用することは賛成だが、利用しづらいと思う

育児・介護は女性がするべきであり、男性が利用する必要はないと思う

その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１１の１．育児・介護問１１の１．育児・介護問１１の１．育児・介護問１１の１．育児・介護休休休休業制度を業制度を業制度を業制度を利用利用利用利用する男性は、まだまだ少ないのが現状です。男性がする男性は、まだまだ少ないのが現状です。男性がする男性は、まだまだ少ないのが現状です。男性がする男性は、まだまだ少ないのが現状です。男性が利用利用利用利用ししししづづづづらららら

いと思いと思いと思いと思わわわわれる理由は何だと思いますか。（○は３つまで）れる理由は何だと思いますか。（○は３つまで）れる理由は何だと思いますか。（○は３つまで）れる理由は何だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

男性が育児・介護休業制度を利用しづらい理由についてみると、「職場に利用しやすい雰囲気がない」

が 55.7％で最も高く、次いで「仕事上、周りの人に迷惑がかかる」（50.2％）、「仕事が忙しくて、利用で

きない」（38.1％）となっている。 

性別にみると、男性は「仕事上、周りの人に迷惑がかかる」が 54.6％で最も高く、次いで「職場に利

用しやすい雰囲気がない」（48.1％）、「仕事が忙しくて、利用できない」（42.5％）となっている。女性

は「職場に利用しやすい雰囲気がない」が 62.3％で最も高く、次いで「仕事上、周りの人に迷惑がかか

る」（46.2％）、「仕事が忙しくて、利用できない」（34.2％）となっている。 

年代別にみると、18・19 歳、20～29 歳、30～39 歳、40～49歳では「職場に利用しやすい雰囲気がな

い」、それ以上の年代では「仕事上、周りの人に迷惑がかかる」が最も高くなっている。また、20～29 歳

では「過去に利用した男性がいない」が 39.8％で、比較的高い割合を占めている。 

回答数 割合

職場に利用しやすい雰囲気がない 506 55.7%

仕事上、周りの人に迷惑がかかる 456 50.2%

仕事が忙しくて、利用できない 346 38.1%

男性が利用することについて、社会全体の認識が十分にない 301 33.1%

経済的に困る 274 30.1%

過去に利用した男性がいない 220 24.2%

人事評価や昇給などに悪い影響がある 153 16.8%

その他 19 2.1%

無回答 41 4.5%

総計 909 100.0%

55.7%

50.2%

38.1%

33.1%

30.1%

24.2%

16.8%

2.1%

4.5%

0% 20% 40% 60%

職場に利用しやすい雰囲気がない

仕事上、周りの人に迷惑がかかる

仕事が忙しくて、利用できない

男性が利用することについて、

社会全体の認識が十分にない

経済的に困る

過去に利用した男性がいない

人事評価や昇給などに悪い影響がある

その他

無回答
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職業別にみると、公務員、その他の非正社員では「仕事上、周りの人に迷惑がかかる」が最も高く、

次いで、公務員では「仕事が忙しくて、利用できない」、その他の非正社員では「職場に利用しやすい雰

囲気がない」が高くなっている。それ以外の職業においては、「職場に利用しやすい雰囲気がない」が最

も高く、次いで「仕事上、周りの人に迷惑がかかる」が高くなっている。 

    

    

    

    

    

    

    

※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

職

場

に

利

用

し

や

す

い

雰

囲

気

が

な

い

仕

事

上

、

周

り

の

人

に

迷

惑

が

か

か

る

仕

事

が

忙

し

く

て

、
利

用

で

き

な

い

男

性

が

利

用

す

る

こ

と

に

つ

い

て

、

社

会

全

体

の

認

識

が

十

分

に

な

い

経

済

的

に

困

る

過

去

に

利

用

し

た

男

性

が

い

な

い

人

事

評

価

や

昇

給

な

ど

に

悪

い

影

響

が

あ

る

そ

の

他

無

回

答

909 55.7 50.2 38.1 33.1 30.1 24.2 16.8 2.1 4.5

　男性 414 48.1 54.6 42.5 32.1 29.5 22.7 15.0 1.7 4.8

　女性 491 62.3 46.2 34.2 34.0 30.8 25.5 18.3 2.4 4.3

　18、19歳 22 54.5 50.0 31.8 18.2 27.3 22.7 13.6 9.1 4.5

　20～29歳 103 64.1 42.7 34.0 27.2 35.0 39.8 23.3 1.9 －

　30～39歳 120 60.0 50.0 43.3 25.8 41.7 26.7 18.3 0.8 0.8

　40～49歳 127 63.8 44.1 46.5 33.9 29.1 27.6 21.3 3.1 1.6

　50～59歳 184 53.8 57.1 41.8 33.2 34.2 21.7 14.7 3.3 0.5

　60～69歳 167 53.3 53.9 36.5 41.9 29.3 17.4 14.4 0.6 3.6

　70歳以上 183 47.0 48.1 29.5 34.4 17.5 20.8 13.7 1.6 16.4

　自営・家族従業 56 50.0 48.2 32.1 30.4 25.0 26.8 14.3 3.6 8.9

　正社員 250 58.8 51.2 42.0 31.6 29.6 28.0 16.8 2.8 1.2

　公務員 54 51.9 64.8 63.0 27.8 22.2 25.9 11.1 1.9 －

　パート・アルバイト 129 57.4 47.3 33.3 34.9 42.6 25.6 16.3 1.6 －

　その他の非正社員 49 49.0 51.0 38.8 36.7 32.7 32.7 22.4 － －

　家事専業 90 65.6 46.7 38.9 25.6 36.7 22.2 23.3 2.2 2.2

　働いていない 251 52.2 49.0 33.1 39.0 25.5 19.1 16.3 1.6 9.6

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問１２．この設問は、現在、仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。問１２．この設問は、現在、仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。問１２．この設問は、現在、仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。問１２．この設問は、現在、仕事を持たれている方（パート・アルバイト含む）のみお答えください。

あなたにとって、仕事と生活のバあなたにとって、仕事と生活のバあなたにとって、仕事と生活のバあなたにとって、仕事と生活のバランスランスランスランスはうまくとれていると思いますか。（○は１つだけ） はうまくとれていると思いますか。（○は１つだけ） はうまくとれていると思いますか。（○は１つだけ） はうまくとれていると思いますか。（○は１つだけ） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

仕事と生活のバランスがうまくとれているかについてみると、「ややそう思う」が 42.9％で最も高く、

次いで「そう思う」（27.9％）、「あまりそう思わない」（20.3％）となっている。 

性別にみると、男女とも「ややそう思う」が最も高く（男性 45.2％、女性 40.5％）、次いで「そう思

う」、「あまりそう思わない」となっている。なお、「そう思う」の割合は、男性の 23.6％に対して、女性

は 32.1％と高くなっている。 

年代別にみると、70歳以上では「そう思う」が 61.1％を占めて最も高くなっている。60～69 歳では「そ

う思う」と「ややそう思う」が 39.7％で最も高く、その他の年代においては「ややそう思う」が最も高

くなっている。30～39 歳、40～49 歳では「あまりそう思わない」と「全くそう思わない」を合わせた割

合が 3割を超えている。 

職業別にみると、パート・アルバイトでは「そう思う」が 40.3％で最も高くなっている。それ以外の

職業では「ややそう思う」が最も高くなっているが、自営・家族従業とその他の非正社員でも「そう思

う」が 3 割以上を占め、比較的高くなっている。    

    

回答数 割合

そう思う 150 27.9%

ややそう思う 231 42.9%

あまりそう思わない 109 20.3%

全くそう思わない 30 5.6%

無回答 18 3.3%

総計 538 100.0%

そう思う

27.9%

ややそう思う

42.9%

あまりそう

思わない

20.3%

全くそう思わない

5.6%

無回答

3.3%
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27.9 

23.6 

32.1 

19.0 

22.3 

20.9 

31.8 

39.7 

61.1 

32.1 

22.0 

16.7 

40.3 

32.7 

42.9 

45.2 

40.5 

100.0 

47.6 

38.3 

42.7 

47.0 

39.7 

16.7 

42.9 

43.2 

63.0 

33.3 

44.9 

20.3 

20.2 

20.4 

21.4 

27.7 

25.5 

15.9 

14.1 

11.1 

16.1 

22.8 

14.8 

20.2 

18.4 

5.6 

5.7 

5.5 

7.1 

8.5 

8.2 

2.6 

3.8 

1.8 

7.6 

3.7 

5.4 

2.0 

3.3 

5.3 

1.5 

4.8 

3.2 

2.7 

2.6 

2.6 

11.1 

7.1 

4.4 

1.9 

0.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=538）

男性（n=263）

女性（n=274）

18、19歳（n=3）

20～29歳（n=84）

30～39歳（n=94）

40～49歳（n=110）

50～59歳（n=151）

60～69歳（n=78）

70歳以上（n=18）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１３．あなたは、仕事と家庭生活の問１３．あなたは、仕事と家庭生活の問１３．あなたは、仕事と家庭生活の問１３．あなたは、仕事と家庭生活の両立両立両立両立のためにのためにのためにのために最最最最も必要なことは何だと思いますか。（○は１つだけ）も必要なことは何だと思いますか。（○は１つだけ）も必要なことは何だと思いますか。（○は１つだけ）も必要なことは何だと思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と家庭生活の両立のために最も必要なことについてみると、「男女が共に家事・育児・介護などの

家庭生活を協力しあう意識」が 39.3％で最も高く、次いで「週休二日制や労働時間の短縮、働き方の多

様性などの推進」（21.7％）、「育児や介護のための施設や支援サービスの充実」（16.8％）となっている。 

性別にみると、男女とも「男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう意識」が最も高

く（男性 36.0％、女性 42.2％）、次いで、男性は「週休二日制や労働時間の短縮、働き方の多様性など

の推進」（22.2％）、「男女が共に育児・介護休業制度を利用しやすい職場環境」（19.3％）、女性は「週休

二日制や労働時間の短縮、働き方の多様性などの推進」（21.4％）、「育児や介護のための施設や支援サー

ビスの充実」（16.7％）となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう意識」が

最も高くなっている。次いで、60～69 歳と 70 歳以上では「育児や介護のための施設や支援サービスの充

実」、その他の年代においては「週休二日制や労働時間の短縮、働き方の多様性などの推進」が高くなっ

ている。 

職業別にみると、その他の非正社員では「週休二日制や労働時間の短縮、働き方の多様性などの推進」

が 32.7％で最も高く、次いで「男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう意識」（28.6％）

が高くなっている。それ以外の職業では「男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう意

回答数 割合

男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう意識 357 39.3%

男女が共に育児・介護休業制度を利用しやすい職場環境 146 16.1%

育児や介護のための施設や支援サービスの充実 153 16.8%

週休二日制や労働時間の短縮、働き方の多様性などの推進 197 21.7%

その他 17 1.9%

無回答 39 4.3%

総計 909 100.0%

男女が共に家事・

育児・介護などの

家庭生活を協力し
あう意識

39.3%

男女が共に育児・

介護休業制度を

利用しやすい
職場環境

16.1%

育児や介護のため

の施設や支援サー

ビスの充実
16.8%

週休二日制や

労働時間の短縮、

働き方の多様性
などの推進

21.7%

その他
1.9%

無回答
4.3%
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識」が最も高く、自営・家族従業においては半数以上を占めている。なお、正社員は「週休二日制や労

働時間の短縮、働き方の多様性などの推進」も 35.2％で比較的高くなっている。    

 

 

 

 

 

39.3 

36.0 

42.2 

59.1 

35.9 

40.0 

41.7 

38.0 

41.9 

36.1 

51.8 

36.8 

46.3 

43.4 

28.6 

44.4 

36.3 

16.1 

19.3 

13.4 

9.1 

19.4 

15.8 

14.2 

16.3 

15.0 

16.9 

8.9 

16.0 

16.7 

14.0 

20.4 

12.2 

19.9 

16.8 

16.7 

16.7 

4.5 

13.6 

14.2 

11.0 

15.8 

19.2 

24.6 

21.4 

9.6 

14.8 

17.1 

12.2 

23.3 

21.1 

21.7 

22.2 

21.4 

18.2 

29.1 

26.7 

27.6 

27.2 

18.0 

8.7 

12.5 

35.2 

20.4 

22.5 

32.7 

14.4 

12.7 

1.9 

1.9 

1.8 

4.5 

1.7 

3.9 

2.2 

2.4 

0.5 

1.8 

2.0 

2.3 

4.1 

1.6 

4.3 

3.9 

4.5 

4.5 

1.9 

1.7 

1.6 

0.5 

3.6 

13.1 

3.6 

0.4 

1.9 

0.8 

2.0 

5.6 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう意識

男女が共に育児・介護休業制度を利用しやすい職場環境

育児や介護のための施設や支援サービスの充実

週休二日制や労働時間の短縮、働き方の多様性などの推進

その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１４．高齢者介護は、まだまだ女性が問１４．高齢者介護は、まだまだ女性が問１４．高齢者介護は、まだまだ女性が問１４．高齢者介護は、まだまだ女性が担担担担っていることがっていることがっていることがっていることが多多多多いのが現状です。あなたは、このような現いのが現状です。あなたは、このような現いのが現状です。あなたは、このような現いのが現状です。あなたは、このような現

状についてどう思いますか。（○は１つだけ）状についてどう思いますか。（○は１つだけ）状についてどう思いますか。（○は１つだけ）状についてどう思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者介護の多くを女性が担っている現状についてみると、「性別にかかわらず、男女ともに介護する

べきである」が 66.2％で最も高く、次いで「女性の役割だと決め付けるのは問題があるが、現状ではや

むをえない」（29.6％）が高くなっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「性別にかかわらず、男女ともに介護するべきである」が

最も高く、次いで「女性の役割だと決め付けるのは問題があるが、現状ではやむをえない」が高くなっ

ている。 

年代別にみると、全ての年代で「性別にかかわらず、男女ともに介護するべきである」が最も高く、

18・19 歳では 8 割以上、40～49 歳では 7 割以上を占めている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「性別にかかわらず、男女ともに介護するべきである」が

最も高く、次いで「女性の役割だと決め付けるのは問題があるが、現状ではやむをえない」が高くなっ

ている。    

 

５．少子・高齢化について５．少子・高齢化について５．少子・高齢化について５．少子・高齢化について 

回答数 割合

男性の役割だと思う 9 1.0%

性別にかかわらず、男女ともに介護するべきである 602 66.2%

女性の役割だと決め付けるのは問題があるが、現状ではやむをえない 269 29.6%

女性の役割だと思う 4 0.4%

その他 15 1.7%

無回答 10 1.1%

総計 909 100.0%

男性の

役割だと思う
1.0%

性別にかかわら

ず、男女ともに介護

するべきである
66.2%

女性の役割だと決

め付けるのは問題

があるが、現状で
はやむをえない

29.6%

女性の

役割だと思う
0.4%

その他
1.7%

無回答
1.1%
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1.0 

1.7 

0.4 

1.0 

1.7 

1.6 

0.6 

1.1 

1.8 

2.0 

0.8 

2.0 

0.4 

66.2 

65.7 

66.6 

81.8 

69.9 

65.0 

71.7 

60.3 

64.1 

67.8 

67.9 

64.0 

64.8 

60.5 

63.3 

64.4 

73.3 

29.6 

30.0 

29.3 

18.2 

26.2 

31.7 

22.8 

35.3 

35.3 

24.6 

28.6 

31.6 

31.5 

36.4 

28.6 

33.3 

21.9 

0.4 

0.5 

0.4 

0.8 

0.5 

1.1 

0.4 

1.9 

2.2 

1.7 

1.2 

2.0 

2.9 

0.8 

3.9 

2.2 

1.1 

1.8 

1.2 

1.9 

2.3 

6.1 

1.6 

1.1 

1.0 

1.2 

0.8 

0.8 

4.4 

0.8 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

男性の役割だと思う

性別にかかわらず、男女ともに介護するべきである

女性の役割だと決め付けるのは問題があるが、現状ではやむをえない

女性の役割だと思う

その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１４の１．あなたは、介護に必要な支問１４の１．あなたは、介護に必要な支問１４の１．あなたは、介護に必要な支問１４の１．あなたは、介護に必要な支援援援援等は何だと思いますか。（○は３つまで）等は何だと思いますか。（○は３つまで）等は何だと思いますか。（○は３つまで）等は何だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護に必要な支援等についてみると、「介護に対する経済的な支援の拡充」が 71.2％で最も高く、次い

で「介護サービスの充実」（51.3％）、「地域包括支援センターなど地域の介護支援の充実」（36.1％）と

なっている。 

性別にみると、男女とも「介護に対する経済的な支援の拡充」が 7 割以上で最も高く、次いで、男性

では「介護サービスの充実」（51.0％）、「地域包括支援センターなど地域の介護支援の充実」（38.9％）、

女性では「介護サービスの充実」（51.5％）、「介護中の柔軟な勤務形態の普及」（35.8％）となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「介護に対する経済的な支援の拡充」が最も高く、次いで「介護サー

ビスの充実」が高くなっている。また、60～69 歳、70歳以上では、「介護者の悩み相談の充実」が 24.6％

で比較的高くなっている。 

回答数 割合

介護に対する経済的な支援の拡充 647 71.2%

介護サービスの充実 466 51.3%

地域包括支援センターなど地域の介護支援の充実 328 36.1%

介護中の柔軟な勤務形態の普及 294 32.3%

男性が十分かかわることができる職場環境の整備 188 20.7%

介護者のリフレッシュのための支援 170 18.7%

介護者の悩み相談の充実 160 17.6%

介護者の仲間づくり支援 63 6.9%

その他 19 2.1%

無回答 8 0.9%

総計 909 100.0%

71.2%

51.3%

36.1%

32.3%

20.7%

18.7%

17.6%

6.9%

2.1%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

介護に対する経済的な支援の拡充

介護サービスの充実

地域包括支援センターなど地域の介護支援の充実

介護中の柔軟な勤務形態の普及

男性が十分かかわることができる職場環境の整備

介護者のリフレッシュのための支援

介護者の悩み相談の充実

介護者の仲間づくり支援

その他

無回答
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職業別にみると、公務員では「介護サービスの充実」が最も高く、次いで「介護に対する経済的な支

援の拡充」が高くなっている。それ以外の職業においては「介護に対する経済的な支援の拡充」が最も

高く、次いで「介護サービスの充実」が高くなっている。また、家事専業では「男性が十分かかわるこ

とができる職場環境の整備」（24.4％）や「介護者のリフレッシュのための支援」（22.2％）が比較的高

くなっている。    

    

    

    

    

    

    

    

    

※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数
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護
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地
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男
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の

整

備

介
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者

の

リ

フ
レ

ッ

シ

ュ

の

た

め

の

支

援

介

護

者

の

悩

み
相

談

の

充

実

介

護

者

の

仲

間
づ

く

り

支

援

そ

の

他

無

回

答

909 71.2 51.3 36.1 32.3 20.7 18.7 17.6 6.9 2.1 0.9

　男性 414 72.0 51.0 38.9 28.5 24.6 16.4 17.1 8.2 1.0 0.7

　女性 491 70.5 51.5 33.6 35.8 17.5 20.6 17.9 5.9 3.1 1.0

　18、19歳 22 72.7 45.5 9.1 40.9 4.5 40.9 9.1 9.1 － －

　20～29歳 103 77.7 48.5 24.3 34.0 14.6 22.3 15.5 10.7 5.8 －

　30～39歳 120 85.0 53.3 31.7 36.7 20.0 20.0 12.5 7.5 2.5 －

　40～49歳 127 82.7 55.1 35.4 44.1 19.7 17.3 11.0 3.9 1.6 －

　50～59歳 184 69.6 48.9 37.0 39.1 21.2 19.6 14.1 4.9 4.3 0.5

　60～69歳 167 65.3 50.9 39.5 25.7 24.6 16.8 24.6 6.6 － 0.6

　70歳以上 183 57.9 52.5 45.4 18.6 23.0 14.8 24.6 8.7 － 3.3

　自営・家族従業 56 75.0 50.0 32.1 26.8 16.1 21.4 10.7 10.7 1.8 －

　正社員 250 79.2 49.2 32.4 40.8 21.2 19.2 12.4 8.4 2.0 －

　公務員 54 63.0 74.1 35.2 42.6 18.5 13.0 7.4 3.7 1.9 －

　パート・アルバイト 129 73.6 48.1 31.0 29.5 18.6 19.4 19.4 7.0 5.4 0.8

　その他の非正社員 49 81.6 59.2 32.7 30.6 14.3 18.4 18.4 6.1 2.0 －

　家事専業 90 70.0 47.8 43.3 30.0 24.4 22.2 22.2 1.1 1.1 －

　働いていない 251 62.5 50.2 41.0 27.1 22.3 16.7 22.3 7.2 1.2 2.8

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問１５．あなたは、少子問１５．あなたは、少子問１５．あなたは、少子問１５．あなたは、少子化化化化が進む主な要が進む主な要が進む主な要が進む主な要因因因因は何だと思いますか。（○は３つまで）は何だと思いますか。（○は３つまで）は何だと思いますか。（○は３つまで）は何だと思いますか。（○は３つまで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.7%

47.6%

41.1%

32.3%

24.5%

17.2%

11.0%

9.8%

7.7%

4.5%

2.8%

2.2%

2.6%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

子育ての経済的負担が大きいから

仕事と子育てを両立するための環境ができていないから

結婚しない人が増えたから

結婚年齢が高くなったから

仕事を重視する女性が増えたから

子育ての精神的・身体的負担が大きいから

子どもを欲しいと思わない人が増えたから

子どもの未来に不安があるから

子育てにより自由な時間が制限されるから

老後を子どもに頼ろうと思わなくなったから

結婚しないで子どもをもつことに対して抵抗感が強いから

住宅や遊び場などの生活環境がよくないから

その他

無回答

回答数 割合

子育ての経済的負担が大きいから 561 61.7%

仕事と子育てを両立するための環境ができていないから 433 47.6%

結婚しない人が増えたから 374 41.1%

結婚年齢が高くなったから 294 32.3%

仕事を重視する女性が増えたから 223 24.5%

子育ての精神的・身体的負担が大きいから 156 17.2%

子どもを欲しいと思わない人が増えたから 100 11.0%

子どもの未来に不安があるから 89 9.8%

子育てにより自由な時間が制限されるから 70 7.7%

老後を子どもに頼ろうと思わなくなったから 41 4.5%

結婚しないで子どもをもつことに対して抵抗感が強いから 25 2.8%

住宅や遊び場などの生活環境がよくないから 20 2.2%

その他 24 2.6%

無回答 17 1.9%

総計 909 100.0%
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少子化が進む主な原因についてみると、「子育ての経済的負担が大きいから」が 61.7％で最も高く、次

いで「仕事と子育てを両立するための環境ができていないから」（47.6％）、「結婚しない人が増えたから」

（41.1％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「子育ての経済的負担が大きいから」が最も高く（男性

63.3％、女性 60.5％）、次いで「仕事と子育てを両立するための環境ができていないから」、「結婚しない

人が増えたから」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「子育ての経済的負担が大きいから」が最も高く、40～49 歳において

は 7 割以上を占めている。次いで、18・19 歳と 70 歳以上では「結婚しない人が増えたから」、その他の

年代では「仕事と子育てを両立するための環境ができていないから」が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「子育ての経済的負担が大きいから」が最も高く、自営・

家族従業では 7割以上を占めている。次いで、家事専業では「仕事と子育てを両立するための環境がで

きていないから」、「結婚年齢が高くなったから」の順に高く、それ以外の職業では「仕事と子育てを両

立するための環境ができていないから」、「結婚しない人が増えたから」の順に高くなっている。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

※複数回答
（％）
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齢
が
高
く
な

っ

た
か
ら

仕
事
を
重
視
す
る
女
性
が
増
え
た
か
ら

子
育
て
の
精
神
的
・
身
体
的
負
担
が
大
き
い
か
ら

子
ど
も
を
欲
し
い
と
思
わ
な
い
人
が
増
え
た
か
ら

子
ど
も
の
未
来
に
不
安
が
あ
る
か
ら

子
育
て
に
よ
り
自
由
な
時
間
が
制
限
さ
れ
る
か
ら

老
後
を
子
ど
も
に
頼
ろ
う
と
思
わ
な
く
な

っ

た
か
ら

結
婚
し
な
い
で
子
ど
も
を
も
つ
こ
と
に

対
し
て
抵
抗
感
が
強
い
か
ら

住
宅
や
遊
び
場
な
ど
の
生
活
環
境
が
よ
く
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

909 61.7 47.6 41.1 32.3 24.5 17.2 11.0 9.8 7.7 4.5 2.8 2.2 2.6 1.9

　男性 414 63.3 46.6 43.7 29.5 22.0 19.3 11.4 8.5 7.7 5.1 2.7 2.9 2.7 1.9

　女性 491 60.5 48.5 39.3 34.8 26.7 15.5 10.4 10.8 7.5 4.1 2.9 1.4 2.6 1.8

　18、19歳 22 63.6 4.5 59.1 22.7 36.4 22.7 27.3 13.6 4.5 9.1 4.5 － － －

　20～29歳 103 68.9 48.5 34.0 21.4 28.2 20.4 15.5 8.7 5.8 － 3.9 3.9 1.9 2.9

　30～39歳 120 63.3 51.7 42.5 35.0 20.8 21.7 5.0 8.3 7.5 － 0.8 1.7 5.0 0.8

　40～49歳 127 73.2 52.8 33.1 38.6 11.8 16.5 12.6 7.1 9.4 2.4 4.7 0.8 4.7 －

　50～59歳 184 59.2 50.0 44.6 29.9 25.5 17.4 10.9 12.0 6.0 2.2 2.7 5.4 2.7 1.1

　60～69歳 167 62.9 52.1 44.9 31.7 25.7 13.8 6.6 11.4 7.2 9.0 2.4 0.6 1.8 0.6

　70歳以上 183 50.8 39.9 41.0 37.2 30.1 14.8 13.1 8.2 10.4 9.3 2.2 0.5 1.1 5.5

　自営・家族従業 56 71.4 46.4 37.5 32.1 26.8 12.5 10.7 8.9 5.4 5.4 3.6 3.6 5.4 －

　正社員 250 67.6 48.8 40.4 31.2 19.6 17.6 10.4 10.8 6.8 1.2 1.6 4.0 3.6 0.8

　公務員 54 53.7 50.0 46.3 37.0 22.2 24.1 5.6 5.6 7.4 1.9 3.7 － 7.4 －

　パート・アルバイト 129 58.9 51.2 44.2 30.2 26.4 10.1 12.4 11.6 7.0 3.1 4.7 2.3 3.1 0.8

　その他の非正社員 49 69.4 57.1 51.0 22.4 18.4 26.5 8.2 2.0 6.1 6.1 4.1 2.0 － －

　家事専業 90 61.1 54.4 34.4 44.4 25.6 18.9 8.9 11.1 6.7 4.4 － 1.1 － 2.2

　働いていない 251 58.2 41.4 40.6 31.5 28.3 17.9 13.1 9.2 11.2 8.8 3.6 0.4 1.6 3.6

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業
別
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問１６．あなたは、子育てに必要な支問１６．あなたは、子育てに必要な支問１６．あなたは、子育てに必要な支問１６．あなたは、子育てに必要な支援援援援等は何だと思いますか。（○は３つまで）等は何だと思いますか。（○は３つまで）等は何だと思いますか。（○は３つまで）等は何だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

出産・育児に対する経済的な支援の拡充 529 58.2%

保育サービスの充実 433 47.6%

出産・子育て後に再就職しやすい制度づくり 380 41.8%

子育て中の柔軟な勤務形態の普及 318 35.0%

こどもルーム事業や学童保育など、地域の子育て支援の充実 255 28.1%

父親が子育てに十分かかわることができる職場環境の整備 168 18.5%

ひとり親家庭の支援 130 14.3%

子育ての悩み相談の充実 78 8.6%

子育て中の専業主婦（夫）のリフレッシュのための支援 53 5.8%

子育て中の仲間づくり支援 33 3.6%

その他 14 1.5%

無回答 22 2.4%

総計 909 100.0%

58.2%

47.6%

41.8%

35.0%

28.1%

18.5%

14.3%

8.6%

5.8%

3.6%

1.5%

2.4%

0% 20% 40% 60%

出産・育児に対する経済的な支援の拡充

保育サービスの充実

出産・子育て後に再就職しやすい制度づくり

子育て中の柔軟な勤務形態の普及

こどもルーム事業や学童保育など、地域の子育て支援の充実

父親が子育てに十分かかわることができる職場環境の整備

ひとり親家庭の支援

子育ての悩み相談の充実

子育て中の専業主婦（夫）のリフレッシュのための支援

子育て中の仲間づくり支援

その他

無回答



84 

 

子育てに必要な支援等についてみると、「出産・育児に対する経済的な支援の拡充」が 58.2％で最も高

く、次いで「保育サービスの充実」（47.6％）、「出産・子育て後に再就職しやすい制度づくり」（41.8％）

となっている。 

性別にみると、男女とも「出産・育児に対する経済的な支援の拡充」が最も高く（男性 64.3％、女性

53.0％）、次いで「保育サービスの充実」、「出産・子育て後に再就職しやすい制度づくり」となっている。

また、女性においては「子育て中の柔軟な勤務形態の普及」（39.3％）や「こどもルーム事業や学童保育

など、地域の子育て支援の充実」（30.3％）が比較的高くなっている。 

年代別にみると、全ての年代で「出産・育児に対する経済的な支援の拡充」が最も高く（18・19 歳は

「出産・育児に対する経済的な支援の拡充」と「出産・子育て後に再就職しやすい制度づくり」が同率）、

20～29 歳と 30～39 歳では 7 割を超えている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「出産・育児に対する経済的な支援の拡充」が最も高くな

っている。公務員は「保育サービスの充実」（61.1％）や「子育て中の柔軟な勤務形態の普及」（53.7％）

も比較的高い割合を占めている。また、パート・アルバイトでは「出産・子育て後に再就職しやすい制

度づくり」が 50.4％と比較的高くなっている。 

    

    

    

※複数回答

（％）
サ

ン
プ

ル
数

出

産
・

育
児
に

対
す

る
経

済
的

な
支

援
の

拡
充

保

育
サー

ビ
ス

の
充

実

出

産
・

子
育
て

後
に

再
就

職
し

や
す

い
制

度
づ

く
り

子

育
て

中
の
柔

軟
な

勤
務

形
態

の
普

及

こ

ど
も

ルー

ム

事
業

や
学

童
保

育
な

ど

、

地

域
の

子
育
て

支
援

の
充

実

父

親
が

子
育
て

に
十

分
か

か
わ

る
こ

と
が

で

き
る

職
場
環

境
の

整
備

ひ

と
り

親
家
庭

の
支

援

子

育
て

の
悩
み

相
談

の
充

実

子

育
て

中
の
専

業
主

婦

（

夫

）

の

リ

フ
レ

ッ

シ

ュ

の
た

め
の

支
援

子

育
て

中
の
仲

間
づ

く
り

支
援

そ

の
他

無

回
答

909 58.2 47.6 41.8 35.0 28.1 18.5 14.3 8.6 5.8 3.6 1.5 2.4

　男性 414 64.3 50.7 40.6 30.2 25.4 20.5 11.4 8.5 6.5 3.6 1.2 2.4

　女性 491 53.0 45.4 42.8 39.3 30.3 16.7 16.7 8.4 5.3 3.7 1.8 2.4

　18、19歳 22 45.5 40.9 45.5 31.8 18.2 22.7 18.2 4.5 13.6 9.1 － －

　20～29歳 103 70.9 51.5 39.8 37.9 24.3 25.2 11.7 10.7 5.8 3.9 － －

　30～39歳 120 70.0 53.3 40.8 35.0 20.8 18.3 15.8 4.2 9.2 1.7 0.8 0.8

　40～49歳 127 67.7 47.2 35.4 40.2 30.7 17.3 15.7 4.7 6.3 2.4 0.8 0.8

　50～59歳 184 54.3 46.2 41.3 40.8 31.0 20.7 9.8 9.2 6.5 3.3 3.8 1.1

　60～69歳 167 50.3 47.9 44.3 34.7 29.9 16.8 16.8 12.0 3.6 5.4 1.2 2.4

　70歳以上 183 49.2 44.3 45.4 24.6 30.1 14.2 15.8 8.7 3.8 3.8 1.6 7.7

　自営・家族従業 56 51.8 48.2 48.2 39.3 19.6 19.6 14.3 7.1 8.9 5.4 3.6 －

　正社員 250 67.2 50.0 36.4 38.0 29.2 19.6 11.2 6.4 6.4 4.4 0.4 0.8

　公務員 54 66.7 61.1 22.2 53.7 24.1 20.4 14.8 3.7 3.7 1.9 － －

　パート・アルバイト 129 57.4 44.2 50.4 30.2 29.5 16.3 17.8 8.5 5.4 3.9 3.1 1.6

　その他の非正社員 49 67.3 49.0 40.8 32.7 24.5 26.5 14.3 4.1 2.0 6.1 － －

　家事専業 90 48.9 40.0 46.7 43.3 28.9 16.7 17.8 7.8 11.1 2.2 1.1 3.3

　働いていない 251 52.2 48.6 43.4 28.3 26.7 18.3 13.9 12.0 4.8 2.0 2.4 5.2

全　　　体

性

別

年

代
別

職

業
別
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問１７．問１７．問１７．問１７．妊娠妊娠妊娠妊娠・出産を・出産を・出産を・出産を担担担担う女性は、男性とはう女性は、男性とはう女性は、男性とはう女性は、男性とは異異異異なった体やなった体やなった体やなった体や心心心心の問の問の問の問題題題題にににに直面直面直面直面することがありますが、女性することがありますが、女性することがありますが、女性することがありますが、女性

の生の生の生の生涯涯涯涯ににににわわわわたるたるたるたる健康づ健康づ健康づ健康づくりのため、どのような支くりのため、どのような支くりのため、どのような支くりのため、どのような支援援援援が必要だと思いますか。（○は１つだけ）が必要だと思いますか。（○は１つだけ）が必要だと思いますか。（○は１つだけ）が必要だと思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の生涯にわたる健康づくりのために必要な支援についてみると、「医療機関での女性専門外来の設

置」が 33.2％で最も高く、次いで「女性の健康に関する情報の提供」（19.7％）が高くなっている。 

性別にみると、男性は「医療機関での女性専門外来の設置」が 27.8％で最も高く、次いで「わからな

い」（21.5％）、「女性の健康に関する情報の提供」（18.1％）となっている。女性は「医療機関での女性

専門外来の設置」が 38.1％で最も高く、次いで「女性の健康に関する情報の提供」（21.0％）、「わからな

い」（16.5％）となっている。また、男性は「保健所、保健福祉センターによる相談業務の充実」が女性

より高くなっている。 

年代別にみると、30～39 歳では「女性の健康に関する情報の提供」と「医療機関での女性専門外来の

設置」が 30.8％で最も高く、その他の年代では「医療機関での女性専門外来の設置」が最も高くなって

いる。また、70 歳以上においては、「保健所、保健福祉センターによる相談業務の充実」が 18.0％と比

較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「医療機関での女性専門外来の設置」が最も高く、自営・

家族従業では 4 割以上を占めている。なお、自営・家族従業では「女性の健康に関する情報の提供」も

28.6％と、比較的高くなっている。 

回答数 割合

女性の健康に関する情報の提供 179 19.7%

女性の健康に関する学習機会の充実 82 9.0%

保健所、保健福祉センターによる相談業務の充実 118 13.0%

医療機関での女性専門外来の設置 302 33.2%

わからない 171 18.8%

その他 18 2.0%

無回答 39 4.3%

総計 909 100.0%

女性の健康に関す

る情報の提供
19.7%

女性の健康に関す

る学習機会の充実
9.0%

保健所、保健福祉

センターによる

相談業務の充実
13.0%

医療機関での

女性専門外来の

設置
33.2%

わからない
18.8%

その他
2.0%

無回答
4.3%
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19.7 

18.1 

21.0 

13.6 

15.5 

30.8 

22.8 

21.2 

17.4 

14.2 

28.6 

19.2 

24.1 

20.2 

24.5 

24.4 

14.7 

9.0 

10.4 

7.7 

9.1 

12.6 

7.5 

11.0 

6.0 

11.4 

7.1 

5.4 

9.6 

9.3 

5.4 

16.3 

12.2 

8.0 

13.0 

17.4 

9.2 

9.1 

14.6 

5.8 

9.4 

12.0 

15.6 

18.0 

8.9 

14.4 

16.7 

10.1 

14.3 

7.8 

14.3 

33.2 

27.8 

38.1 

31.8 

35.0 

30.8 

38.6 

40.2 

28.1 

28.4 

41.1 

33.6 

33.3 

39.5 

26.5 

33.3 

30.7 

18.8 

21.5 

16.5 

27.3 

16.5 

20.8 

15.7 

15.8 

23.4 

18.6 

8.9 

19.2 

13.0 

20.2 

16.3 

15.6 

22.7 

2.0 

1.0 

2.9 

4.5 

2.9 

3.3 

2.4 

2.2 

0.6 

1.1 

3.6 

1.6 

1.9 

3.1 

2.0 

2.2 

1.6 

4.3 

3.9 

4.7 

4.5 

2.9 

0.8 

2.7 

3.6 

12.6 

3.6 

2.4 

1.9 

1.6 

4.4 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

女性の健康に関する情報の提供 女性の健康に関する学習機会の充実

保健所、保健福祉センターによる相談業務の充実 医療機関での女性専門外来の設置

わからない その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１８．あなたは、問１８．あなたは、問１８．あなたは、問１８．あなたは、※セ※セ※セ※セククククシュシュシュシュアル・アル・アル・アル・ハラスメンハラスメンハラスメンハラスメント（ト（ト（ト（セセセセククククハラハラハラハラ）について、ご）について、ご）について、ご）について、ご存じ存じ存じ存じですか。 ですか。 ですか。 ですか。 

（○は１つだけ）（○は１つだけ）（○は１つだけ）（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントについてみると、「少しは知っている」が 48.5％で最も高く、次いで「よ

く知っている」（44.7％）、「聞いたことはあるが内容は知らない」（5.0％）となっている。 

性別にみると、男性は「よく知っている」が 47.3％で最も高く、次いで「少しは知っている」（46.6％）、

「聞いたことはあるが内容は知らない」（4.1％）となっている。女性は「少しは知っている」が 49.9％

で最も高く、次いで「よく知っている」（42.8％）、「聞いたことはあるが内容は知らない」（5.5％）とな

っている。 

年代別にみると、18・19 歳、30～39 歳、70 歳以上では「少しは知っている」が最も高く、18・19 歳

は 86.4％を占めている。その他の年代では「よく知っている」が最も高くなっている。なお、18・19 歳

と 70歳以上においては、「聞いたことはあるが内容は知らない」が約 1 割を占めている。 

職業別にみると、正社員、公務員、その他の非正社員では「よく知っている」が最も高く、公務員に

おいては 6割を超えている。それ以外の職業では「少しは知っている」が最も高くなっている。 

    

６．ハラスメントについて６．ハラスメントについて６．ハラスメントについて６．ハラスメントについて 

よく知っている

44.7%
少しは

知っている

48.5%

聞いたことは

あるが内容は

知らない

5.0%

全く知らない

0.4%
無回答

1.4%

回答数 割合

よく知っている 406 44.7%

少しは知っている 441 48.5%

聞いたことはあるが内容は知らない 45 5.0%

全く知らない 4 0.4%

無回答 13 1.4%

総計 909 100.0%



88 

 

    

    

    

    

    

    

44.7 

47.3 

42.8 

4.5 

52.4 

40.0 

52.0 

50.0 

46.1 

36.6 

39.3 

49.6 

61.1 

46.5 

55.1 

36.7 

38.2 

48.5 

46.6 

49.9 

86.4 

45.6 

57.5 

45.7 

45.7 

44.9 

48.1 

55.4 

46.4 

38.9 

47.3 

44.9 

53.3 

51.0 

5.0 

4.1 

5.5 

9.1 

1.0 

1.7 

2.4 

2.7 

8.4 

9.3 

3.6 

2.8 

6.2 

7.8 

6.8 

0.4 

0.5 

0.4 

1.0 

0.8 

0.5 

0.5 

1.8 

0.8 

0.4 

1.4 

1.4 

1.4 

1.1 

0.6 

5.5 

0.4 

2.2 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１８の１．あなたは、今まで問１８の１．あなたは、今まで問１８の１．あなたは、今まで問１８の１．あなたは、今までセセセセククククハラハラハラハラのののの経験経験経験経験や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

セクハラの経験や見聞きについてみると、「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことが

ある」が 65.5％で最も高く、次いで「友人、知人などの中にセクハラを受けたことがある人がいる」

（19.9％）、「実際に受けたことがある」（11.6％）となっている。 

性別にみると、男女とも「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある」が 6 割以

上で最も高くなっている。次いで、男性は「友人、知人などの中にセクハラを受けたことがある人がい

る」（20.3％）、「全く知らない」（7.5％）、女性は「実際に受けたことがある」（20.4％）、「友人、知人な

どの中にセクハラを受けたことがある人がいる」（19.8％）となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある」が

最も高くなっている。次いで、18・19 歳では「全く知らない」、その他の年代では「友人、知人などの中

にセクハラを受けたことがある人がいる」が高くなっている。なお、40～49 歳は「実際に受けたことが

ある」が全ての年代の中で一番高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたこと

がある」が最も高く、次いで「友人、知人などの中にセクハラを受けたことがある人がいる」、「実際に

受けたことがある」となっている。 

    

    

    

11.6%

19.9%

65.5%

5.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

実際に受けたことがある

友人、知人などの中にセクハラを

受けたことがある人がいる

実際は知らないが、テレビや新聞などで

見聞きしたことがある

全く知らない

無回答

回答数 割合

実際に受けたことがある 105 11.6%

友人、知人などの中にセクハラを受けたことがある人がいる 181 19.9%

実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある 595 65.5%

全く知らない 46 5.1%

無回答 22 2.4%

総計 909 100.0%



90 

 

    

    

    

    

    

※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

実

際

に

受

け

た

こ

と

が

あ

る

友

人

、

知

人

な

ど

の

中

に

セ

ク

ハ

ラ

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

人

が

い

る

実

際

は

知

ら

な

い

が

、

テ

レ

ビ

や

新

聞

な

ど

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

知

ら

な

い

無

回

答

909 11.6 19.9 65.5 5.1 2.4

　男性 414 1.2 20.3 69.1 7.5 2.9

　女性 491 20.4 19.8 62.1 3.1 2.0

　18、19歳 22 9.1 9.1 77.3 13.6 －

　20～29歳 103 11.7 15.5 65.0 9.7 －

　30～39歳 120 16.7 23.3 58.3 5.0 －

　40～49歳 127 18.1 28.3 59.1 3.1 －

　50～59歳 184 14.1 24.5 64.1 2.2 2.2

　60～69歳 167 8.4 18.6 71.3 3.6 1.2

　70歳以上 183 4.4 12.0 69.4 7.1 8.7

　自営・家族従業 56 10.7 21.4 64.3 5.4 1.8

　正社員 250 10.4 20.4 66.0 5.6 0.4

　公務員 54 7.4 33.3 64.8 1.9 －

　パート・アルバイト 129 15.5 18.6 70.5 0.8 0.8

　その他の非正社員 49 18.4 26.5 51.0 8.2 －

　家事専業 90 15.6 25.6 60.0 2.2 3.3

　働いていない 251 9.6 13.1 67.7 7.6 5.6

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問１８の２． 問１８の１で、実問１８の２． 問１８の１で、実問１８の２． 問１８の１で、実問１８の２． 問１８の１で、実際際際際にににに受受受受けたことがある方は、けたことがある方は、けたことがある方は、けたことがある方は、誰誰誰誰か（どこか）にか（どこか）にか（どこか）にか（どこか）に相談相談相談相談をしましたか。 をしましたか。 をしましたか。 をしましたか。 

（○はいくつでも）（○はいくつでも）（○はいくつでも）（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

実際にセクハラを受けた方の相談についてみると、「友人、知人などに相談した」が 48.6％で最も高く、

次いで「誰（どこ）にも相談しなかった」（29.5％）、「家族に相談した」（21.9％）となっている。 

性別にみると、男性は「友人、知人などに相談した」、「誰（どこ）にも相談しなかった」が 40.0％で

最も高く、次いで「上司、同僚に相談した」（20.0％）となっている。女性は「友人、知人などに相談し

た」が 49.0％で最も高く、次いで「誰（どこ）にも相談しなかった」（29.0％）、「家族に相談した」（23.0％）

となっている。 

年代別にみると、70 歳以上では「誰（どこ）にも相談しなかった」、その他の年代では「友人、知人な

どに相談した」が最も高くなっている（18・19 歳は「友人、知人などに相談した」と「家族に相談した」

が同率）。 

職業別にみると、働いていないでは「誰（どこ）にも相談しなかった」、それ以外の職業においては「友

人、知人などに相談した」が最も高くなっている。また、公務員は「公的機関（労働局雇用均等室や役

所の相談窓口など）に相談した」が 25.0％を占め、比較的高くなっている。 

回答数 割合

友人、知人などに相談した 51 48.6%

誰（どこ）にも相談しなかった 31 29.5%

家族に相談した 23 21.9%

上司、同僚に相談した 22 21.0%

公的機関（労働局雇用均等室や役所の相談窓口など）に相談した 3 2.9%

NPO法人や民間（弁護士など）の相談窓口に相談した 3 2.9%

職場内の相談窓口に相談した 2 1.9%

その他 5 4.8%

総計 105 100.0%

48.6%

29.5%

21.9%

21.0%

2.9%

2.9%

1.9%

4.8%

0% 20% 40% 60%

友人、知人などに相談した

誰（どこ）にも相談しなかった

家族に相談した

上司、同僚に相談した

公的機関（労働局雇用均等室や

役所の相談窓口など）に相談した

NPO法人や民間（弁護士など）の

相談窓口に相談した

職場内の相談窓口に相談した

その他



92 

 

    

    

    

    

    

    

※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

友

人

、

知

人

な

ど

に

相

談

し

た

誰

（

ど

こ

）

に

も

相

談

し

な

か

っ

た

家

族

に

相

談

し

た

上

司

、

同

僚

に

相

談

し

た

公

的

機

関

（

労

働

局

雇

用

均

等

室

や

役

所

の

相

談

窓

口

な

ど
）

に

相

談

し

た

N

P

O

法

人

や

民

間

（

弁

護

士

な

ど

）

の

相

談

窓

口

に

相

談

し

た

職

場

内

の

相

談

窓

口

に

相

談

し

た

そ

の

他

105 48.6 29.5 21.9 21.0 2.9 2.9 1.9 4.8

　男性 5 40.0 40.0 － 20.0 － － － －

　女性 100 49.0 29.0 23.0 21.0 3.0 3.0 2.0 5.0

　18、19歳 2 50.0 － 50.0 － － － － －

　20～29歳 12 50.0 25.0 16.7 25.0 － － － －

　30～39歳 20 50.0 25.0 25.0 25.0 － － 5.0 5.0

　40～49歳 23 69.6 26.1 21.7 26.1 4.3 8.7 － －

　50～59歳 26 42.3 34.6 23.1 23.1 3.8 － － 11.5

　60～69歳 14 42.9 28.6 28.6 7.1 7.1 － 7.1 －

　70歳以上 8 12.5 50.0 － 12.5 － 12.5 － 12.5

　自営・家族従業 6 50.0 16.7 50.0 16.7 － － 16.7 －

　正社員 26 57.7 19.2 23.1 30.8 － － － 3.8

　公務員 4 75.0 － 25.0 25.0 25.0 － － －

　パート・アルバイト 20 65.0 25.0 20.0 25.0 5.0 5.0 5.0 5.0

　その他の非正社員 9 55.6 44.4 － － － － － 11.1

　家事専業 14 42.9 35.7 35.7 21.4 － 7.1 － －

　働いていない 24 25.0 37.5 16.7 16.7 4.2 4.2 － 8.3

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問１９．あなたは、問１９．あなたは、問１９．あなたは、問１９．あなたは、※マタニティ※マタニティ※マタニティ※マタニティ・・・・ハラスメンハラスメンハラスメンハラスメント（ト（ト（ト（マタハラマタハラマタハラマタハラ）について、ご）について、ご）について、ご）について、ご存じ存じ存じ存じですか。（○は１つだけ）ですか。（○は１つだけ）ですか。（○は１つだけ）ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタニティ・ハラスメントについてみると、「少しは知っている」が 48.5％で最も高く、次いで「よく

知っている」（28.9％）、「聞いたことはあるが内容は知らない」（14.2％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「少しは知っている」が最も高く（男性47.6％、女性49.1％）、

次いで「よく知っている」、「聞いたことはあるが内容は知らない」となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「少しは知っている」が最も高くなっている。次いで、18・19 歳では

「全くしらない」が 22.7％を占めて高く、その他の年代では「よく知っている」が高くなっている。ま

た、60～69 歳と 70 歳以上では「聞いたことはあるが内容は知らない」が 2割以上で、比較的高くなって

いる。 

職業別にみると、いずれの職業においても「少しは知っている」が最も高くなっている。次いで「よ

く知っている」が高くなっており、公務員では 46.3％を占めている。家事専業、働いていないでは「聞

いたことはあるが内容は知らない」が 18％以上で、比較的高くなっている。 

    

 

 

 

 

よく知っている

28.9%

少しは知っている

48.5%

聞いたことは

あるが内容は

知らない

14.2%

全く知らない

6.1%

無回答

2.3%

回答数 割合

よく知っている 263 28.9%

少しは知っている 441 48.5%

聞いたことはあるが内容は知らない 129 14.2%

全く知らない 55 6.1%

無回答 21 2.3%

総計 909 100.0%
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28.9 

26.6 

31.2 

4.5 

32.0 

27.5 

37.0 

33.2 

28.7 

21.3 

33.9 

33.2 

46.3 

33.3 

20.4 

22.2 

22.3 

48.5 

47.6 

49.1 

54.5 

48.5 

55.8 

53.5 

52.7 

44.3 

39.3 

44.6 

49.6 

48.1 

46.5 

67.3 

53.3 

45.4 

14.2 

15.2 

13.2 

18.2 

9.7 

10.8 

8.7 

9.2 

21.0 

20.8 

14.3 

10.8 

3.7 

15.5 

4.1 

18.9 

18.3 

6.1 

7.7 

4.7 

22.7 

9.7 

5.8 

0.8 

3.3 

5.4 

9.3 

5.4 

5.6 

1.9 

4.7 

8.2 

3.3 

8.8 

2.3 

2.9 

1.8 

1.6 

0.6 

9.3 

1.8 

0.8 

2.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問１９の１．あなたは、今まで問１９の１．あなたは、今まで問１９の１．あなたは、今まで問１９の１．あなたは、今までマタハラマタハラマタハラマタハラのののの経験経験経験経験や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

マタハラの経験や見聞きについてみると、「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことが

ある」が 68.4％で最も高く、次いで「全く知らない」（17.8％）、「友人、知人などの中にマタハラを受け

たことがある人がいる」（6.7％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたこと

がある」が最も高く（男性 65.7％、女性 70.5％）、次いで「全く知らない」、「友人、知人などの中にマ

タハラを受けたことがある人がいる」となっている。女性は男性に比べて「実際は知らないが、テレビ

や新聞などで見聞きしたことがある」が高くなっているが、一方男性は「全く知らない」が女性に比べ

て高くなっている。 

年代別にみると、全ての年代で「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある」が

最も高くなっている。20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳では、「実際に受けたことがある」と「友人、知

人などの中にマタハラを受けたことがある人がいる」を合わせると 1 割以上を占めている。また、18・

19 歳と 20～29 歳では、「全く知らない」が 3割前後で比較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたこと

がある」が最も高く、次いで「全く知らない」、「友人、知人などの中にマタハラを受けたことがある人

がいる」となっている。 

    

回答数 割合

実際に受けたことがある 17 1.9%

友人、知人などの中にマタハラを受けたことがある人がいる 61 6.7%

実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある 622 68.4%

全く知らない 162 17.8%

無回答 49 5.4%

総計 909 100.0%

1.9%

6.7%

68.4%

17.8%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80%

実際に受けたことがある

友人、知人などの中にマタハラを

受けたことがある人がいる

実際は知らないが、テレビや新聞などで

見聞きしたことがある

全く知らない

無回答
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※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

実

際

に

受

け

た

こ

と

が

あ

る

友

人

、

知

人

な

ど

の

中

に

マ

タ

ハ

ラ

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

人

が

い

る

実

際

は

知

ら

な

い

が

、

テ

レ

ビ

や

新

聞

な

ど

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

知

ら

な

い

無

回

答

909 1.9 6.7 68.4 17.8 5.4

　男性 414 0.5 3.6 65.7 23.7 7.0

　女性 491 3.1 9.4 70.5 13.0 4.1

　18、19歳 22 － 4.5 59.1 36.4 －

　20～29歳 103 1.9 11.7 59.2 27.2 －

　30～39歳 120 5.0 9.2 69.2 15.8 0.8

　40～49歳 127 3.1 7.9 77.2 11.0 0.8

　50～59歳 184 1.6 7.1 72.8 16.3 2.2

　60～69歳 167 － 4.8 69.5 18.0 8.4

　70歳以上 183 1.1 3.3 62.3 18.0 15.8

　自営・家族従業 56 1.8 10.7 67.9 14.3 5.4

　正社員 250 3.2 5.6 67.6 21.6 2.0

　公務員 54 1.9 9.3 75.9 13.0 －

　パート・アルバイト 129 2.3 9.3 70.5 14.7 3.1

　その他の非正社員 49 2.0 10.2 73.5 14.3 －

　家事専業 90 1.1 10.0 73.3 12.2 3.3

　働いていない 251 0.8 3.2 64.5 21.1 11.2

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問１９の２．問１９の１で、実問１９の２．問１９の１で、実問１９の２．問１９の１で、実問１９の２．問１９の１で、実際際際際にににに受受受受けたことがある方は、けたことがある方は、けたことがある方は、けたことがある方は、誰誰誰誰か（どこか）にか（どこか）にか（どこか）にか（どこか）に相談相談相談相談をしましたか。 をしましたか。 をしましたか。 をしましたか。 

（○はいくつでも） （○はいくつでも） （○はいくつでも） （○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

実際にマタハラを受けた方の相談についてみると、「友人、知人などに相談した」が 47.1％で最も高く、

次いで「家族に相談した」（41.2％）、「誰（どこ）にも相談しなかった」（23.5％）となっている。 

性別にみると、男性は「上司、同僚に相談した」と「無回答」の 2 件となっている。女性は「友人、

知人などに相談した」が 53.3％で最も高く、次いで「家族に相談した」（46.7％）、「誰（どこ）にも相談

しなかった」（26.7％）となっている。 

年代別にみると、30～39 歳では「家族に相談した」、40～49 歳では「友人、知人などに相談した」が

最も高く、50～59 歳では「誰（どこ）にも相談しなかった」が 6割以上で最も高くなっている。 

職業別にみると、正社員では「家族に相談した」、パート・アルバイトでは「友人、知人などに相談し

た」が最も高くなっている。 

    

回答数 割合

友人、知人などに相談した 8 47.1%

家族に相談した 7 41.2%

誰（どこ）にも相談しなかった 4 23.5%

公的機関（労働局雇用均等室や役所の相談窓口など）に相談した 3 17.6%

上司、同僚に相談した 2 11.8%

職場内の相談窓口に相談した 1 5.9%

NPO法人や民間（弁護士など）の相談窓口に相談した 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 1 5.9%

総計 17 100.0%

47.1%

41.2%

23.5%

17.6%

11.8%

5.9%

0.0%

0.0%

5.9%

0% 20% 40% 60%

友人、知人などに相談した

家族に相談した

誰（どこ）にも相談しなかった

公的機関（労働局雇用均等室や

役所の相談窓口など）に相談した

上司、同僚に相談した

職場内の相談窓口に相談した

NPO法人や民間（弁護士など）の

相談窓口に相談した

その他

無回答
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※複数回答
（％）

サ
ン
プ
ル
数

友
人

、

知
人
な
ど
に
相
談
し
た

家
族
に
相
談
し
た

誰

（

ど
こ

）

に
も
相
談
し
な
か

っ

た

公
的
機
関

（

労
働
局
雇
用
均
等
室
や

役
所
の
相
談
窓
口
な
ど

）

に
相
談
し
た

上
司

、

同
僚
に
相
談
し
た

職
場
内
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

N
P
O
法
人
や
民
間

（

弁
護
士
な
ど

）

の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

そ
の
他

無
回
答

17 47.1 41.2 23.5 17.6 11.8 5.9 0.0 0.0 5.9

　男性 2 － － － － 50.0 － － － 50.0

　女性 15 53.3 46.7 26.7 20.0 6.7 6.7 － － －

　18、19歳 0 － － － － － － － － －

　20～29歳 2 100.0 100.0 － 50.0 － 50.0 － － －

　30～39歳 6 33.3 50.0 － 16.7 33.3 － － － －

　40～49歳 4 75.0 50.0 25.0 － － － － － －

　50～59歳 3 － － 66.7 － － － － － 33.3

　60～69歳 0 － － － － － － － － －

　70歳以上 2 50.0 － 50.0 50.0 － － － － －

　自営・家族従業 1 100.0 － 100.0 － － － － － －

　正社員 8 37.5 50.0 25.0 12.5 12.5 － － － 12.5

　公務員 1 100.0 － － － － － － － －

　パート・アルバイト 3 66.7 33.3 － 33.3 33.3 33.3 － － －

　その他の非正社員 1 － 100.0 － － － － － － －

　家事専業 1 100.0 － － 100.0 － － － － －

　働いていない 2 － 50.0 50.0 － － － － － －

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業
別
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問２０．あなたは、問２０．あなたは、問２０．あなたは、問２０．あなたは、※ドメスティッ※ドメスティッ※ドメスティッ※ドメスティック・バイク・バイク・バイク・バイオレンスオレンスオレンスオレンスについて、ごについて、ごについて、ごについて、ご存じ存じ存じ存じですか。（○は１つだけ） ですか。（○は１つだけ） ですか。（○は１つだけ） ですか。（○は１つだけ） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ドメスティック・バイオレンスについてみると、「少しは知っている」が 45.7％で最も高く、次いで「よ

く知っている」（36.7％）、「聞いたことはあるが内容は知らない」（9.4％）となっている。 

性別にみると、男女とも「少しは知っている」が最も高く、次いで「よく知っている」、「聞いたこと

はあるが内容は知らない」となっている。また、女性は「よく知っている」が 4 割を超え、男性より高

くなっている。 

年代別にみると、40～49 歳では「よく知っている」が半数を超えて最も高く、その他の年代では「少

しは知っている」が最も高くなっている。18・19 歳、70 歳以上においては、「全く知らない」が 1 割以

上で比較的高くなっている。 

職業別にみると、公務員、パート・アルバイトでは「よく知っている」が最も高く、公務員において

は 63.0％を占めている。それ以外の職業では、「少しは知っている」が最も高くなっている。 

    

    

    

    

７．ドメスティック・バイオレンスについて７．ドメスティック・バイオレンスについて７．ドメスティック・バイオレンスについて７．ドメスティック・バイオレンスについて 

回答数 割合

よく知っている 334 36.7%

少しは知っている 415 45.7%

聞いたことはあるが内容は知らない 85 9.4%

全く知らない 45 5.0%

無回答 30 3.3%

総計 909 100.0%
よく知っている

36.7%

少しは

知っている

45.7%

聞いたことは

あるが内容は

知らない

9.4%

全く知らない

5.0%

無回答

3.3%
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36.7 

32.9 

40.1 

13.6 

43.7 

40.0 

50.4 

41.8 

34.1 

21.3 

41.1 

40.4 

63.0 

41.9 

32.7 

33.3 

26.7 

45.7 

47.8 

43.8 

59.1 

49.5 

51.7 

44.9 

47.8 

41.3 

40.4 

48.2 

50.4 

37.0 

41.1 

55.1 

45.6 

44.2 

9.4 

10.6 

8.4 

13.6 

3.9 

6.7 

3.9 

7.1 

13.8 

15.8 

5.4 

6.8 

10.1 

10.2 

12.2 

12.4 

5.0 

5.6 

4.3 

13.6 

2.9 

0.8 

1.1 

7.2 

12.6 

3.6 

1.6 

3.9 

2.0 

5.6 

10.8 

3.3 

3.1 

3.5 

0.8 

0.8 

2.2 

3.6 

9.8 

1.8 

0.8 

3.1 

3.3 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

よく知っている 少しは知っている

聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問２０の１．問２０の１．問２０の１．問２０の１．下記下記下記下記の行の行の行の行為為為為ははははドメスティッドメスティッドメスティッドメスティック・バイク・バイク・バイク・バイオレンスオレンスオレンスオレンスにににに該該該該当すると思いますか。（○はいくつでも） 当すると思いますか。（○はいくつでも） 当すると思いますか。（○はいくつでも） 当すると思いますか。（○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

回答数 割合

気に入らないことがあると、殴ったり、蹴ったり、物を投げつけたりする 795 87.5%

「殺すぞ」「なぐるぞ」「死ね」など脅すようなことを言う 737 81.1%

子どもに暴力を振るい、子どもを守るために相手が言うことをきくように仕向ける 695 76.5%

相手を馬鹿にしたり、人格を否定するような暴言を吐く 667 73.4%

無理やり性的行為を強要したり、避妊、性病予防などに協力しない 644 70.8%

大声でどなる 591 65.0%

電話やメール、行動などを細かくチェックしたり、交友関係や外出などを制限する 523 57.5%

生活費を渡さない 511 56.2%

見たくないのにポルノ雑誌やポルノビデオを見せる 500 55.0%

話しかけても、無視し続ける 447 49.2%

無回答 63 6.9%

総計 909 100.0%

87.5%

81.1%

76.5%

73.4%

70.8%

65.0%

57.5%

56.2%

55.0%

49.2%

6.9%

0% 25% 50% 75% 100%

気に入らないことがあると、殴ったり、蹴ったり、

物を投げつけたりする

「殺すぞ」「なぐるぞ」「死ね」など脅すようなことを言う

子どもに暴力を振るい、子どもを守るために

相手が言うことをきくように仕向ける

相手を馬鹿にしたり、人格を否定するような暴言を吐く

無理やり性的行為を強要したり、避妊、

性病予防などに協力しない

大声でどなる

電話やメール、行動などを細かくチェックしたり、

交友関係や外出などを制限する

生活費を渡さない

見たくないのにポルノ雑誌やポルノビデオを見せる

話しかけても、無視し続ける

無回答
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ドメスティック・バイオレンスに該当すると思う行為についてみると、ほとんど全ての行為において

過半数が該当すると回答しており、「話しかけても、無視し続ける」のみ 49.2％と半数以下となっている。

なお、「気に入らないことがあると、殴ったり、蹴ったり、物を投げつけたりする」（87.5％）、「「殺すぞ」

「なぐるぞ」「死ね」など脅すようなことを言う」（81.1％）、「子どもに暴力を振るい、子どもを守るた

めに相手が言うことをきくように仕向ける」（76.5％）が順に上位を占めている。 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっているが、女性は「話しかけても、無視し続け

る」も過半数の 51.3％が該当すると回答している。 

年代別にみると、18・19 歳では「大声でどなる」、「話しかけても、無視し続ける」は半数以下となっ

ている。また、60～69 歳と 70歳以上では、半数以下となっている行為が比較的多くなっているのが特徴

的である。 

職業別にみると、公務員では全ての行為について 7 割を超えている。働いていないでは、半数以下と

なっている行為が比較的多くなっている。 

    

    

    

    

    

    

    

    

※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

気

に

入

ら

な

い

こ

と

が

あ

る

と

、

殴

っ

た

り

、

蹴

っ

た

り

、

物

を

投

げ

つ

け

た

り

す

る

「

殺

す

ぞ

」
「

な

ぐ

る

ぞ

」
「

死

ね

」
な

ど

脅

す

よ

う

な

こ

と

を

言

う

子

ど

も

に

暴

力

を

振

る

い

、

子

ど

も

を

守

る

た

め

に

相

手

が

言

う

こ

と

を

き

く

よ

う

に

仕

向

け

る

相

手

を

馬

鹿

に

し

た

り

、

人

格

を

否

定

す

る

よ

う

な

暴

言

を

吐

く

無

理

や

り

性

的

行

為

を

強

要

し

た

り

、

避

妊

、

性

病

予

防

な

ど

に

協

力

し

な

い

大

声

で

ど

な

る

電

話

や

メー

ル

、

行

動

な

ど

を

細

か

く

チ

ェ
ッ

ク

し

た

り

、

交

友

関

係

や

外

出

な

ど

を

制

限

す

る

生

活

費

を

渡

さ

な

い

見

た

く

な

い

の

に

ポ

ル

ノ

雑

誌

や

ポ

ル

ノ

ビ

デ

オ

を

見

せ

る

話

し

か

け

て

も

、

無

視

し

続

け

る

無

回

答

909 87.5 81.1 76.5 73.4 70.8 65.0 57.5 56.2 55.0 49.2 6.9

　男性 414 86.5 79.7 73.4 72.5 69.1 60.9 56.5 53.9 53.6 46.9 6.3

　女性 491 88.6 82.7 79.4 74.5 72.7 68.6 58.7 58.5 56.4 51.3 7.3

　18、19歳 22 86.4 77.3 72.7 59.1 63.6 40.9 50.0 50.0 54.5 27.3 4.5

　20～29歳 103 94.2 87.4 84.5 75.7 83.5 61.2 63.1 52.4 60.2 48.5 1.0

　30～39歳 120 95.0 90.8 91.7 84.2 82.5 78.3 65.0 72.5 71.7 60.0 1.7

　40～49歳 127 96.9 92.9 91.3 89.0 79.5 79.5 66.1 62.2 65.4 59.8 －

　50～59歳 184 96.2 88.6 86.4 81.0 83.7 76.1 67.4 69.0 64.7 59.2 2.2

　60～69歳 167 84.4 75.4 66.5 67.1 58.7 61.7 50.3 46.7 42.5 40.7 8.4

　70歳以上 183 67.2 61.7 51.9 55.2 49.7 43.7 41.5 41.0 36.6 36.1 21.9

　自営・家族従業 56 94.6 85.7 87.5 75.0 78.6 69.6 60.7 69.6 57.1 58.9 3.6

　正社員 250 94.4 88.8 85.2 80.4 77.2 72.8 62.8 58.8 60.4 52.8 1.2

　公務員 54 96.3 98.1 88.9 88.9 92.6 92.6 81.5 83.3 88.9 77.8 －

　パート・アルバイト 129 93.8 84.5 84.5 74.4 75.2 64.3 59.7 60.5 51.2 49.6 2.3

　その他の非正社員 49 91.8 85.7 83.7 83.7 77.6 65.3 63.3 53.1 61.2 53.1 －

　家事専業 90 86.7 77.8 70.0 68.9 70.0 65.6 52.2 60.0 57.8 53.3 8.9

　働いていない 251 76.1 69.3 61.0 63.3 58.2 53.0 49.0 44.2 45.0 36.3 15.5

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問２０の２．あなたはこれまでに、問２０の２．あなたはこれまでに、問２０の２．あなたはこれまでに、問２０の２．あなたはこれまでに、配偶配偶配偶配偶者や者や者や者や恋人恋人恋人恋人からからからから下記下記下記下記（P（P（P（P104104104104）の）の）の）のａａａａ～～～～ｅｅｅｅのような行のような行のような行のような行為為為為をををを受受受受けたことけたことけたことけたこと

や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） や見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ａ～ｅのような行為を受けたことや見聞きしたことについてみると、「実際に受けたことがある」が

10.8％、「友人・知人などにそのような行為と受けたことがある人を知っている」が 14.1％、「実際は知

らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある」が 55.2％で過半数を占め、「全く知らない」は

13.2％となっている。 

性別にみると、男性は「実際に受けたことがある」が 3.4％、「友人・知人などにそのような行為と受

けたことがある人を知っている」が 11.8％、「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことが

ある」が 58.5％で、「全く知らない」は 16.7％で女性より高くなっている。女性は「実際に受けたこと

がある」が 16.9％で男性より高く、「友人・知人などにそのような行為と受けたことがある人を知ってい

る」も 16.1％、「実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある」は 52.5％で、「全く知

らない」が 10.4％となっている。 

年代別にみると、40～49 歳は「実際に受けたことがある」、「友人・知人などにそのような行為と受け

たことがある人を知っている」が比較的高くなっているが、70 歳以上では比較的低くなっている。また、

18・19 歳では「全く知らない」が 3割以上を占めている。 

職業別にみると、自営・家族従業では「実際に受けたことがある」（14.3％）と「友人・知人などにそ

のような行為と受けたことがある人を知っている」（26.8％）が比較的高くなっており、合わせると 4 

割を超えている。 

    

10.8%

14.1%

55.2%

13.2%

7.9%

0% 20% 40% 60%

実際に受けたことがある

友人・知人などにそのような行為を

受けたことがある人を知っている

実際は知らないが、テレビや新聞などで

見聞きしたことがある

全く知らない

無回答

回答数 割合

実際に受けたことがある 98 10.8%

友人・知人などにそのような行為を受けたことがある人を知っている 128 14.1%

実際は知らないが、テレビや新聞などで見聞きしたことがある 502 55.2%

全く知らない 120 13.2%

無回答 72 7.9%

総計 909 100.0%
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※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

実

際

に

受

け

た

こ

と

が

あ

る

友

人

・

知

人

な

ど

に

そ

の

よ

う

な

行

為

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

人

を

知

っ

て

い

る

実

際

は

知

ら

な

い

が

、

テ

レ

ビ

や

新

聞

な

ど

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

知

ら

な

い

無

回

答

909 10.8 14.1 55.2 13.2 7.9

　男性 414 3.4 11.8 58.5 16.7 9.7

　女性 491 16.9 16.1 52.5 10.4 6.3

　18、19歳 22 － 9.1 54.5 31.8 4.5

　20～29歳 103 10.7 16.5 54.4 17.5 2.9

　30～39歳 120 13.3 16.7 55.0 12.5 3.3

　40～49歳 127 16.5 19.7 54.3 11.0 1.6

　50～59歳 184 9.8 15.8 60.3 9.8 4.9

　60～69歳 167 11.4 13.2 52.1 16.8 7.8

　70歳以上 183 7.1 7.1 54.1 10.9 21.3

　自営・家族従業 56 14.3 26.8 48.2 3.6 8.9

　正社員 250 11.2 14.0 56.0 17.6 3.2

　公務員 54 5.6 22.2 68.5 5.6 －

　パート・アルバイト 129 16.3 12.4 50.4 16.3 5.4

　その他の非正社員 49 8.2 12.2 73.5 6.1 －

　家事専業 90 14.4 16.7 56.7 12.2 3.3

　働いていない 251 6.8 11.2 53.4 12.7 15.9

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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◆「実◆「実◆「実◆「実際際際際にににに受受受受けたことがある」と回答した方の内けたことがある」と回答した方の内けたことがある」と回答した方の内けたことがある」と回答した方の内容容容容    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 実際に受けたことがある内容についてみると、「精神的に追いつめる」が 67.3％で最も高く、次いで「身

体への暴力」（55.1％）、「威嚇・脅し」（24.5％）となっている。 

性別にみると、男女とも「精神的に追いつめる」が最も高く、次いで「身体への暴力」が高くなって

いる。さらに、女性では「威嚇・脅し」と「性に関すること」（共に 26.5％）が順に続いている。 

年代別にみると、60～69 歳では「身体への暴力」が 57.9％最も高く、70歳以上では「身体への暴力」

と「精神的に追いつめる」が 69.2％で最も高くなっている。その他の年代では「精神的に追いつめる」

が最も高くなっている。 

職業別にみると、働いていないでは「身体への暴力」、それ以外の職業では「精神的に追いつめる」が

最も高くなっている。 

    

    

55.1%

24.5%

67.3%

22.4%

22.4%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80%

a.身体への暴力

b.威嚇・脅し

c.精神的に追いつめる

d.経済的に追いつめる

e.性に関すること

無回答

回答数 割合

a.身体への暴力

（たたく・なぐる・ける・首をしめる・物を投げつけるなど）
54 55.1%

b.威嚇・脅し
（「殺すぞ」「なぐるぞ」などと言う・刃物で脅すなど）

24 24.5%

c.精神的に追いつめる（大声でどなる・無視する・物にあたる、壊す・人格を
否定するような暴言を吐く、交友関係や行動を監視したり制限するなど）

66 67.3%

d.経済的に追いつめる
（生活費を渡さない、使わせない・借金を強要するなど）

22 22.4%

e.性に関すること（見たくないのにポルノビデオや雑誌を見せる・性行為を
強要する・避妊に協力しないなど）

22 22.4%

無回答 6 6.1%

総計 98 100.0%
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※複数回答
（％）

サ
ン

プ
ル

数

a
.

身
体

へ
の

暴
力

b
.

威
嚇

・
脅

し

c
.

精
神

的
に

追
い

つ
め

る

d
.

経
済

的
に

追
い

つ
め

る

e
.

性
に

関
す

る
こ

と

無
回

答

98 55.1 24.5 67.3 22.4 22.4 6.1

　男性 14 42.9 14.3 50.0 7.1 － 14.3

　女性 83 56.6 26.5 71.1 25.3 26.5 4.8

　18、19歳 0 － － － － － －

　20～29歳 11 27.3 9.1 72.7 9.1 27.3 9.1

　30～39歳 16 50.0 18.8 68.8 18.8 25.0 6.3

　40～49歳 21 57.1 33.3 76.2 28.6 23.8 4.8

　50～59歳 18 61.1 16.7 66.7 16.7 22.2 5.6

　60～69歳 19 57.9 31.6 52.6 31.6 15.8 5.3

　70歳以上 13 69.2 30.8 69.2 23.1 23.1 7.7

　自営・家族従業 8 50.0 37.5 62.5 37.5 37.5 12.5

　正社員 28 46.4 14.3 57.1 17.9 14.3 14.3

　公務員 3 33.3 － 66.7 － － －

　パート・アルバイト 21 57.1 33.3 81.0 28.6 19.0 －

　その他の非正社員 4 25.0 25.0 75.0 25.0 50.0 －

　家事専業 13 61.5 15.4 69.2 15.4 23.1 7.7

　働いていない 17 70.6 23.5 64.7 29.4 29.4 －

全　　　体

性
別

年

代
別

職
業

別
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問２０の３．問２０の２で、実問２０の３．問２０の２で、実問２０の３．問２０の２で、実問２０の３．問２０の２で、実際際際際にににに受受受受けたことがある方は、けたことがある方は、けたことがある方は、けたことがある方は、誰誰誰誰か（どこか）にか（どこか）にか（どこか）にか（どこか）に相談相談相談相談しましたか。 しましたか。 しましたか。 しましたか。 

（○はいくつでも） （○はいくつでも） （○はいくつでも） （○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

実際にドメスティック・バイオレンスを受けた方の相談についてみると、「誰（どこ）にも相談しなか

った」が 36.7％で最も高く、次いで「友人・知人などに相談した」（35.7％）、「家族や親せきに相談した」

（31.6％）となっている。 

回答数 割合

誰（どこ）にも相談しなかった 36 36.7%

友人・知人などに相談した 35 35.7%

家族や親せきに相談した 31 31.6%

警察に連絡・相談した 8 8.2%

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所、

大分県消費生活・男女共同参画プラザ(アイネス））に相談した
4 4.1%

その他の公的な機関（市役所の相談窓口など）に相談した 4 4.1%

被害者支援団体や弁護士など民間の相談窓口に相談した 4 4.1%

医療関係者（医師、看護師、助産師など）に相談した 2 2.0%

人権擁護委員、民生委員、自治委員などに相談した 0 0.0%

学校関係者（教員、養護教諭、スクールカウンセラーなど）に相談した 0 0.0%

その他 3 3.1%

無回答 1 1.0%

総計 98 100.0%

36.7%

35.7%

31.6%

8.2%

4.1%

4.1%

4.1%

2.0%

0.0%

0.0%

3.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40%

誰（どこ）にも相談しなかった

友人・知人などに相談した

家族や親せきに相談した

警察に連絡・相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所、

大分県消費生活・男女共同参画プラザ(アイネス））に相談した

その他の公的な機関（市役所の相談窓口など）に相談した

被害者支援団体や弁護士など民間の相談窓口に相談した

医療関係者（医師、看護師、助産師など）に相談した

人権擁護委員、民生委員、自治委員などに相談した

学校関係者（教員、養護教諭、

スクールカウンセラーなど）に相談した

その他

無回答
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性別にみると、男性は「誰（どこ）にも相談しなかった」が 42.9％で最も高く、次いで「友人・知人

などに相談した」（28.6％）、「家族や親せきに相談した」（21.4％）となっている。女性は「友人・知人

などに相談した」が 37.3％で最も高く、次いで「誰（どこ）にも相談しなかった」（36.1％）、「家族や親

せきに相談した」（32.5％）となっている。 

年代別にみると、60～69 歳では「誰（どこ）にも相談しなかった」、70 歳以上では「家族や親せきに

相談した」、その他の年代では「友人・知人などに相談した」が最も高くなっている（30～39 歳は「友人・

知人などに相談した」と「誰（どこ）にも相談しなかった」が同率）。 

職業別にみると、公務員、家事専業では「誰（どこ）にも相談しなかった」、自営業・家族従業、正社

員、パート・アルバイトでは「友人・知人などに相談した」が最も高くなっている（パート・アルバイ

トは「友人・知人などに相談した」と「家族や親せきに相談した」が同率）。 

    

    

    

    

    

    

※複数回答
（％）

サ
ン
プ
ル
数

誰

（

ど
こ

）

に
も
相
談
し
な
か

っ

た

友
人
・
知
人
な
ど
に
相
談
し
た

家
族
や
親
せ
き
に
相
談
し
た

警
察
に
連
絡
・
相
談
し
た

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
ター

（

婦
人
相
談
所

、

大
分
県
消
費

生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

(

ア
イ
ネ
ス

）
）

に
相
談
し
た

そ
の
他
の
公
的
な
機
関

（

市
役
所
の
相
談
窓
口
な
ど

）

に
相
談
し
た

被
害
者
支
援
団
体
や
弁
護
士
な
ど
民
間
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

医
療
関
係
者

（

医
師

、

看
護
師

、

助
産
師
な
ど

）

に
相
談
し
た

人
権
擁
護
委
員

、

民
生
委
員

、

自
治
委
員
な
ど
に
相
談
し
た

学
校
関
係
者

（

教
員

、

養
護
教
諭

、

ス
クー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラー

な
ど

）

に
相
談
し
た

そ
の
他

無
回
答

98 36.7 35.7 31.6 8.2 4.1 4.1 4.1 2.0 － － 3.1 1.0

　男性 14 42.9 28.6 21.4 7.1 － － － － － － － －

　女性 83 36.1 37.3 32.5 8.4 4.8 4.8 4.8 2.4 － － 3.6 1.2

　18、19歳 0 － － － － － － － － － － － －

　20～29歳 11 36.4 54.5 9.1 － － － － － － － 9.1 －

　30～39歳 16 37.5 37.5 18.8 18.8 12.5 6.3 － － － － 6.3 －

　40～49歳 21 42.9 52.4 33.3 4.8 4.8 4.8 9.5 － － － － －

　50～59歳 18 38.9 50.0 33.3 5.6 5.6 － － － － － － －

　60～69歳 19 36.8 5.3 31.6 10.5 － 5.3 10.5 10.5 － － － 5.3

　70歳以上 13 23.1 15.4 61.5 7.7 － 7.7 － － － － 7.7 －

　自営・家族従業 8 25.0 37.5 25.0 － － － 12.5 － － － － 12.5

　正社員 28 35.7 50.0 25.0 7.1 7.1 3.6 3.6 － － － 3.6 －

　公務員 3 100.0 － － － － － － － － － － －

　パート・アルバイト 21 33.3 38.1 38.1 9.5 4.8 9.5 9.5 4.8 － － 4.8 －

　その他の非正社員 4 50.0 50.0 － － － － － － － － － －

　家事専業 13 46.2 23.1 30.8 7.7 7.7 － － 7.7 － － － －

　働いていない 17 23.5 23.5 47.1 17.6 － 5.9 － － － － 5.9 －

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業
別
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問２０の４． 問２０の３で、問２０の４． 問２０の３で、問２０の４． 問２０の３で、問２０の４． 問２０の３で、誰誰誰誰か（どこか）にか（どこか）にか（どこか）にか（どこか）に相談相談相談相談した方でその結した方でその結した方でその結した方でその結果果果果どのようになりましたか。 どのようになりましたか。 どのようになりましたか。 どのようになりましたか。 

（○は１つだけ） （○は１つだけ） （○は１つだけ） （○は１つだけ） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

誰か（どこか）に相談した結果についてみると、「解決はしなかったが自分自身が落ち着いた」が 36.1％

で最も高く、次いで「何も変わらなかった」（26.2％）、「問題が解決された」（13.1％）となっている。 

性別にみると、男女とも「解決はしなかったが自分自身が落ち着いた」が最も高くなっている（男性

37.5％、女性 36.5％）。次いで、男性では「問題が解決された」（25.0％）、女性では「何も変わらなかっ

た」（28.8％）が高くなっている。なお、女性は「問題が解決された」が 11.5％で、男性に比べて低くな

っている。 

年代別にみると、60～69 歳、70歳以上では「何も変わらなかった」最も高く、「かえって悪くなった」

が 1 割前後を占めて比較的高くなっている。50～59 歳では、「解決はしなかったが自分自身が落ち着いた」

と「何も変わらなかった」が最も高くなっている。その他の年代においては「解決はしなかったが自分

自身が落ち着いた」が最も高く、20～29 歳と 40～49 歳では 6 割近くとなっている。また、30～39 歳で

は「問題が解決された」が 20.0％で、比較的高くなっている。 

職業別にみると、ほとんど全ての職業で、「解決はしなかったが自分自身が落ち着いた」と「何も変わ

らなかった」が上位を占めている。 

    

回答数 割合

問題が解決された 8 13.1%

良い方向に向かった 7 11.5%

解決はしなかったが自分自身が落ち着いた 22 36.1%

何も変わらなかった 16 26.2%

かえって悪くなった 3 4.9%

その他 3 4.9%

無回答 2 3.3%

総計 61 100.0%

問題が

解決された
13.1% 良い方向に

向かった
11.5%

解決は

しなかったが

自分自身が
落ち着いた

36.1%

何も

変わらな

かった
26.2%

かえって悪くなった
4.9%

その他
4.9%

無回答
3.3%
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13.1 

25.0 

11.5 

20.0 

8.3 

18.2 

18.2 

10.0 

20.0 

11.1 

7.1 

50.0 

14.3 

15.4 

11.5 

12.5 

11.5 

14.3 

10.0 

8.3 

9.1 

18.2 

10.0 

16.7 

21.4 

7.7 

36.1 

37.5 

36.5 

57.1 

40.0 

58.3 

27.3 

9.1 

30.0 

20.0 

44.4 

35.7 

50.0 

28.6 

38.5 

26.2 

12.5 

28.8 

14.3 

30.0 

16.7 

27.3 

27.3 

40.0 

20.0 

22.2 

21.4 

28.6 

30.8 

4.9 

3.8 

8.3 

9.1 

10.0 

20.0 

7.1 

7.7 

4.9 

5.8 

18.2 

9.1 

20.0 

5.6 

14.3 

3.3 

12.5 

1.9 

14.3 

9.1 

7.1 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=61）

男性（n=8）

女性（n=52）

20～29歳（n=7）

30～39歳（n=10）

40～49歳（n=12）

50～59歳（n=11）

60～69歳（n=11）

70歳以上（n=10）

自営・家族従業（n=5）

正社員（n=18）

パート・アルバイト（n=14）

その他の非正社員（n=2）

家事専業（n=7）

働いていない（n=13）

問題が解決された 良い方向に向かった

解決はしなかったが自分自身が落ち着いた 何も変わらなかった

かえって悪くなった その他

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別

※年齢別「18、19歳」、職業別「公務員」は該当者なし
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問２０の５．問２０の３で問２０の５．問２０の３で問２０の５．問２０の３で問２０の５．問２０の３で誰誰誰誰（どこ）にも（どこ）にも（どこ）にも（どこ）にも相談相談相談相談しなかった方はどうしてですか。（○はいくつでも） しなかった方はどうしてですか。（○はいくつでも） しなかった方はどうしてですか。（○はいくつでも） しなかった方はどうしてですか。（○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

誰（どこ）にも相談しなかった理由についてみると、「相談しても無駄だと思った」、「自分さえ我慢す

れば、このままなんとかやっていけると思った」が 38.9％で最も高く、次いで「相談するほどのことで

はないと思った」（30.6％）、「恥ずかしくて誰にも言えなかった」（22.2％）、「自分にも悪いところがあ

ると思った」（22.2％）となっている。 

回答数 割合

相談しても無駄だと思った 14 38.9%

自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思った 14 38.9%

相談するほどのことではないと思った 11 30.6%

恥ずかしくて誰にも言えなかった 8 22.2%

自分にも悪いところがあると思った 8 22.2%

友人、知人、親戚等を巻き込みたくなかった 6 16.7%

誰（どこ）に相談してよいかわからなかった 4 11.1%

そのことについて思い出したくもなかった 4 11.1%

世間体が悪いと思った 3 8.3%

他人に知られると、これまでどおりの付き合い

（職場や子どもの学校、地域などの人間関係）ができなくなると思った
3 8.3%

相手と別れた後の自立に不安があった（経済的なこと、子どものことなど） 3 8.3%

相談したことがわかると、もっとひどい暴力を受けると思った 2 5.6%

相手の行為は愛情の表現だと思った 2 5.6%

その他 5 13.9%

総計 36 100.0%

38.9%

38.9%

30.6%

22.2%

22.2%

16.7%

11.1%

11.1%

8.3%

8.3%

8.3%

5.6%

5.6%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談しても無駄だと思った

自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思った

相談するほどのことではないと思った

恥ずかしくて誰にも言えなかった

自分にも悪いところがあると思った

友人、知人、親戚等を巻き込みたくなかった

誰（どこ）に相談してよいかわからなかった

そのことについて思い出したくもなかった

世間体が悪いと思った

他人に知られると、これまでどおりの付き合い

（職場や子どもの学校、地域などの人間関係）ができなくなると思った

相手と別れた後の自立に不安があった（経済的なこと、子どものことなど）

相談したことがわかると、もっとひどい暴力を受けると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

その他
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性別にみると、男性は「相談しても無駄だと思った」、「相談するほどのことではないと思った」、「恥

ずかしくて誰にも言えなかった」、「自分にも悪いところがあると思った」が高くなっている。女性は「自

分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思った」が 43.3％で最も高く、次いで「相談して

も無駄だと思った」（40.0％）、「相談するほどのことではないと思った」（30.0％）となっている。 

年代別にみると、20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳、50～59歳では、「相談しても無駄だと思った」と

「自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思った」が上位を占めている。なお、20～29

歳においては、「誰（どこ）に相談してよいかわからなかった」も上位を占めている。60～69 歳では、「相

談するほどのことではないと思った」が最も高くなっている。 

職業別にみると、正社員では「相談するほどのことではないと思った」と「恥ずかしくて誰にも言え

なかった」、パート・アルバイトでは「相談しても無駄だと思った」と「自分にも悪いところがあると思

った」、家事専業では「自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思った」と「相談するほ

どのことではないと思った」が最も高くなっている。 

    

    

    

    

    

    

    

    

※複数回答

（％）

サ

ン

プ

ル

数

相

談

し

て

も

無

駄

だ

と

思
っ

た

自

分

さ

え

我

慢

す

れ

ば

、

こ

の

ま

ま

な

ん
と

か

や

っ

て

い

け

る

と

思
っ

た

相

談

す

る

ほ

ど

の

こ

と

で

は

な

い

と

思

っ

た

恥

ず

か

し

く

て

誰

に

も

言

え

な

か

っ

た

自

分

に

も

悪

い

と

こ

ろ

が

あ

る

と

思

っ

た

友

人

、

知

人

、

親

戚

等

を

巻

き

込

み

た

く
な

か

っ

た

誰

（

ど

こ

）

に

相

談

し

て

よ

い

か

わ

か

ら
な

か

っ

た

そ

の

こ

と

に

つ

い

て

思

い

出

し

た

く

も

な
か

っ

た

世

間

体

が

悪

い

と

思

っ

た

他

人

に

知

ら

れ

る

と

、

こ

れ

ま

で

ど

お

り
の

付

き

合

い

（

職

場

や

子

ど

も

の

学

校

、

地

域

な

ど

の

人

間

関

係

）

が

で

き

な

く

な

る

と

思

っ

た

相

手

と

別

れ

た

後

の

自

立

に

不

安

が

あ

っ

た

（

経

済

的

な

こ

と

、

子

ど

も

の

こ

と

な

ど

）

相

談

し

た

こ

と

が

わ

か

る

と

、

も

っ

と

ひ

ど

い

暴

力

を

受

け

る

と

思

っ

た

相

手

の

行

為

は

愛

情

の

表

現

だ

と

思

っ

た

そ

の

他

36 38.9 38.9 30.6 22.2 22.2 16.7 11.1 11.1 8.3 8.3 8.3 5.6 5.6 13.9

　男性 6 33.3 16.7 33.3 33.3 33.3 － － 16.7 － － － － 16.7 －

　女性 30 40.0 43.3 30.0 20.0 20.0 20.0 13.3 10.0 10.0 10.0 10.0 6.7 3.3 16.7

　18、19歳 0 － － － － － － － － － － － － － －

　20～29歳 4 50.0 50.0 － 25.0 25.0 25.0 50.0 － － 25.0 25.0 25.0 － 25.0

　30～39歳 6 50.0 33.3 16.7 50.0 － 33.3 － 16.7 － － － － 16.7 16.7

　40～49歳 9 55.6 55.6 44.4 44.4 44.4 33.3 11.1 33.3 33.3 22.2 11.1 11.1 11.1 －

　50～59歳 7 28.6 42.9 14.3 － 28.6 － － － － － 14.3 － － 14.3

　60～69歳 7 28.6 14.3 57.1 － － － 14.3 － － － － － － 14.3

　70歳以上 3 － 33.3 33.3 － 33.3 － － － － － － － － 33.3

　自営・家族従業 2 100.0 100.0 － 50.0 50.0 50.0 － － 50.0 50.0 － － － －

　正社員 10 30.0 20.0 40.0 40.0 20.0 10.0 － 20.0 10.0 － － － 20.0 10.0

　公務員 3 33.3 66.7 33.3 33.3 － 33.3 － － 33.3 33.3 － － － －

　パート・アルバイト 7 42.9 28.6 28.6 － 42.9 － 14.3 － － － 28.6 － － 14.3

　その他の非正社員 2 100.0 100.0 － － － 50.0 50.0 50.0 － － 50.0 50.0 － －

　家事専業 6 33.3 50.0 50.0 － 33.3 － 16.7 － － － － － － －

　働いていない 4 － － 25.0 50.0 － 25.0 － 25.0 － － － － － 25.0

全　　　体

性

別

年

代

別

職

業

別
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問２１．性問２１．性問２１．性問２１．性犯罪犯罪犯罪犯罪、、、、売売売売買買買買春春春春（（（（援助交際援助交際援助交際援助交際を含む）、を含む）、を含む）、を含む）、ドメスティッドメスティッドメスティッドメスティック・バイク・バイク・バイク・バイオレスオレスオレスオレス、、、、セセセセククククシュシュシュシュアル・アル・アル・アル・ハラスメンハラスメンハラスメンハラスメン

ト、ト、ト、ト、※ス※ス※ス※ストートートートーカカカカー行ー行ー行ー行為為為為等の等の等の等の暴力暴力暴力暴力をなくすために必要な対をなくすために必要な対をなくすために必要な対をなくすために必要な対策策策策は何だと思いますか。（○はいくつでも） は何だと思いますか。（○はいくつでも） は何だと思いますか。（○はいくつでも） は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

暴力をなくすために必要な対策についてみると、「学校で児童・生徒・学生に対し、人権や暴力を防止

するための教育を行う」が 65.9％で最も高く、次いで「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓

口を増やす」（61.1％）、「家庭内で保護者が子どもに対し、人権や暴力を防止するための教育を行う」

（57.2％）となっている。 

性別にみると、男性は「学校で児童・生徒・学生に対し、人権や暴力を防止するための教育を行う」

が 67.1％で最も高く、次いで「加害者への罰則を強化する」（57.5％）、「被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす」（57.0％）となっている。女性は全体結果と同様に、「学校で児童・生徒・学

回答数 割合

学校で児童・生徒・学生に対し、人権や暴力を防止するための教育を行う 599 65.9%

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす 555 61.1%

家庭内で保護者が子どもに対し、人権や暴力を防止するための教育を行う 520 57.2%

加害者への罰則を強化する 512 56.3%

暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う 372 40.9%

被害者を発見しやすい立場にある警察や医療関係者に対し、研修や啓発を行う 360 39.6%

メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う 351 38.6%

暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、パソコンソフトなど）を取り締まる 295 32.5%

職場などで、性別に由来する人権に関わる啓発を行う 255 28.1%

地域で、防止啓発のための研修会、イベントなどを行う 144 15.8%

その他 29 3.2%

無回答 61 6.7%

総計 909 100.0%

65.9%

61.1%

57.2%

56.3%

40.9%

39.6%

38.6%

32.5%

28.1%

15.8%

3.2%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

学校で児童・生徒・学生に対し、

人権や暴力を防止するための教育を行う

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす

家庭内で保護者が子どもに対し、

人権や暴力を防止するための教育を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を振るったことのある者に対し、

二度と繰り返さないための教育を行う

被害者を発見しやすい立場にある警察や医療関係者に対し、

研修や啓発を行う

メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う

暴力を助長するおそれのある情報

（雑誌、パソコンソフトなど）を取り締まる

職場などで、性別に由来する人権に関わる啓発を行う

地域で、防止啓発のための研修会、イベントなどを行う

その他

無回答
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生に対し、人権や暴力を防止するための教育を行う」が 65.2％で最も高く、次いで「被害者が早期に相

談できるよう、身近な相談窓口を増やす」（64.8％）、「家庭内で保護者が子どもに対し、人権や暴力を防

止するための教育を行う」（59.7％）となっている。 

年代別にみると、20～29 歳では「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」と「加

害者への罰則を強化する」、その他の年代においては「学校で児童・生徒・学生に対し、人権や暴力を防

止するための教育を行う」が最も高くなっている。また、60～69 歳、70 歳以上は「加害者への罰則を強

化する」が 5 割以下となっているが、それ以下の年代では 6割以上を占めている。 

職業別にみると、家事専業では「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」、正社員

とパート・アルバイトでは「学校で児童・生徒・学生に対し、人権や暴力を防止するための教育を行う」

と「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」、それ以外の職業では「学校で児童・生

徒・学生に対し、人権や暴力を防止するための教育を行う」が最も高くなっている。また、公務員にお

いては「職場などで性別に由来する人権に関わる啓発を行う」が 42.6％で、比較的高くなっている。 

    

    

    

    

    

    

※複数回答
（％）

サ

ン
プ
ル
数

学

校
で
児
童
・

生
徒
・
学
生

に
対
し

、

人

権
や
暴
力
を

防

止
す
る
た
め

の
教
育
を
行

う

被

害
者
が
早
期

に
相
談
で
き

る
よ
う

、

身

近
な
相
談
窓

口
を
増
や
す

家

庭
内
で
保
護

者
が
子
ど
も

に
対
し

、

人

権
や
暴
力
を

防

止
す
る
た
め

の
教
育
を
行

う

加

害
者
へ
の
罰

則
を
強
化
す

る

暴

力
を
振
る

っ

た
こ
と
の
あ

る
者
に
対
し

、

二

度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め

の
教
育
を
行

う

被

害
者
を
発
見

し
や
す
い
立

場
に
あ
る
警

察
や

医

療
関
係
者
に

対
し

、

研
修

や
啓
発
を
行

う

メ

デ

ィ

ア
を
活

用
し
て

、

広

報
・
啓
発
活

動
を
積
極
的

に
行
う

暴

力
を
助
長
す

る
お
そ
れ
の

あ
る
情
報

（

雑
誌

、

パ

ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
な
ど

）

を

取
り
締
ま
る

職

場
な
ど
で

、

性
別
に
由
来

す
る
人
権
に

関

わ
る
啓
発
を

行
う

地

域
で

、

防
止

啓
発
の
た
め

の
研
修
会

、

イ

ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う

そ

の
他

無

回
答

909 65.9 61.1 57.2 56.3 40.9 39.6 38.6 32.5 28.1 15.8 3.2 6.7

　男性 414 67.1 57.0 54.6 57.5 39.6 37.7 40.3 32.4 32.4 20.0 3.4 6.8

　女性 491 65.2 64.8 59.7 55.6 42.2 41.5 37.5 32.8 24.6 12.4 3.1 6.5

　18、19歳 22 72.7 45.5 50.0 63.6 45.5 36.4 40.9 31.8 9.1 22.7 － －

　20～29歳 103 61.2 64.1 47.6 64.1 39.8 45.6 36.9 31.1 20.4 12.6 6.8 1.9

　30～39歳 120 66.7 62.5 61.7 64.2 50.8 46.7 44.2 26.7 25.8 15.8 2.5 4.2

　40～49歳 127 72.4 70.1 63.0 61.4 45.7 39.4 39.4 29.1 30.7 10.2 4.7 2.4

　50～59歳 184 66.8 66.3 58.2 61.4 42.4 45.7 41.8 37.5 32.6 16.3 3.3 2.7

　60～69歳 167 63.5 61.1 56.9 44.9 32.9 36.5 35.9 31.7 32.3 13.2 1.2 7.2

　70歳以上 183 65.0 48.6 56.3 48.6 37.2 29.5 35.0 35.5 26.2 23.0 2.7 18.0

　自営・家族従業 56 69.6 53.6 57.1 53.6 35.7 41.1 41.1 39.3 32.1 17.9 7.1 5.4

　正社員 250 65.2 65.2 55.6 60.8 43.2 42.8 38.0 30.4 25.2 15.6 4.0 2.8

　公務員 54 68.5 59.3 61.1 59.3 46.3 46.3 40.7 33.3 42.6 14.8 1.9 －

　パート・アルバイト 129 68.2 68.2 59.7 56.6 34.9 32.6 39.5 29.5 22.5 12.4 3.9 5.4

　その他の非正社員 49 77.6 67.3 63.3 65.3 46.9 38.8 42.9 28.6 34.7 16.3 2.0 －

　家事専業 90 61.1 66.7 63.3 51.1 46.7 46.7 36.7 37.8 27.8 12.2 2.2 7.8

　働いていない 251 65.3 53.8 55.0 52.6 39.8 37.1 38.6 33.5 30.3 19.5 2.4 12.0

全　　　体

性
別

年
代

別

職
業
別
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問２２．あなたは、問２２．あなたは、問２２．あなたは、問２２．あなたは、新新新新聞、聞、聞、聞、テレビテレビテレビテレビ、イ、イ、イ、インタンタンタンターーーーネッネッネッネットトトト上上上上のののの広告広告広告広告やややや番番番番組等を見て、次のそれぞれの組等を見て、次のそれぞれの組等を見て、次のそれぞれの組等を見て、次のそれぞれの項項項項目につ目につ目につ目につ

いてどのようにいてどのようにいてどのようにいてどのように感じ感じ感じ感じたことがありますか。（○はそれぞれ１つずつ） たことがありますか。（○はそれぞれ１つずつ） たことがありますか。（○はそれぞれ１つずつ） たことがありますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

新聞、テレビ、インターネット上の広告や番組等を見てどのように感じたかについてみると、「b.女性

と男性を対等に扱っていない」では「あまり感じたことがない」が 44.1％を占め、「よく感じる」と「時々

感じる」を合わせた割合よりも高くなっている。その他の項目では、「よく感じる」と「時々感じる」を

合わせた割合は「あまり感じたことはない」を上回り、特に「c.過度に女性の性的側面を強調した表現

がある」においては「よく感じる」が 10.8％と比較的高くなっている。 

 

    

5.7

6.8

10.8

8.3

38.4

33.4

38.6

36.9

37.6

44.1

32.8

37.4

11.0 

8.9 

10.8 

10.6 

7.3 

6.7 

7.0 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a.女性や男性の役割を

固定的にとらえた表現をしている

b.女性と男性を対等に扱っていない

c.過度に女性の性的側面を強調した

表現がある

d.女性に対し、性犯罪を助長するおそれが

あるのではと、心配になる表現がある

よく感じる 時々感じる あまり感じたことはない わからない 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合
よく感じる 52 5.7% 62 6.8% 98 10.8% 75 8.3%

時々感じる 349 38.4% 304 33.4% 351 38.6% 335 36.9%

あまり感じたことはない 342 37.6% 401 44.1% 298 32.8% 340 37.4%

わからない 100 11.0% 81 8.9% 98 10.8% 96 10.6%

無回答 66 7.3% 61 6.7% 64 7.0% 63 6.9%

合計 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0%

a.女性や男性の役割を
固定的にとらえた

表現をしている

b.女性と男性を
対等に扱っていない

c.過度に女性の
性的側面を

強調した表現がある

d.女性に対し、性犯罪を
助長するおそれが
あるのではと、

心配になる表現がある

８．メディアでの表現について８．メディアでの表現について８．メディアでの表現について８．メディアでの表現について 
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【a.女性や男性の役割を固定的にとらえた【a.女性や男性の役割を固定的にとらえた【a.女性や男性の役割を固定的にとらえた【a.女性や男性の役割を固定的にとらえた表表表表現をしている】現をしている】現をしている】現をしている】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、「よく感じる」は 30～39 歳が 9.2％で最も高くなっている。18・19 歳では「あまり

感じたことはない」が 45.5％と、比較的高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業では「よく感じる」が 14.3％を占めて高くなっている。公務員では、

「よく感じる」と「時々感じる」を合わせると 68.5％となり、高い割合を占めている。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

5.7 

6.3 

5.3 

5.8 

9.2 

3.1 

7.6 

6.0 

3.8 

14.3 

3.6 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

よく感じる 時々感じる あまり感じたことはない わからない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【b.女性と男性を対等に【b.女性と男性を対等に【b.女性と男性を対等に【b.女性と男性を対等に扱扱扱扱っていない】っていない】っていない】っていない】 

性別にみると、男性は「よく感じる」が 6.5％、「時々感じる」が 30.2％、「あまり感じたことはない」

が 47.6％となっている。女性は「よく感じる」が 7.1％、「時々感じる」は 36.0％で男性より高く、「あ

まり感じたことはない」は 41.5％で男性より低くなっている。 

年代別にみると、全ての年代で「あまり感じたことはない」が最も高くなっているが、50～59 歳では

「時々感じる」が 4割を超えて高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業、公務員、その他の非正社員では、「よく感じる」が 1割以上を占め

ている。さらに、公務員では「時々感じる」が 48.1％で最も高く、パート・アルバイトにおいても 44.2％

で最も高くなっている。 
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30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）
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働いていない（n=251）

よく感じる 時々感じる あまり感じたことはない わからない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【c.【c.【c.【c.過過過過度に女性の性的度に女性の性的度に女性の性的度に女性の性的側面側面側面側面をををを強強強強調した調した調した調した表表表表現がある】現がある】現がある】現がある】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、18・19 歳を除く全ての年代で「よく感じる」が 1 割前後を占めている。20～29 歳、

30～39 歳では「あまり感じたことはない」が最も高くなっている。その他の年代では「時々感じる」が

最も高く、40～49 歳と 50～59 歳では 45.7％となっている。 

職業別にみると、公務員では「よく感じる」が 22.2％、自営・家族従業と家事専業でもそれぞれ 17.9％、

17.8％と高くなっている。また、いずれの職業においても「時々感じる」が最も高くなっている（正社

員は「時々感じる」と「あまり感じたことはない」が同率）。 
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全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

よく感じる 時々感じる あまり感じたことはない わからない 無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【d.女性に対し、性【d.女性に対し、性【d.女性に対し、性【d.女性に対し、性犯罪犯罪犯罪犯罪をををを助長助長助長助長するおそれがあるのではと、するおそれがあるのではと、するおそれがあるのではと、するおそれがあるのではと、心配心配心配心配になるになるになるになる表表表表現がある】現がある】現がある】現がある】 

性別にみると、男性は「あまり感じたことはない」が 39.4％で最も高く、次いで「時々感じる」（36.5％）、

「わからない」（11.4％）となっている。女性は「時々感じる」が 37.5％で最も高く、次いで「あまり感

じたことはない」（35.8％）、「よく感じる」（10.0％）、「わからない」（10.0％）となっている。 

年代別にみると、50～59 歳では「よく感じる」が 10.9％で、比較的高くなっている。20～29 歳、30

～39 歳、40～49 歳は「あまり感じたことはない」が最も高く、20～29 歳では 57.3％を占めており、そ

の他の年代では「時々感じる」が最も高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業、公務員、パート・アルバイト、家事専業においては、「よく感じる」

が 1 割以上で比較的高くなっている。 
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よく感じる 時々感じる あまり感じたことはない わからない 無回答

職
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別

年

代

別

性
別
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問２３．あなたは、男女共同参画社会の実現のためにどのような問２３．あなたは、男女共同参画社会の実現のためにどのような問２３．あなたは、男女共同参画社会の実現のためにどのような問２３．あなたは、男女共同参画社会の実現のためにどのような施策施策施策施策をををを望望望望みますか。（○は３つまで） みますか。（○は３つまで） みますか。（○は３つまで） みますか。（○は３つまで） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

９．男女共同参画に関する施策などについて９．男女共同参画に関する施策などについて９．男女共同参画に関する施策などについて９．男女共同参画に関する施策などについて 

回答数 割合

仕事と家庭の両立支援のための企業への働きかけ 421 46.3%

男女平等を進める学校教育 283 31.1%

女性の就労支援（再就職、起業等） 214 23.5%

貧困、高齢、障害等により困難を抱えた女性への支援 212 23.3%

男性が子育てに関わるための取組みや、地域ぐるみでの子育て支援 207 22.8%

男女が共に介護に関わるための基盤づくり 184 20.2%

家庭や地域での男女平等と男女共同参画の推進 171 18.8%

女性に対するあらゆる暴力の根絶・防止に向けた取り組み 145 16.0%

行政・企業・地域などあらゆる分野での女性登用促進 122 13.4%

女性の人権尊重のための啓発活動 82 9.0%

女性の心身の健康づくりや各種女性相談の充実 57 6.3%

地域で男女平等を進めるための生涯学習 56 6.2%

わからない 40 4.4%

外国人女性に対する様々な支援体制の充実 15 1.7%

その他 11 1.2%

無回答 59 6.5%

総計 909 100.0%
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仕事と家庭の両立支援のための企業への働きかけ

男女平等を進める学校教育

女性の就労支援（再就職、起業等）

貧困、高齢、障害等により困難を抱えた女性への支援

男性が子育てに関わるための取組みや、地域ぐるみでの子育て支援

男女が共に介護に関わるための基盤づくり

家庭や地域での男女平等と男女共同参画の推進

女性に対するあらゆる暴力の根絶・防止に向けた取り組み

行政・企業・地域などあらゆる分野での女性登用促進

女性の人権尊重のための啓発活動

女性の心身の健康づくりや各種女性相談の充実

地域で男女平等を進めるための生涯学習

わからない

外国人女性に対する様々な支援体制の充実

その他

無回答
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男女共同参画社会の実現のために望む施策についてみると、「仕事と家庭の両立支援のための企業への

働きかけ」が 46.3％で最も高く、次いで「男女平等を進める学校教育」（31.1％）、「女性の就労支援（再

就職、起業等）」（23.5％）となっている。 

性別にみると、男女とも「仕事と家庭の両立支援のための企業への働きかけ」が最も高く（男性 42.3％、

女性 50.1％）、次いで、男性は「男女平等を進める学校教育」（38.2％）、「家庭や地域での男女平等と男

女共同参画の推進」（23.2％）、女性は「貧困、高齢、障害等により困難を抱えた女性への支援」（26.9％、

「女性の就労支援（再就職、起業等）」（26.5％）となっている。 

年代別にみると、18・19 歳、20～29 歳では「仕事と家庭の両立支援のための企業への働きかけ」と「男

性が子育てに関わるための取組みや、地域ぐるみでの子育て支援」が上位を占めている。その他の年代

では、「仕事と家庭の両立支援のための企業への働きかけ」が最も高く、次いで「男女平等を進める学校

教育」が高くなっている。 

職業別にみると、自営・家族従業、働いていないでは「男女平等を進める学校教育」、それ以外の職業

においては「仕事と家庭の両立支援のための企業への働きかけ」が最も高くなっている。また、パート・

アルバイトでは、「女性の就労支援（再就職、起業等）」が 3割を超えて比較的高くなっている。 
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そ
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無
回
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909 46.3 31.1 23.5 23.3 22.8 20.2 18.8 16.0 13.4 9.0 6.3 6.2 4.4 1.7 1.2 6.5

　男性 414 42.3 38.2 20.3 19.1 22.5 16.7 23.2 16.2 15.7 12.1 5.3 8.0 3.6 1.7 1.2 5.8

　女性 491 50.1 25.3 26.5 26.9 23.0 23.2 15.3 15.9 11.6 6.3 7.1 4.7 5.1 1.6 1.0 6.9

　18、19歳 22 36.4 31.8 13.6 9.1 36.4 27.3 13.6 22.7 － 9.1 － － 4.5 4.5 － 4.5

　20～29歳 103 60.2 26.2 25.2 17.5 32.0 17.5 17.5 10.7 6.8 6.8 8.7 4.9 4.9 2.9 2.9 4.9

　30～39歳 120 58.3 29.2 27.5 18.3 26.7 15.8 19.2 12.5 10.8 5.8 10.0 1.7 5.8 2.5 0.8 2.5

　40～49歳 127 53.5 30.7 28.3 23.6 18.9 19.7 16.5 18.9 11.8 5.5 7.1 4.7 0.8 1.6 2.4 7.9

　50～59歳 184 47.3 31.0 24.5 27.7 26.6 23.9 14.1 19.0 16.3 8.7 7.1 3.8 3.8 0.5 1.6 3.3

　60～69歳 167 43.1 32.9 22.8 26.3 21.0 20.4 21.0 14.4 18.6 9.6 4.2 7.8 6.6 2.4 0.6 6.0

　70歳以上 183 29.5 33.9 17.5 24.0 14.2 20.2 24.6 16.4 13.7 14.8 3.8 12.6 4.4 0.5 － 12.6

　自営・家族従業 56 33.9 35.7 25.0 26.8 25.0 21.4 19.6 17.9 17.9 10.7 5.4 10.7 5.4 1.8 1.8 3.6

　正社員 250 53.6 29.6 25.2 18.8 24.4 16.4 18.0 14.4 14.8 7.2 9.6 2.8 3.6 2.0 1.6 6.8

　公務員 54 59.3 40.7 25.9 18.5 29.6 16.7 18.5 16.7 11.1 13.0 1.9 3.7 － 1.9 5.6 1.9

　パート・アルバイト 129 45.7 23.3 32.6 31.8 27.9 20.9 17.1 17.8 10.9 7.8 5.4 5.4 4.7 1.6 1.6 1.6

　その他の非正社員 49 61.2 40.8 26.5 22.4 14.3 22.4 14.3 12.2 6.1 8.2 8.2 10.2 2.0 2.0 － 4.1

　家事専業 90 56.7 21.1 18.9 31.1 23.3 18.9 17.8 13.3 11.1 5.6 6.7 5.6 5.6 1.1 1.1 6.7

　働いていない 251 35.5 36.7 17.9 20.7 20.3 22.7 21.9 16.7 15.1 11.2 3.6 8.8 6.0 1.6 － 9.2

全　　　体

性
別

年
代
別

職
業
別
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問２４．あなたは、問２４．あなたは、問２４．あなたは、問２４．あなたは、下記下記下記下記のののの項項項項目について目について目について目について知知知知っていますか。（○はそれぞれ１つずつ） っていますか。（○はそれぞれ１つずつ） っていますか。（○はそれぞれ１つずつ） っていますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

内容をよく知っている 37 4.1% 19 2.1% 77 8.5% 65 7.2% 79 8.7% 38 4.2% 5 0.6% 9 1.0%

詳しくはないが内容について
だいたい知っている

264 29.0% 117 12.9% 382 42.0% 383 42.1% 380 41.8% 218 24.0% 81 8.9% 70 7.7%

内容はわからないが
言葉を知っている

345 38.0% 323 35.5% 304 33.4% 303 33.3% 343 37.7% 347 38.2% 320 35.2% 266 29.3%

知らない 224 24.6% 404 44.4% 106 11.7% 120 13.2% 63 6.9% 265 29.2% 463 50.9% 524 57.6%

無回答 39 4.3% 46 5.1% 40 4.4% 38 4.2% 44 4.8% 41 4.5% 40 4.4% 40 4.4%

合計 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0%

f.配偶者からの暴力

の防止及び被害者の

保護等に関する法律

（配偶者暴力防止法）

g.女性の職業生活

における活躍の

推進に関する法律

（女性活躍推進法）

h.大分市
男女共同参画

推進条例

a.男女共同参画
社会

b.男女共同参画
社会基本法

c.男女雇用機会
均等法

d.育児・
介護休業法

e.ストーカー
規制法

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

内容をよく知っている 7 0.8% 16 1.8% 8 0.9% 44 4.8% 15 1.7% 52 5.7% 34 3.7% 35 3.9%

詳しくはないが内容について
だいたい知っている

60 6.6% 95 10.5% 25 2.8% 114 12.5% 20 2.2% 134 14.7% 154 16.9% 132 14.5%

内容はわからないが
言葉を知っている

261 28.7% 265 29.2% 156 17.2% 189 20.8% 104 11.4% 217 23.9% 203 22.3% 163 17.9%

知らない 538 59.2% 488 53.7% 670 73.7% 516 56.8% 728 80.1% 458 50.4% 478 52.6% 539 59.3%

無回答 43 4.7% 45 5.0% 50 5.5% 46 5.1% 42 4.6% 48 5.3% 40 4.4% 40 4.4%

合計 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0% 909 100.0%

o.デートＤＶ
p.ＬＧＢＴ

（性的少数者）

m.リプロダクティブ・

ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する

女性の健康／権利）

n.ワーク・ライフ・
バランス

（仕事と生活の
調和）

i.おおいた
男女共同参画
推進プラン

j.配偶者暴力相談
支援センター

k.ポジティブ・
アクション

（積極的改善措置）

l.ジェンダー
（社会的・文化的に
つくられた性別）

4.1

2.1

8.5

7.2

8.7

4.2

0.6

1.0

0.8

1.8

0.9

4.8

1.7

5.7

3.7

3.9

29.0

12.9

42.0

42.1

41.8

24.0

8.9

7.7

6.6

10.5

2.8

12.5

2.2

14.7

16.9

14.5

38.0

35.5

33.4

33.3

37.7

38.2

35.2

29.3

28.7

29.2

17.2

20.8

11.4

23.9

22.3

17.9

24.6 

44.4 

11.7 

13.2 

6.9 

29.2 

50.9 

57.6 

59.2 

53.7 

73.7 

56.8 

80.1 

50.4 

52.6 

59.3 

4.3 

5.1 

4.4 

4.2 

4.8 

4.5 

4.4 

4.4 

4.7 

5.0 

5.5 

5.1 

4.6 

5.3 

4.4 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a.男女共同参画社会

b.男女共同参画社会基本法

c.男女雇用機会均等法

d.育児・介護休業法

e.ストーカー規制法

f.配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護等に関する法律（配偶者暴力防止法）

g.女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）

h.大分市男女共同参画推進条例

i .おおいた男女共同参画推進プラン

j.配偶者暴力相談支援センター

k.ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

l .ジェンダー

（社会的・文化的につくられた性別）

m.リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する女性の健康／権利）

n.ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

o.デートＤＶ

p.ＬＧＢＴ（性的少数者）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている 内容はわからないが言葉を知っている 知らない 無回答
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「a.男女共同参画社会」では「内容はわからないが言葉を知っている」が 38.0％で最も高く、次いで

「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（29.0％）、「知らない」（24.6％）となっており、「内

容をよく知っている」は 4.1％となっている。「b.男女共同参画社会基本法」では「知らない」が 44.4％

を占めて最も高く、次いで「内容はわからないが言葉を知っている」（35.5％）、「詳しくは知らないが内

容についてだいたい知っている」（12.9％）となっており、「内容をよく知っている」は 2.1％となってい

る。 

「内容をよく知っている」が高かったのは、「e.ストーカー規制法」の 8.7％、「c.男女雇用機会均等法」

の 8.5％、「d.育児・介護休業法」の 7.2％となっており、この 3つの項目においては「詳しくはないが

内容についてだいたい知っている」も 4割以上を占めている。 

「知らない」が最も高かったのは、「m.リプロダクティブ・ヘルツ／ライツ（性と生殖に関する女性の

健康／権利）」で、8 割を超えている。さらに、「k.ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」では 7

割以上、「g.女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」、「h.大分市男女共同

参画推進条例」、「i.おおいた男女共同参画推進プラン」、「j.配偶者暴力相談支援センター」、「l.ジェン

ダー（社会的・文化的につくられた性別）」、「n.ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」、「o.

デートＤＶ」、「p.ＬＧＢＴ（性的少数者）」でも 5割以上と高くなっている。 
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【a.男女共同参画社会】【a.男女共同参画社会】【a.男女共同参画社会】【a.男女共同参画社会】 

性別にみると、男女とも「内容はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっているが（男性 38.4％、

女性 37.7％）、男性は「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 32.6％で、女性（25.9％）

に比べて高くなっている。また、女性は「知らない」が 29.7％に対し、男性は 18.8％となっている。 

年代別にみると、18・19 歳、20～29 歳は「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が最も

高くなっており、18・19 歳では 45.5％を占めている。また、20～29 歳においては、「内容をよく知って

いる」が 9.7％と比較的高くなっている。30～39 歳は「知らない」が 42.5％で最も高くなっている。そ

の他の年代では、「内容はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっている。 

職業別にみると、公務員では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 53.7％と、半数

を超えて最も高く、「よく知っている」も 13.0％と比較的高くなっている。それ以外の職業では、「内容

はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっている。なお、パート・アルバイト、家事専業にお

いては「知らない」が 3割以上を占めている。 

4.1 

5.8 

2.6 

9.7 

4.2 

2.4 

2.2 

1.2 

7.1 

1.8 

2.8 

13.0 

2.3 

4.1 

1.1 

6.0 

29.0 

32.6 

25.9 

45.5 

37.9 

15.0 

29.9 

32.1 

28.1 

28.4 

33.9 

27.6 

53.7 

21.7 

24.5 

27.8 

29.5 

38.0 

38.4 

37.7 

27.3 

32.0 

37.5 

37.0 

43.5 

37.7 

38.3 

35.7 

39.6 

29.6 

41.9 

51.0 

35.6 

34.7 

24.6 

18.8 

29.7 

27.3 

20.4 

42.5 

28.3 

20.1 

29.9 

12.6 

26.8 

28.8 

3.7 

31.8 

16.3 

32.2 

20.3 

4.3 

4.3 

4.1 

0.8 

2.4 

2.2 

3.0 

13.7 

1.8 

1.2 

2.3 

4.1 

3.3 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【b.男女共同参画社会【b.男女共同参画社会【b.男女共同参画社会【b.男女共同参画社会基本基本基本基本法】法】法】法】 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「知らない」が 4割以上で最も高く、次いで「内容はわか

らないが言葉を知っている」、「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」となっている。 

年代別にみると、20～29 歳、70 歳以上では「内容はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっ

ているが、その他の年代においては「知らない」が最も高く、30～39 歳と 60～69 歳では過半数となって

いる。また、20～29 歳では「内容をよく知っている」が 7.8％、「詳しくはないが内容についてだいたい

知っている」が 23.3％と認知度が高くなっており、18・19 歳でも「詳しくはないが内容についてだいた

い知っている」が 31.8％と高くなっている。 

職業別にみると、公務員では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 31.5％と高くな

っている。なお、自営・家族従業、公務員では「内容はわからないが言葉を知っている」、それ以外の職

業では「知らない」が最も高くなっている。 

2.1 

2.4 

1.8 

7.8 

1.7 

0.8 

1.1 

1.8 

1.6 

1.8 

1.2 

3.7 

3.1 

4.1 

2.8 

12.9 

15.9 

10.0 

31.8 

23.3 

9.2 

15.7 

12.0 

6.6 

11.5 

8.9 

13.2 

31.5 

8.5 

8.2 

6.7 

14.7 

35.5 

36.7 

34.8 

31.8 

35.0 

31.7 

35.4 

38.0 

35.3 

36.6 

44.6 

35.6 

44.4 

29.5 

40.8 

41.1 

31.9 

44.4 

40.6 

47.9 

36.4 

34.0 

56.7 

46.5 

45.7 

53.3 

33.3 

39.3 

48.8 

20.4 

56.6 

42.9 

45.6 

41.0 

5.1 

4.3 

5.5 

0.8 

1.6 

3.3 

3.0 

16.9 

5.4 

1.2 

2.3 

4.1 

6.7 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【c.男女【c.男女【c.男女【c.男女雇用機雇用機雇用機雇用機会均等法】会均等法】会均等法】会均等法】 

性別にみると、男女とも「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が最も高く（男性 40.6％、

女性 43.0％）、次いで「内容はわからないが言葉を知っている」が 33.6％となっているが、男性は「内

容をよく知っている」が 11.1％で、女性（6.3％）より高くなっている。一方、女性は「知らない」が

13.2％で、男性（9.9％）より高くなっている。 

年代別にみると、20～29 歳、60～69 歳、70歳以上では「内容はわからないが言葉を知っている」、そ

の他の年代では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が最も高くなっている。「内容をよ

く知っている」が最も高くなっているのは 70 歳以上で、1 割を超えている。また、18・19 歳、20～29 歳

では「知らない」が比較的高くなっている。 

職業別にみると、パート・アルバイトでは「内容はわからないが言葉を知っている」、それ以外の職業

では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が最も高く、公務員においては 6 割を超えて

いる。公務員は「内容をよく知っている」も比較的高く、14.8％となっている。なお、自営・家族従業、

パート・アルバイトでは「知らない」が比較的高くなっている。 

8.5 

11.1 

6.3 

9.7 

7.5 

7.1 

8.2 

8.4 

10.9 

12.5 

6.8 

14.8 

7.0 

10.2 

2.2 

10.8 

42.0 

40.6 

43.0 

50.0 

32.0 

49.2 

55.1 

48.4 

36.5 

31.1 

39.3 

48.4 

61.1 

35.7 

42.9 

44.4 

35.9 

33.4 

33.6 

33.6 

31.8 

41.7 

33.3 

25.2 

33.2 

37.1 

32.2 

30.4 

33.6 

22.2 

39.5 

36.7 

38.9 

31.1 

11.7 

9.9 

13.2 

18.2 

16.5 

10.0 

11.0 

8.7 

14.4 

10.4 

14.3 

10.4 

1.9 

16.3 

6.1 

11.1 

12.7 

4.4 

4.8 

3.9 

1.6 

1.6 

3.6 

15.3 

3.6 

0.8 

1.6 

4.1 

3.3 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【d.育児・介護【d.育児・介護【d.育児・介護【d.育児・介護休休休休業法】業法】業法】業法】 

性別にみると、男性は「内容はわからないが言葉を知っている」が 37.2％で最も高く、次いで「詳し

くはないが内容についてだいたい知っている」（37.0％）、「知らない」（14.7％）となっている。女性は

「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 46.6％で最も高く、次いで「内容はわからない

が言葉を知っている」（30.1％）、「知らない」（12.0％）となっている。 

年代別にみると、18・19 歳、60～69 歳では「内容はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっ

ているが、18・19 歳においては「知らない」も 36.4％と高くなっている。その他の年代では「詳しくは

ないが内容についてだいたい知っている」が最も高く、20～29 歳においては「内容をよく知っている」

が 11.7％と、比較的高くなっている。 

職業別にみると、パート・アルバイトでは「内容はわからないが言葉を知っている」、その他の非正社

員では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」と「内容はわからないが言葉を知っている」、

それ以外の職業では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が最も高くなっている。なお、

家事専業では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が半数を占めている。その他の非正

社員は「内容をよく知っている」が 12.2％で比較的高くなっている。 

7.2 

7.2 

7.1 

11.7 

7.5 

9.4 

4.9 

9.6 

3.8 

5.4 

7.6 

9.3 

9.3 

12.2 

2.2 

6.8 

42.1 

37.0 

46.6 

22.7 

51.5 

40.8 

44.1 

51.6 

36.5 

34.4 

42.9 

48.4 

48.1 

36.4 

34.7 

50.0 

35.1 

33.3 

37.2 

30.1 

40.9 

24.3 

35.0 

29.1 

34.2 

40.1 

32.8 

41.1 

30.8 

33.3 

38.8 

34.7 

34.4 

33.1 

13.2 

14.7 

12.0 

36.4 

12.6 

16.7 

15.0 

7.6 

10.2 

15.8 

7.1 

12.0 

9.3 

13.2 

14.3 

10.0 

17.9 

4.2 

3.9 

4.1 

2.4 

1.6 

3.6 

13.1 

3.6 

1.2 

2.3 

4.1 

3.3 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【e.【e.【e.【e.スススストートートートーカカカカーーーー規規規規制法】制法】制法】制法】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、30～39 歳、40～49 歳、50～59 歳では「詳しくはないが内容についてだいたい知って

いる」が最も高く、40～49 歳と 50～59 歳は過半数となっている。その他の年代では「内容はわからない

が言葉を知っている」が最も高くなっている。また、18・19 歳においては「知らない」が 18.2％と、比

較的高くなっている。 

職業別にみると、パート・アルバイト、働いていないでは「内容はわからないが言葉を知っている」

が最も高くなっている。それ以外の職業では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が最

も高く、公務員は半数を占めている。公務員においては、「内容をよく知っている」も 11.1％で比較的高

くなっている。 

8.7 

10.6 

7.1 

8.7 

6.7 

9.4 

7.1 

13.2 

8.2 

7.1 

7.2 

11.1 

10.9 

10.2 

6.7 

8.8 

41.8 

40.1 

43.0 

36.4 

36.9 

45.8 

54.3 

50.5 

35.3 

30.6 

44.6 

45.2 

50.0 

39.5 

44.9 

48.9 

34.3 

37.7 

38.2 

37.7 

45.5 

38.8 

44.2 

30.7 

36.4 

41.3 

35.5 

39.3 

39.2 

38.9 

45.0 

30.6 

32.2 

37.1 

6.9 

6.3 

7.5 

18.2 

13.6 

3.3 

3.1 

3.3 

6.6 

10.9 

3.6 

6.8 

3.1 

10.2 

6.7 

10.8 

4.8 

4.8 

4.7 

1.9 

2.4 

2.7 

3.6 

14.8 

5.4 

1.6 

1.6 

4.1 

5.6 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【f.【f.【f.【f.配偶配偶配偶配偶者からの者からの者からの者からの暴力暴力暴力暴力の防の防の防の防止及び止及び止及び止及び被被被被害害害害者の者の者の者の保保保保護等に護等に護等に護等に関関関関する法律（する法律（する法律（する法律（配偶配偶配偶配偶者者者者暴力暴力暴力暴力防防防防止止止止法）】法）】法）】法）】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、18・19 歳では「内容はわからないが言葉を知っている」と「知らない」が 45.5％で

最も高く、20～29 歳では「知らない」が 35.0％で最も高くなっている。その他の年代においては「内容

はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっているが、30～39 歳では「知らない」も 35.0％と高

くなっている。 

職業別にみると、その他の非正社員では「知らない」が 42.9％で最も高く、それ以外の職業では「内

容はわからないが言葉を知っている」が最も高くなっている。また、公務員は「内容をよく知っている」

（5.6％）と「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（35.2％）が比較的高くなっている。

4.2 

4.3 

4.1 

8.7 

1.7 

3.9 

2.7 

4.2 

5.5 

3.6 

4.8 

5.6 

3.9 

2.0 

1.1 

4.8 

24.0 

23.2 

24.6 

9.1 

23.3 

21.7 

29.1 

28.8 

27.5 

15.8 

32.1 

24.4 

35.2 

25.6 

18.4 

30.0 

19.1 

38.2 

38.4 

38.3 

45.5 

33.0 

41.7 

35.4 

43.5 

39.5 

33.9 

37.5 

42.0 

37.0 

42.6 

32.7 

34.4 

35.1 

29.2 

29.7 

28.7 

45.5 

35.0 

35.0 

29.9 

22.8 

25.7 

29.5 

23.2 

28.0 

22.2 

26.4 

42.9 

30.0 

32.7 

4.5 

4.3 

4.3 

1.6 

2.2 

3.0 

15.3 

3.6 

0.8 

1.6 

4.1 

4.4 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【g.女性の職業生活における活【g.女性の職業生活における活【g.女性の職業生活における活【g.女性の職業生活における活躍躍躍躍のののの推推推推進に進に進に進に関関関関する法律（女性活する法律（女性活する法律（女性活する法律（女性活躍推躍推躍推躍推進法）】進法）】進法）】進法）】 

性別にみると、男女とも「知らない」が最も高く（男性 49.5％、女性 52.1％）、次いで「内容はわか

らないが言葉を知っている」、「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」となっている。なお、

男性は「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 12.6％で、女性（5.7％）より高くなって

いる。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高く、70 歳以上を除く全ての年代において半数以

上を占めている。また、20～29 歳では「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 15.5％で、

比較的高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「知らない」が最も高く、その他の非正社員では 7割を超

えている。公務員は、「内容をよく知っている」（3.7％）と「詳しくはないが内容についてだいたい知っ

ている」（16.7％）が比較的高くなっている。 
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0.5 

0.6 

0.8 

1.6 
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1.6 

8.9 

12.6 
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4.5 

15.5 

6.7 

10.2 

5.4 

7.2 

10.9 

8.9 

8.4 

16.7 

7.8 

6.1 

5.6 

10.0 

35.2 

32.9 

37.5 

27.3 

28.2 

42.5 

34.6 

40.2 

38.3 

27.9 

33.9 

41.2 

37.0 

35.7 

18.4 

42.2 

30.3 

50.9 

49.5 

52.1 

68.2 

56.3 

50.0 

52.0 

52.2 

50.3 

45.9 

50.0 

49.2 

42.6 

53.5 

71.4 

48.9 

51.0 

4.4 

4.6 

4.1 

1.6 

1.6 

3.6 

15.3 

5.4 

1.2 

1.6 

4.1 

3.3 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【h.【h.【h.【h.大大大大分分分分市市市市男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画推推推推進進進進条例条例条例条例】】】】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高く、18・19 歳では 77.3％を占めている。20～29

歳では、「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 12.6％で比較的高く、40～49 歳と 50～

59 歳では、「内容はわからないが言葉を知っている」が 3 割を超えて比較的高くなっている。 

職業別にみると、公務員を除く全ての職業で「知らない」が過半数となっている。公務員は「内容は

わからないが言葉を知っている」が 46.3％で最も高く、「内容をよく知っている」（5.6％）と「詳しくは

ないが内容についてだいたい知っている」（16.7％）も比較的高くなっている。 

1.0 

1.2 

0.8 

2.5 

0.8 

1.6 

1.1 

1.8 

0.4 

5.6 

0.8 

2.0 

0.8 

7.7 

8.5 

6.7 

9.1 

12.6 

4.2 

8.7 

6.5 

6.0 

8.7 

5.4 

7.2 

16.7 

7.0 

6.1 

5.6 

8.4 

29.3 

29.0 

29.7 

13.6 

24.3 

29.2 

34.6 

34.2 

25.7 

29.0 

23.2 

30.0 

46.3 

27.9 

20.4 

31.1 

27.9 

57.6 

57.2 

58.2 

77.3 

63.1 

64.2 

54.3 

56.0 

64.1 

46.4 

64.3 

61.6 

31.5 

62.8 

67.3 

58.9 

54.2 

4.4 

4.1 

4.5 

1.6 

1.6 

4.2 

14.8 

5.4 

0.8 

1.6 

4.1 

4.4 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【i.おおいた男女共同参画【i.おおいた男女共同参画【i.おおいた男女共同参画【i.おおいた男女共同参画推推推推進進進進プランプランプランプラン】】】】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が半数以上を占めて最も高くなっている。 

職業別にみると、公務員を除く全ての職業で、「知らない」が過半数を占めて最も高くなっている。公

務員は「内容はわからないが言葉を知っている」が 44.4％で最も高く、「内容をよく知っている」（5.6％）

と「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（16.7％）も比較的高くなっている。 
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0.4 

5.6 

0.8 

0.4 

6.6 

8.2 

5.1 

9.7 

4.2 

9.4 

5.4 

5.4 

7.7 

5.4 

6.0 

16.7 

4.7 

4.1 

5.6 

8.0 

28.7 

27.5 

29.9 

13.6 

27.2 

27.5 

29.1 

34.8 

28.7 

26.2 

25.0 

29.6 

44.4 

25.6 

22.4 

30.0 

27.9 

59.2 

58.9 

59.5 

86.4 

62.1 

66.7 

58.3 

56.5 

61.7 

50.3 

64.3 

63.2 

31.5 

66.7 

69.4 

58.9 

54.6 

4.7 

4.3 

4.9 

0.8 

2.4 

1.6 

4.2 

15.3 

3.6 

0.8 

1.9 

2.3 

4.1 

5.6 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【【【【jjjj....配偶配偶配偶配偶者者者者暴力相談暴力相談暴力相談暴力相談支支支支援センタ援センタ援センタ援センター】ー】ー】ー】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高く、次いで「内容はわからないが言葉を知って

いる」が高くなっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「知らない」が最も高くなっている。なお、公務員とパー

ト・アルバイトでは「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 15％前後を占めて、比較的

高くなっている。 
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10.9 
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14.6 

7.5 

12.6 

10.3 

12.0 

8.7 

7.1 

8.8 

14.8 

15.5 

10.2 

7.8 

10.4 

29.2 

27.8 

30.5 

9.1 

25.2 

30.0 

29.1 

34.2 

32.9 

24.6 

26.8 

29.6 

31.5 

33.3 

22.4 

32.2 

26.3 

53.7 

56.0 

51.7 

90.9 

56.3 

59.2 

55.1 

52.7 

49.7 

48.6 

58.9 

59.2 

51.9 

46.5 

59.2 

53.3 

52.2 

5.0 

4.8 

4.7 

1.0 

2.4 

1.6 

3.6 

16.4 

5.4 

1.2 

2.3 

6.1 

3.3 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【【【【kkkk....ポジティブポジティブポジティブポジティブ・アク・アク・アク・アクションションションション（（（（積極積極積極積極的的的的改善措置改善措置改善措置改善措置）】）】）】）】 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「知らない」が最も高く（男性 72.0％、女性 75.4％）、次

いで「内容はわからないが言葉を知っている」が高くなっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高く、18・19 歳と 30～39 歳では 8 割以上を占めて

いる。20～29 歳、60～69 歳は「内容はわからないが言葉を知っている」が 2 割以上で、比較的高くなっ

ている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「知らない」が最も高く、7 割前後となっている。公務員で

は、「内容はわからないが言葉を知っている」が 27.8％と比較的高くなっている。 
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15.7 

13.6 

21.4 

12.5 

15.0 

18.5 

21.0 

15.3 

14.3 

17.6 

27.8 

12.4 

10.2 

16.7 

18.3 

73.7 

72.0 

75.4 

81.8 

70.9 

84.2 

76.4 

76.1 

73.1 

64.5 

76.8 

76.0 

68.5 

78.3 

77.6 

77.8 

69.3 

5.5 

4.6 

5.9 

1.0 
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1.6 

2.7 

4.8 

16.9 

3.6 

1.2 

4.7 

8.2 

4.4 
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全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答
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別
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代

別

性
別
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【【【【llll....ジェンダジェンダジェンダジェンダー（社会的・ー（社会的・ー（社会的・ー（社会的・文化文化文化文化的につくられた性別）】的につくられた性別）】的につくられた性別）】的につくられた性別）】 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「知らない」が最も高く（男性 57.0％、女性 56.6％）、次

いで「内容はわからないが言葉を知っている」、「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」と

なっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高くなっている。20～29 歳では「内容をよく知っ

ている」が 17.5％と高くなっており、30～39 歳と 40～49 歳では「詳しくはないが内容についてだいた

い知っている」が 2割前後で、比較的高くなっている。 

職業別にみると、公務員では「内容はわからないが言葉を知っている」が 38.9％で最も高く、次いで

「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（31.5％）、「知らない」（16.7％）となっている。

それ以外の職業においては、「知らない」が半数以上で最も高くなっている。 

4.8 

3.4 

6.1 

4.5 

17.5 

5.8 

5.5 

3.8 

1.2 

1.1 

8.9 

4.4 

13.0 

3.9 

8.2 

2.2 

4.0 

12.5 

11.8 

13.2 

13.6 

16.5 

20.8 

19.7 

14.1 

6.0 

4.4 

10.7 

13.2 

31.5 

10.1 

16.3 

18.9 

8.0 

20.8 

22.5 

19.6 

22.7 

23.3 

21.7 

23.6 

24.5 

19.8 

14.2 

21.4 

23.6 

38.9 

16.3 

14.3 

18.9 

18.3 

56.8 

57.0 

56.6 

59.1 

42.7 

51.7 

49.6 

55.4 

68.9 

63.4 

51.8 

58.0 

16.7 

67.4 

57.1 

55.6 

60.2 

5.1 

5.3 

4.5 

1.6 

2.2 

4.2 

16.9 

7.1 

0.8 

2.3 

4.1 

4.4 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【【【【mmmm....リプロダリプロダリプロダリプロダククククティブティブティブティブ・・・・ヘヘヘヘルルルルス／ラス／ラス／ラス／ライイイイツツツツ（性と生（性と生（性と生（性と生殖殖殖殖にににに関関関関する女性のする女性のする女性のする女性の健康／権利健康／権利健康／権利健康／権利）】）】）】）】 

性別にみると、男女とも全体結果と同様に、「知らない」が最も高く（男性 78.7％、女性 81.5％）、次

いで「内容はわからないが言葉を知っている」が高くなっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高くなっている。なお、20～29 歳では、「内容をよ

く知っている」（5.8％）と「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（6.8％）が比較的高く

なっている。 

職業別にみると、いずれの職業においても「知らない」が最も高くなっているが、公務員は「内容を

よく知っている」（5.6％）、「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（5.6％）、「内容はわか

らないが言葉を知っている」（25.9％）が比較的高くなっている。 

1.7 

1.0 

2.2 

5.8 

3.3 

1.6 

0.6 

0.5 

3.6 

2.0 

5.6 

1.6 

2.0 

0.8 

2.2 

1.9 

2.4 

4.5 

6.8 

1.7 

5.5 

0.5 

1.1 

3.6 

5.6 

1.6 

3.3 

1.2 

11.4 

13.8 

9.6 

13.6 

14.6 

11.7 

10.2 

14.1 

10.8 

8.2 

7.1 

12.4 

25.9 

10.1 

8.2 

7.8 

11.6 

80.1 

78.7 

81.5 

81.8 

72.8 

83.3 

82.7 

81.5 

85.0 

74.9 

83.9 

81.2 

63.0 

84.5 

85.7 

85.6 

77.7 

4.6 

4.6 

4.3 

1.6 

2.2 

3.6 

15.3 

5.4 

0.8 

2.3 

4.1 

3.3 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【【【【nnnn....ワワワワーク・ーク・ーク・ーク・ラララライイイイフフフフ・バ・バ・バ・バランスランスランスランス（仕事と生活の調（仕事と生活の調（仕事と生活の調（仕事と生活の調和和和和）】）】）】）】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高くなっているが、20～29 歳と 30～39 歳では「内

容をよく知っている」が 1 割を超えて、比較的高くなっている。20～29 歳においては「詳しくはないが

内容についてだいたい知っている」も 27.2％と高くなっている。 

職業別にみると、公務員は「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 37.0％で最も高く、

次いで「内容をよく知っている」（24.1％）が高くなっている。それ以外の職業においては「知らない」

が最も高くなっている。なお、正社員は「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 20.8％

で、公務員に続いて高くなっている。 

    

    

    

    

    

    

5.7 

6.0 

5.5 

4.5 

12.6 

10.8 

7.9 

4.9 

3.0 

0.5 

5.4 

9.2 

24.1 

1.6 

2.0 

3.3 

2.8 

14.7 

16.9 

12.8 

13.6 

27.2 

19.2 

15.7 

16.3 

10.8 

6.6 

12.5 

20.8 

37.0 

12.4 

14.3 

7.8 

9.2 

23.9 

24.4 

23.6 

22.7 

17.5 

25.0 

29.1 

23.4 

23.4 

24.6 

23.2 

25.2 

18.5 

24.0 

16.3 

26.7 

24.3 

50.4 

47.6 

53.0 

54.5 

41.7 

45.0 

45.7 

52.2 

58.7 

52.5 

55.4 

44.0 

18.5 

59.7 

59.2 

57.8 

53.8 

5.3 

5.1 

5.1 

4.5 

1.0 

1.6 

3.3 

4.2 

15.8 

3.6 

0.8 

1.9 

2.3 

8.2 

4.4 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【【【【oooo....デデデデートートートートＤＶＤＶＤＶＤＶ】】】】 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高くなっているが、20～29 歳は「内容をよく知っ

ている」が 14.6％と高くなっている。 

職業別にみると、公務員は「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」が 42.6％を占めて最

も高くなっており、「内容をよく知っている」も 9.3％と比較的高くなっている。それ以外の職業におい

ては「知らない」が最も高くなっている。 

    

    

    

    

    

    

3.7 

2.9 

4.5 

9.1 

14.6 

3.3 

3.1 

3.3 

1.2 

0.5 

3.6 

2.8 

9.3 

5.4 

4.1 

2.2 

3.6 

16.9 

15.5 

18.1 

18.2 

21.4 

19.2 

23.6 

18.5 

15.0 

8.7 

19.6 

16.0 

42.6 

16.3 

14.3 

24.4 

10.4 

22.3 

24.9 

20.4 

9.1 

26.2 

19.2 

20.5 

27.7 

24.0 

18.6 

23.2 

22.4 

24.1 

20.9 

26.5 

23.3 

22.3 

52.6 

52.4 

53.0 

63.6 

37.9 

58.3 

51.2 

48.9 

56.9 

56.8 

50.0 

58.0 

24.1 

55.8 

51.0 

46.7 

54.6 

4.4 

4.3 

4.1 

1.6 

1.6 

3.0 

15.3 

3.6 

0.8 

1.6 

4.1 

3.3 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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【【【【pppp....ＬＧＢＴＬＧＢＴＬＧＢＴＬＧＢＴ（性的少（性的少（性的少（性的少数数数数者）】者）】者）】者）】 

性別にみると、男性は「知らない」が 58.7％で最も高く、次いで「内容はわからないが言葉を知って

いる」（22.0％）、「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（11.8％）となっている。女性は

「知らない」が 60.1％で最も高く、次いで「詳しくはないが内容についてだいたい知っている」（16.9％）、

「内容はわからないが言葉を知っている」（14.5％）となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「知らない」が最も高くなっているが、20～29 歳は「内容をよく知っ

ている」が 12.6％と、比較的高くなっている。 

職業別にみると、公務員は「内容はわからないが言葉を知っている」が 35.2％で最も高く、次いで「詳

しくはないが内容についてだいたい知っている」（27.8％）、「知らない」（25.9％）となっており、「内容

をよく知っている」も 11.1％と比較的高くなっている。それ以外の職業においては「知らない」が最も

高くなっている。 

3.9 

3.4 

4.3 

4.5 

12.6 

4.2 

3.9 

3.3 

1.8 

1.1 

7.1 

2.4 

11.1 

3.9 

4.1 

2.2 

4.0 

14.5 

11.8 

16.9 

9.1 

15.5 

20.0 

18.9 

17.4 

12.0 

7.7 

14.3 

13.2 

27.8 

11.6 

14.3 

22.2 

12.7 

17.9 

22.0 

14.5 

9.1 

13.6 

15.0 

25.2 

21.7 

19.2 

13.7 

14.3 

20.0 

35.2 

18.6 

10.2 

15.6 

15.1 

59.3 

58.7 

60.1 

77.3 

58.3 

60.8 

50.4 

55.4 

64.1 

62.8 

60.7 

63.6 

25.9 

64.3 

67.3 

55.6 

59.4 

4.4 

4.1 

4.3 

1.6 

2.2 

3.0 

14.8 

3.6 

0.8 

1.6 

4.1 

4.4 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

内容をよく知っている 詳しくはないが内容についてだいたい知っている

内容はわからないが言葉を知っている 知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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問２５．あなたは、問２５．あなたは、問２５．あなたは、問２５．あなたは、大大大大分分分分市市市市男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画センタセンタセンタセンターをごーをごーをごーをご存じ存じ存じ存じですか。（○は１つだけ）ですか。（○は１つだけ）ですか。（○は１つだけ）ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分市男女共同参画センターについてみると、「全く知らない」が 47.9％で最も高く、次いで「聞いた

ことはある」（31.8％）、「利用したことはないが、知っている」（16.1％）となっている。 

性別にみると、男女とも全体とほぼ同様の結果となっている。 

年代別にみると、全ての年代で「全く知らない」が最も高くなっている。なお、50～59 歳では「利用

したことはないが、知っている」が 23.4％と比較的高くなっている。 

職業別にみると、公務員は「利用したことはないが、知っている」が半数を占めて最も高く、次いで

「聞いたことはある」（25.9％）、「全く知らない」（22.2％）となっている。それ以外の職業においては、

「全く知らない」が最も高くなっている。 

 

回答数 割合

利用したことがあり、よく知っている 9 1.0%

利用したことはないが、知っている 146 16.1%

聞いたことはある 289 31.8%

全く知らない 435 47.9%

無回答 30 3.3%

総計 909 100.0%

利用したことがあ

り、よく知っている
1.0%

利用したことはない

が、知っている
16.1%

聞いたことは

ある
31.8%

全く知らない
47.9%

無回答
3.3%
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1.0 

1 .0 

1.0 

1.9 

1.7 

0 .8 

0.5 

1.2 

0.5 

1.2 

1.6 

2.0 

1.1 

0.4 

16.1 

16.4 

15.7 

10.7 

15.0 

12.6 

23.4 

13.2 

19.7 

16.1 

11.2 

50.0 

14.0 

14.3 

12.2 

16 .7 

31.8 

33.3 

30.5 

22.7 

32.0 

26.7 

33.1 

28.8 

35.9 

34.4 

32.1 

34.8 

25.9 

25.6 

34.7 

35.6 

31.1 

47.9 

44.9 

50.5 

77.3 

55.3 

55.8 

52.0 

44.6 

47.3 

36 .1 

51.8 

51.2 

22.2 

58.1 

42 .9 

48.9 

45.4 

3.3 

4.3 

2.2 

0.8 

1.6 

2.7 

2.4 

9.3 

1.6 

1.9 

0.8 

6.1 

2.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=909）

男性（n=414）

女性（n=491）

18、19歳（n=22）

20～29歳（n=103）

30～39歳（n=120）

40～49歳（n=127）

50～59歳（n=184）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=183）

自営・家族従業（n=56）

正社員（n=250）

公務員（n=54）

パート・アルバイト（n=129）

その他の非正社員（n=49）

家事専業（n=90）

働いていない（n=251）

利用したことがあり、よく知っている 利用したことはないが、知っている

聞いたことはある 全く知らない

無回答

職

業

別

年

代

別

性
別
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1 男女共同参画について（４３件）男女共同参画について（４３件）男女共同参画について（４３件）男女共同参画について（４３件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

○

○ 私のまわりでは、むしろ女性の方が守られているように感じている。

○ 男性女性と意識せず、人として向き合うことを考え行動することが良いと思う。

○

○ 調和して共に問題なく生きていければ良しとする。

○

○

○ すべての人々が「らしく」生きられるような社会を目指すことが大事であります。

○

○

○ 男女がお互いを尊重して思いやる社会になったらいいなと思います。

○

○

○

○

男女共同参画および女性問題等に対するご意見男女共同参画および女性問題等に対するご意見男女共同参画および女性問題等に対するご意見男女共同参画および女性問題等に対するご意見

職場で来客があった時は女性が給茶を行っている。男性はそれが当然のように思っている。「女性が出した
方が相手も喜ぶ」などの考えもあるようだが、まずそんな身近な小さなことから男女平等の意識を持ち男性も
給茶等行った方がよいと思う。

共に認めあえる社会づくりが必要だと感じます。そのためにはまず自分を知ることかと。「～はダメです。」で
はなく、「～という様なことはやっていませんか？」と問いかける様な問題提起が要ると思います。

男女平等というのなら、女性問題ばかりの質問だけでなく、男性問題も質問すべきではないか。男性問題も
考えてほしい。そういった意味では女性はこれから平等ではなく、優遇されていくと思う。あまりにも女性を優
遇すると、それを盾にしていく女性も増えると思う。本当の平等とは何か？を考えさせられるし、難しい問題
であると思う。がんばってください。

男女がお互いを尊重しあいお互いの立場を理解し助け合えるような差別や偏見のない平等で平和な生活
ができる世の中になって欲しい。

女性の権利を逆手にとり、傲慢な態度の人が多くなっていませんか。女性しかないやさしい思いやりがある
と思います。

男女それぞれの個性にあった社会基盤が出来ている。平等等と騒ぎ過ぎている感じかある。少なくとも自分
の家庭では何の問題もない。

男女平等は、人間一人一人が違うように、どうしてもわかりあえない事、理解できない事もあると思うので、平
等に近づく事が出来ても、完全に平等にするのは難しいと思います。でも近づけるための運動をするのは
素晴らしいと思います。

男女平等社会を目指すという流れに近年なっているが、やはりまだまだ男性は仕事、女性は家庭といった
意識は根強いと思う。私自身、それを否定しないし嫌ではない。実際に専業主婦をしている。また、なりたい
と言っている友人は多い。何もかも平等にというよりは、社会進出をしたいと希望している女性に対しての企
業・社会の考え方や支援をもっと充実させることは重要だと思うが、生活面においては個人の考え方次第だ
と思う。

男女は同権だが同質ではないので、男性の体力や包容力、女性の細やかさや柔軟性を意識して互いを認
め合ってプラスのことばかけをしながら、暮らしていくと良いと思う。

男女差はあって当然。全てを平等ではなく、何が出来て何が出来ないかの線引きをはっきりさせ、それに応
じた給与、所得が望ましい。女だから、弱い立場だからと甘んじる事無く、知力を身に付ける事が重要！！

機会（チャンス）においては平等で、結果においては平等にならないことを望みます。努力に応じた公平な
結果と、男性らしさ、女性らしさを失わない社会になってほしいと思います。

小中学校では混合名簿、技術・家庭科の男女とも履修、体育の授業も男女一緒など進んできていますが、
卒業した途端、「男は・・・」「女は・・・」という昔ながらの遅れた考え方に戸惑う子どもたちもいます。男女関係
においても、デートDV、DVに気付かず加害者、被害者になってしまう子どもたちもおり、社会全体の意識の
変革が急務だと思います。一番必要なのは、やっぱり家事分担は女性が負担するハメになっていることの
改善だと思います。
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○

○

○

男女平等といいますが、女性しか子供を産めない以上、完全な男女平等は不可能だと思う。お互いの性差
を認めた上で分担していければいいのでは。男とか女とかに関係なく、個人の能力が活かされる社会であ
ってほしいと思う。

女性が生きやすい社会になりつつあるように思います。その中で我を強く出す女性の姿を見聞きすることが
多くなってきているように思う。「助け合い」「尊重」「心やさしさ」等は、心の中で思い行動する。押しつけでな
いように。男性らしさ、女性らしさを持ち合わせ、人間を（対人を）自然を思いやる女性として成長してほしい
。しっかり足元を見つめて歩いてほしい。

男女共同参画という字は目に、耳にしますが、実際はあまり知られていないように感じます。早くこの言葉を
使わなくて良い社会になることを希望します。
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2 子育て支援について（１９件）子育て支援について（１９件）子育て支援について（１９件）子育て支援について（１９件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

3 教育について（７件）教育について（７件）教育について（７件）教育について（７件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○ やはり小さい時からの教育だと思う

○ 中学高校などでもっと学習して知ってもらうべき

○

“イクメン”などという言葉がありますが、男性の育児が特別なことではないと思っています。しっかりと母親と
父親になってもらえたらよいと思います。若いみなさんに、育休をとることだけが育児参加ではなく、日常の
中でできることをもっと教えてやってほしいです。組織に属している人だけが“イクメン”の促進をしているの
ではなく、多くのみなさんがそれぞれの環境の中で工夫して、2人の親が協力をして子どもを育てていく大分
市になることを願っています。

女性が出産し子育てが安心して行える環境の整備をする。少しでも多くの子供たちが健全に成長できる為
の施設を充実。

子育てがしっかりできる国の制度づくりも重要な課題だと思います。これに国もしっかり力を入れるべきです
。

男性ももっと育児に参加しやすい環境になったらいいなと思います。子供が出来て共働きになっても負担が
増えるのは女性が多いと思う。認可保育所がもっと増えて、学童の利用時間も長くなったら助かります。

男女にとらわれず、家では得意なことを得意な方が、出来る余裕（時間）がある方がしてきて、３人の子育て
を共働きでしてきました。女性の一方的な考えで、「結婚はしたくないが子供はほしい」結婚しないで子ども
を産むシングルマザーには同性としても理解できません。そのようなシングルマザーへの行政の支援につい
ては納得いきません。

今の若い男性は子育て家事などとても協力的だと思います。PTAや子供の行事にも仕事を休んでも参加し
てるようです。私の時代とはかわり父親の進出を感じます。女性も仕事をしている方が多く共働きが増えてい
ますが、子供が病気などの時はどうしても母親が仕事を休みます。会社の理解が必要大です。

まずは、保育所の問題だけでも完全に解決する事。何か一つでも、これでほぼ万全というものを作って行く
事が大切だと思う。

女性が働き続けるためには「保育」「育児」に対しての各種の制度がなくては困難。祖父母に頼らざるをえな
い状況では無理です。出張、会議等の場合、誰が子供の面倒を見るかが共働きでは「母」だけが何とかしな
いといけない現状だと思います。母親として「子供の病気で休む」「子どもの学校行事に参加」を快く思われ
ない職場の男性はまだまだ多いと思います。（「あなたが休んでいる間、誰が代わりに働いてやっていると思
っているんだ」という考え）女性が働きやすい環境は男性も働きやすいということで、職場の環境改善につい
ては男女の差は無いと思いますが・・・。

子育てをしている人や、家庭にもっと手厚い支援が社会全体に必要と思っています。特に女子に、精神的
にも経済的にも自立を意識させる教育をしっかりすることと思っています。

これからの未来を担う子ども達（学生）に、学校等で専門の方々からこのような内容の教育をして頂きたいで
す。何も知らないまま大人になり、現実に直面することになるので・・・。知識として、子どもの頃に少しでも教
えておいてくれると、自分で考え対策を取る手助けになるのではないかと思います。
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4 就労について（１５件）就労について（１５件）就労について（１５件）就労について（１５件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

○

○

○

5 少子高齢化社会について（３件）少子高齢化社会について（３件）少子高齢化社会について（３件）少子高齢化社会について（３件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

今の職場では、女性が結婚し妊娠すると育休が使えず解雇されています。小さい職場ではこんなこともある
と思います。大手企業を基準にするのではなく、隅々までの調査をしていただき、男女の前に人の平等に
取り組んでもらいたいです。

私は働くよりも家で家事（育児）をしている時の方が自分のペースを持って、余裕をもって出来てる気がしま
す。それに、夫も家事が苦手なので、これはこれで、あってる生活だと思ってます。でも子供が大きくなるま
でにはお金がたくさんかかるので、あと二人子供を産めたら、私が働きださないと生活が苦しくなります。な
ので今後は、産後の女性が働きやすい環境づくりにぜひ期待しています。

前の職場を退職したのは、男女雇用機会均等法で21：00までしか残業できなかったのが、深夜までできるよ
うになったため、育休明けで小さな子供もいるのに無理だと思ったからです。家での役割も違うのに平等っ
て何だろうって思いました。

小さい子供を持つ女性の就職は本当に困難です。必ず面接の際に確認されます。結婚後まだ子供がいな
い間に就職しようとする際にも子どもの予定がどうかなども選考の基準とされると考えます。育児休業でも制
度はあっても快く使わせない企業も実際にある中で女性は不利なことがまだまだ多いと思います。

一億総活躍など夢の夢。男性の勤務時間は長く、給料も増えず、必然的に女性が家事、育児、介護を担う
ことになる。

育児終の女性がしっかり職場復帰できる為の施設を充実。少子化による生産年齢人口の減少を女性の社
会進出で補える施策を充実しないと、将来的に社会が成り立たないと考える。

公認保育所を増設。子供を安心して見守っていける（社会全体で）子育てと教育。介護問題、老齢化してど
ちらかが介護の側に立っても大変。いつでも助け合える（地域での見守り体制）体制を行政の中で形容化し
ていってほしい。社会に老齢化を防ぐためにも、自分自身を豊かな老後を生きるためにも、参加していける
場所が沢山ほしいと思う。特に65歳以上の男性の外への参加の場所を提供してほしい。老化を早め、認知
症への道が早くなると思う。
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6 女性の登用について（８件）女性の登用について（８件）女性の登用について（８件）女性の登用について（８件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

○

7 市の男女共同参画施策について（１３件）市の男女共同参画施策について（１３件）市の男女共同参画施策について（１３件）市の男女共同参画施策について（１３件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○ 男女共同参画の活動が見えない

○

○

○ 男女共同参画センターをよく知りません。ＰＲ活動をしてわかりやすくしてもらえると意見も書きやすいです。

8 アンケートの実施について（１０件）アンケートの実施について（１０件）アンケートの実施について（１０件）アンケートの実施について（１０件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

○

○

もっともっと女性が活躍できる社会になればいいと思う。男女共同参画と人間を男女に分けている時点で平
等な社会の実現はまだまだ先の話だと思う。

男女共同参画は大変重要なことであり、大いに力を尽くして欲しいと思います。日本ではまだまだ男性中心
の状況が続いていると言えます。国会議員なども、ヨーロッパをはじめとして世界的に見ても日本では女性
議員が圧倒的に少ない現状です。公務員職場でも企業でも男性優位が続いています。この状態を変えな
ければ、男女共同を確立させることはできないのではないでしょうか。

地域の役員など男性中心すぎると思います。特に田舎では女性が何か意見を言うと煙たがるような傾向が
あります。国会議員もそうですが地方議会も女性議員が少なすぎると思います。もっとたくさんの女性が出
馬してほしいし選挙民も女性を応援していく空気をつくりたいです。女性議員がたくさんいるのが普通という
社会になれば解決していける問題も増えてくると思います。

男女共同参画センターとはとてもよいものと思いますが、官庁が号令をかけて作ったものは熱がある人がい
るときには割合にうまく行くが３～４年経つと熱が冷め形式的組織になり公務員のポストが増えるだけとなるこ
とが多いので十分に留意する必要がある。この活動が十分に進んでいくことは非常に良いと思っています。
関係者は今後の活躍を見守っていきたいと思っています。

年配の方の昔ながらの考えの人には浸透しないと思う。だからといって、若者に教育しようとしても、時間が
ないし難しいと思う。今回初めて、男女共同参画センターの事を知りました。もっとあらゆるメディア等で発信
した方がいいと思います。一人で変わっても世の中は何も変わらない。みんながちょっとずつ変わらないと。
男性、女性というくくりが無く、平和な世の中になると良いですね。

質問数が多く回答が苦でした。分厚くて三つ折りしにくい。質問内容と数を精査すると、もっと回答率が上が
るのではないかと思いました。

回答をすすめていくうちに、興味を持つきっかけをいただきました。機会を与えてくださり、ありがとうございま
した。

初めて今回この調査に協力させて頂き、一つ一つの項目に真剣に向き合い考えながら回答させて頂きまし
た。知らない用語もあり、もっと新聞やメディアを通じて勉強していかないといけないなと感じました。日々の
生活や仕事におわれ、「世の中こんなものだろう」とあきらめている部分も正直あります。しかし、意識や行動
も変えられるのは自身なので、まず何からなら自分はできるのかという事を考えながら、少しずつ日々送って
みようと思います。3000人の中の一人として、少しでもこの統計が役立ち、尚且つ反映されていくことを切に
願います。

このアンケートはもっと切実に思っている世代の人に多くすれば？と感じました。70歳代の私には、少しの現
実感がありませんでした。現実感がなければ意味がありません。
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9

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○

10 その他（３１件）その他（３１件）その他（３１件）その他（３１件）

（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）（主なご意見）

○

○ やさしい良い時代になったのだとつくづく感じる。個人的には昔の方が良い。

○

○ 私はＬＧＢＴです。ＬＧＢＴにももっと理解を。

○

○

○

自由意見計１５３件

1 男女共同参画について（４３件）

2 子育て支援について（１９件）

3 教育について（７件）

4 就労について（１５件）

5 少子高齢化社会について（３件）

6 女性の登用について（８件）

7 市の男女共同参画施策について（１３件）

8 アンケートの実施について（１０件）

9

10 その他（３１件）

DVについて（４件）DVについて（４件）DVについて（４件）DVについて（４件）

それから、友達がＤＶにあっていたけど、相談することろが分からなくて一人で悩んでいて可哀想だった。Ｄ
Ｖ、セクハラ、マタハラは特に女性は不利なので、加害者には厳しくしてほしいし、少しの事でもトラウマにな
ったりするので、軽く見ないで欲しい。また、その後のカウンセリング等相談窓口が身近にあってほしいです
。

DVに関しては、自分が不快な気持ちになる事をされたら、それはすべてDVだと思いますが、昔に比べ今
DVを受ける女性が多いと思います（暴力）。男性のコミュニケーション能力をアップさせる授業や、考えさせ
る事が必要なのかなと思います。大人になって修正するのはとても難しい。子どもの頃からの教育や家庭環
境の水準を上げないと、これからの社会がどうなっていくのか心配です。

知らない言葉がたくさんあり、本または冊子などにして配布して頂けると読み理解しやすいのではないので
しょうか？

インターネット、雑誌、マンガ等によるアダルトビデオ等の規制は何とかならないか。若者には悪影響で性犯
罪が増える。

自分の周囲に困っている人がいても、なかなか他人が踏み込んで声を掛けてあげるのは難しいと思います
。そんな時は、行政の方で色々な面の相談窓口が整っていれば安心と思いますが、整っていても、周知さ
れなければ意味もないので、どうしたら相談を受けやすくできるのかを考えるべきと思います。

時代が変わり、昭和生まれ、平成生まれと考え方も違うかもしれませんが、全てに対してやわらかく接し、生
活していく事は必要だと思います。しかし、悪く思われても「自分が言う」といえる人間を作ることも、増やすこ
とも、子供に対してどう思われようと、社会においていかれても、強く生きる子供を育てることが大事だと思い
ます。ダメで元々と思う事も生きることで大事だと思います。

私達の若いころの生活と今の若い人の考えももちろん違いますが、いろんな事をテレビ、新聞、マスコミで目
にしますと、これからの若い人が大変だなと思います。私達は1に我慢、2に我慢と思ってきましたが、今の若
い人はい言いたい事を言い、行動できますので少しはうらやましいです。

DVについて（４件）


